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断章



　彼に出会った時のことを、クロイツェルは今でもよく覚えている。

　空と雲に囲まれた蒼そう天てん世界の東の端で起こった第一三次極東紛争。神聖連合皇国第七帝国のゲリラ掃そう討とう作戦は苛か烈れつを極め、仄ほの暗ぐらき人じん狼ろうの民と呼ばれるスバールスバール人たちの村落は、発見され次第女子供も容赦なく皆殺しにされた。

　古今東西の戦争において武装民兵と一般人を見分けることなど不可能であり、事実、スバールスバール帝国のゲリラには一〇歳にも満たない子供も加わっていた。

　クロイツェルはスバールスバール帝国の有力軍ぐん閥ばつに雇われた傭よう兵へいの一人として、この紛争に参加した。別に人狼に借りがあったわけでもないし、成り上がろうという野心があったわけでもない。ただ死に場所を求めていた。

　八年間続いた第一三次極東紛争は第七帝国が終始優勢にことを進め、昼夜を問わずに吹ふき荒すさぶ砂すな嵐あらしですら拭ぬぐいきれないほどの血と火薬の臭においが充満していた。死にたがりには、もってこいの場所だった。

（この戦争もじき終わる）

　その日、クロイツェルはそんなことを思いながら巨大な穴に黙々と死体を放ほうり込んでいた。第七帝国空兵隊の野戦服を着た男の死体だった。

　穴の底には折り重なるようにして、数えきれない死体が転がっている。

　スバールスバール帝国のゲリラも、第七帝国の兵士も、死んでしまえば同じだった。臓物と糞くそが詰まった肉の袋。

（私は次にどこへいけばいい）

　彼女の容姿は今とまったく変わることなく、二〇歳に満たない少女だった。ただ、金色の瞳ひとみは暗く濁にごり、表情はいつも虚うつろだった。舞踏会を一緒に踊る相手を失い、あとを追う勇気もなく生き恥を晒さらし続け、死ぬためにやってきた戦場でもこうして生き残っている。

　灼しやく熱ねつの砂漠で銃を握り、引き金を絞り、戦い続けた日々は、クロイツェルの心身を削り取って磨ま耗もうさせただけだった。

　生きるも死ぬも、この時の彼女にはもうどうでもよくなっていた。

　なにも考えずにいる方が楽だった。

　第七帝国によって陵りよう辱じよくの限りを尽くされた村の有様はひどいものだった。破壊されて火を放たれた家々からは未いまだに黒煙が上がり、そこら中に死体が転がっていた。

　紛争の初期にマイア峡きよう谷こくを落とした第七帝国はスバールスバール帝国の版はん図とに楔くさびを打ち込むかのように深く侵入したが、今や兵へい站たんは伸びきって補給はままならず、略奪の限りが尽くされている。

　すすり泣くか細い声がどこからともなくもれ聞こえ、生存者は亡もう者じやのようになって疲れ果てていた。クロイツェルのように死体を片づけている者の方が珍しいくらいだった。

　それでも彼女は死体を引きずっては穴に放ほうり込んだ。

　なにかしていないと気が狂いそうだった。

　太陽の光に肌を焦がされることもお構いなしに、クロイツェルは一心不乱に死体を穴に放り込んだ。汗が滴したたり、息が乱れる。まるで永遠に終わらない葬列に参加しているような気分だった。

　彼女が自分とまったく同じようにして黙々と死体を片づけている子供に気づいたのは、数十の死体を穴に放り込んだ頃ころだった。

　クロイツェルは手をとめると、砂漠色の野戦服から煙草たばこを取り出して火を点つけた。最後の一本だったことに舌打ちし、空箱を足元に投げ捨てる。

　そのスバールスバール人の子供は一一、二歳くらいに見えた。それでもボルトアクション式の小銃を背負い、いっぱしのゲリラの格好をしていた。

　彼女がなにかを言うよりも先に、彼は言った。

　その一言は今でもはっきりと脳裏に焼きついている。

「あんたの目は、穴の中にいる連中と同じだな」

「そうか」

　クロイツェルは腹を立てるわけでもなく虚ろに笑った。

「そうかもしれないな。私はとっくに死んでいる」

「なら、あんたはなんで、ここでこうして生きている」

　ぎらぎらとした真っ青な瞳ひとみに射い竦すくめられて、彼女は咥くわえていた煙草たばこを落とした。

　そこには生きることへの執念の炎が燃え盛っていた。同じことをしているにもかかわらず自分とまったく正反対であることに、クロイツェルは自じ嘲ちようした。

「さあな。私にも分かるものか」

　この皮肉はなんだ。生きることに執念を燃やす者と、死に場所を求めて死にきれない者と。それが地獄の一丁目一番地で、黙々と死体を片づけている。

　そして、この子供のように生きたいと強く思っている者から死んでいくのだろう。死にたいと思って死んでいく者などそうはいやしない。

　世の中はなんとも不公平にできている。

「くっくっ……」

　堪こらえきれずに、クロイツェルは声をもらした。

　どうせ死ぬまでどこかを彷徨さまよい続ける身だ。自分が死ぬ時まで、生きることにぎらぎらとしているこの子供を生かしてやるのも一興だと思った。

　だから、彼女は言った。

「そんなに生きたいなら、戦い方を教えてやろうか。この戦争はお前らの負け戦だが、生き残るくらいはできる」

　少年は値踏みをするようにしてクロイツェルを見上げた。

　なんとも生意気なガキだ、と彼女は思った。思えば最初に出会った時から、彼には大物になる空気のようなものがあった。

　クロイツェルは少年を冷たく睥へい睨げいした。

「名前は？」

「グスタフ」

　それから何年間も、何十年間も――

　彼の傍かたわらで彷徨い続けて、いつしか彼女は彼のために働くことが生いき甲が斐いになっていた。新興軍ぐん閥ばつ勢力としてスバールスバール帝国の中でのし上がり、三度の極東紛争で名を売った。〈マイア峡きよう谷こくの獅し子し〉――グスタフ・マッケンゼン。その名は第七帝国の将兵を震え上がらせ、遠く神聖連合皇国指導部にすら轟とどろいた。

　彼は、彼女の誇りだった。

「眠れんのか」

　しわがれた声に、クロイツェルは我に返った。いつの間にか根元まで灰になってしまった煙草を足元に吐き捨て、彼女はぼんやりと見上げていた夜の空から視線を外した。

　声がした方に身体からだを向ける。

　そこには砂漠色の野戦服を着込んだ車くるま椅い子すの老人がいた。尖とがった獣耳がある頭は白くなり、顔には深い皺しわが刻まれている。かつては逞たくましかった四し肢しはすっかり痩やせてしまっていたが、生への執着にぎらぎらと輝いていた真っ青な双そう眸ぼうだけは昔と同じだった。

「夜風は身体に障りますよ。同志将軍」

　彼女は背筋を伸ばすと敬礼をした。

　物思いに耽ふけっていたせいもあって、彼と自分の対比が恐ろしいほどに時間の残酷さを語ってくる。クロイツェルはなにも変わっていなかった。鷹たかのように鋭い眼光をした、褐かつ色しよくの肌の美女のままだった。

「その呼び方はやめてくれないか、クロイツェル。俺おれとあんたの仲だろう」

「……そうだな。珍しく静かな夜だ。お前と二人で過ごすのもいいさ」

　クロイツェルは小さく笑い、グスタフに歩み寄った。

　彼は琥こ珀はく色いろの液体が入ったボトルと、無骨なスチールカップを二つ抱えていた。

「やるかね？」

「一杯だけな」

　そう言ってクロイツェルは、スチールカップを受け取った。

　グスタフの健康状態は、酒を控えたところでもうどうなるものでもなかった。じわじわと歩み寄る死期をまつだけの身だ。最早、救う手立てはない。

　なみなみと注がれた琥珀色の液体に、彼女は口をつけた。深い苦味が口の中に広がり、喉のどが焼けるような熱さがそれに続く。

「〈蒼そう焔えん使つかい〉はどうしている」

「どうもこうも。おかしな男だ。あれは」

　数日前にこのマイア峡きよう谷こくの訓練キャンプにやってきたワルサー・ザウエルは、なにをするわけでもなく毎日を漫然と過ごしていた。まるでなにかをまっているようだった。いや、なにをまっているのかクロイツェルにはよく分かっている。

　グスタフは自らのスチールカップにも琥珀色の液体を注ぎ、それを一気に飲み干した。

「決心はつかないか、クロイツェル」

「なに？」

「俺を殺す決心だよ」

　ぎょっとした彼女に、グスタフは平然と言ってのけた。

「あんたがあの男を生かしてここに連れてきた時から、そうなるものと思ってるがな」

「バカな……！　私がお前を殺すなど。冗談も休み休み言え」

「冗談なものかよ」

　いつかのように真っ青な瞳ひとみに射い竦すくめられて、クロイツェルは手にしていたスチールカップを落としそうになった。そこにはぎらぎらとした生への執着ではなく、静せい謐ひつな光だけがあった。

「俺は放ほうっておいても直じきにくたばる。くたばる前に、あんたには言っておかにゃならん。あの地獄であんたに会ってからここまで、あんたはよく俺に尽くしてくれた。ただのガキだった俺が、今やスバールスバール帝国の有力軍ぐん閥ばつを率いる将軍閣下だ。笑っちまうよ」

　グスタフの言葉がまるで遺言のようで、クロイツェルは不安に駆られて頭を振った。

「俺はあんたにとっていい男じゃなかったろう。あんたの力を、俺の戦争にしか使わなかった。あんたと一緒に舞踏会を踊ってやることはできなかった。すまない」

「よしてくれ……！　お前はなにもかも疲れ果てていた私に、生きることを教えてくれたじゃないか。それで十分だ。それで――」

「だがあんたは〈血ち塗まみれの竜王女〉で、舞踏会を最後まで踊らにゃならん。違うか」

「それは――」

「そろそろあんたは自分の戦争をしてもいい」

　彼の言葉が頭の中にがんがんと響き、クロイツェルはどうにかなってしまいそうだった。

「だからな。俺おれを殺せよ、クロイツェル」

　その言葉は出会った時の一言のように、脳裏にはっきりと焼きついた。

　彼女は手にしていたスチールカップを足元に叩たたきつけた。琥こ珀はく色いろの液体が砂に滲しみ込んで消えてなくなる。車くるま椅い子すのグスタフの胸倉を掴つかみ上げ、彼女は叫んだ。

「ふざけるな！　私のパートナーはお前だぞ、グスタフ！」

「ふざけていやしない。俺は本気だ」

　存外に強い力で手首を掴まれ、クロイツェルは驚いた。

　グスタフが彼女を押し返すようにしてゆっくりと車椅子から立ち上がる。

　息がかかるほどに近い距離にお互いの顔があった。

「あの〈蒼そう焔えん使つかい〉ならあんたを必ず舞踏会の勝者にしてくれる。それにな――」

　グスタフの言葉が耳元で囁ささやかれる。

「――俺はこのままくたばるのが怖いのさ。戦争で野たれ死ぬのはまだいい。だが、立派な将軍様と奉たてまつられるほどの人生じゃあない。ならいっそ、俺はあんたに殺されたい。俺をここまで生かしてくれたあんたに引導を渡されるなら願ってもないことだ」

「そんなこと、できるわけ、ないだろう」

　掴んでいた胸倉から力なく離したクロイツェルの腕は震えていた。

　消え入りそうな声も震えていた。

「やるんだよ」

「なにを――」

　グスタフがクロイツェルの野戦服のベルトから自動拳けん銃じゆうを抜き放った。恐ろしく滑らかな手つきで弾倉が落とされ、薬室から初弾が排はい莢きようされる。すかさず彼が持っていた別の弾倉が装そう填てんされ、新しい初弾が薬室に送り込まれた。

　それは恐らく銀の弾丸で、彼女はそれを無む理り矢や理りに握らされた。

　銃口がグスタフの腹部に密着する。

「あんたに会えてよかったよ。もし俺に義理を感じてるなら、願わくば忘れないでくれ」

「よせ」

「もう舞踏会の時間だ。せっかく王女様を迎えにきた男を、あまりまたせるもんじゃない」

「いや」

「躊ちゆう躇ちよするな」

「いや」

「腹を決めろ」

「いや」

「あんたの戦争にいけ！」

　自動拳けん銃じゆうを握った手を震わせて、クロイツェルは天を仰あおいだ。

　眉まゆを八の字にしてきつく目を閉じ、何十年も流していなかった涙が頬ほおを伝った。

「撃て！」

　食い縛った歯がぎりぎりと音を立て、身体からだ中じゆうの筋肉が硬直する。

「撃て！」

　グスタフに抱き締められて、彼の声が鼓こ膜まくに響く。

「撃て――――っ！」

「――――！」

　涙がとまらない目を見開いて、顔をくしゃくしゃにして、彼女は声にならない声を絞り出した。軽い引き金が絞られて、聞き慣れているはずの銃声が木霊こだました。

　一度も聞いたことがない身震いするような咆ほう哮こうに思えた。

　グスタフは一歩、二歩と後ろに下がり、そのまま天を仰いで倒れ込んだ。

　それだけだった。ただ、それだけだった。

　クロイツェルはぶるぶると震える自分の腕を見下ろしていた。

　なぜ引き金を絞ったのか、彼女自身よく分からなかった。硬直する指を一本一本銃じゆう把はから外していくと、砂の上にグスタフの命を奪った自動拳銃が音もなく落下した。

　クロイツェルはそのまま崩れるようにしてその場に突っ伏した。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　喉のどから血が滲にじむ彼女の絶叫が、静かな夜を切り裂いた。

　今さらながらに心臓が激しく脈打って、全身の血液が逆流したような錯覚に陥る。身体が熱くなり、涙がとまらなかった。絶叫のあとに声を押し殺し、クロイツェルは砂に滲しみ込んでいく自分の涙を凝視していた。

　どれだけ流しても、それがなかったことのように消えていく。まるでグスタフとの今までもなかったことにされていくようで、彼女はきつく拳こぶしを握り締めた。

　どのくらいそうしていたのか分からない。

　ただただ、彼女は身体を震わせていた。

　そして――

「泣いてたってなにもはじまりゃしないんだよ、クロイツェル」

「黙れ」

　背中に感じた人の気配にクロイツェルは吐き捨てた。

　身体の震えはぴたりととまり、心は冷え冷えとしていた。

　彼女はゆらりと身を起こした。

　くたびれた黒いスーツを着たワルサー・ザウエルが、わずかな月明かりに照らされて佇たたずんでいた。咥くわえ煙草たばこの赤い火が、色いろ眼鏡めがねをかけている胡う散さん臭くさい彼の口元で揺れている。

「いいや。黙らんね。将軍閣下も言ってただろう。おたくはおたくの戦争を、これからするんだよ。俺おれと一緒にな」

　得体の知れない笑みを浮かべ、ザウエルが近づいてくる。

　クロイツェルは右の拳こぶしを握り、鋭く踏み込んで彼の顔面に打ち放った。

「おおっと……！」

　その拳は黒革の手袋をしている彼の右手で、あっさりと受けとめられた。

　クロイツェルはそのまま腕を掴つかまれて引き寄せられた。

　目に沁しみる煙草の煙のすぐ向こう側に、色眼鏡に遮られた斜視の碧へき眼がんがある。

「俺とおたくには、信頼なんてものはこれっぽっちも必要ない。こいつは取り引きだよ、クロイツェル。おたくは舞踏会の勝者になってマウザーの魔術から解放される。俺はリンドブルムの叡えい智ちを手に入れる。世界の果てまでも〈タペストリー〉を幻視して、あらゆる魔術を使うというリンドブルムの力で、俺の望みを叶かなえてもらう」

　ザウエルの底冷えする擦り切れた声は、契約を持ちかける悪魔そのものだった。

「今いま頃ごろは俺の可愛かわいい雌めす犬いぬが、玩具おもちや箱ばこみたいにちっぽけな箱庭で準備万端整えて、あとは仕上げをするだけだ」

「貴様は……！」

「嘘うそだと思うか？　だがおたくは心の底ではこの話に乗ったんだ。なにを言おうと、おたくはグスタフを殺し、今こうしてここにいるんだからな」

　クロイツェルは唇をきつく噛かみ締めた。

　この男の言葉こそが真実ではないかと思う時、自分自身の浅ましさに吐き気がする。

「おたくは〈血ち塗まみれの竜王女〉」

　ザウエルの言葉には、クロイツェルが抱えている懊おう悩のうなどバカらしいとでも言うような甘美な響きがあった。

「なんのために、ここでこうして生きている」

　かつてグスタフと出会ったあの日、あの時、あの場所で。彼女はまったく同じ問いをされた。そして、彼は自らの生き方でもって彼女に答えを与えてくれた。

　だが、この男は違う。

「答えは一つ。舞踏会に勝利するためだ」

　ザウエルが短くなった煙草を吐き捨てた。

　その言葉にクロイツェルは鋭い眼光を返した。

「違うか？」

　違わない。まったく違わない。

　彼女はなにも言えなかった。
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「ったく、ホントに世話が焼けるんだから」

〈竜の箱庭〉の地下に広がる薄暗い水路に、リラの声が響いた。続けて水をかき分ける足音。足首くらいまでの深さの狭く入り組んだ水路がずっと向こうまで続いていた。

　ほっそりとした脚に力を込めて、リラはずんずんと水路を進んでいく。

　彼女はシグを背負っていた。学校支給の戦闘服を身に着けているせいでかなりの重さだった。今までどうにか頑張ってきたが、腕が痺しびれてきてそろそろ限界だ。

「おーもーいー」

　整った顔をしかめて、リラはうめいた。

　すると彼女の後ろを歩いていたルノアがむっつりと言った。

「そんなに言うならわたしが代わってやるぞ」

　ヒューゴとエリーゼを相手に公共安全委員会庁舎で一戦やらかしたあと、二人は気を失ったシグを連れて地下水路に逃げ込んだ。あれだけ派手にやれば、郊外に展開していた公安委員たちもすぐに気づく。

　もたもたしているわけにはいかなかったがシグもルノアも満まん身しん創そう痍いで、比較的五体満足なのはリラくらいだった。なので彼女がこうしてシグを背負っているのだが。

「別にいいわよ。あたしがやるから――って、なによその目は？」

　リラが背後に視線を向けると、ルノアはじっとりとした半眼になっていた。

「そうやってシグとくっついていたいだけだろう」

「な……！　バッカじゃないの。そんなわけないでしょ。バッカじゃないの。こんな時になに言ってんのよあんたは」

　事実そのとおりだったので、リラはそっぽを向いて赤面した。

「その狼ろう狽ばいぶりが怪しい」

　ルノアが早足に彼女の前方に回り込み、顔を覗のぞき込む。

「あ、あんたこそね、エロ眼鏡めがねみたいなこと考えてんじゃないわよ。このむっつりめ。そう思ったってことは、あんただってシグとくっつきたいだけでしょ！」

「なにを言う……！」

　矛ほこ先さきが自分に向いたので、ルノアはびくりとして身を引いた。

「わたしはただ、お前が文句を言うからだな」

「嘘うそをつけ。嘘を」

　二人はしばらく睨にらみ合い、どちらからともなく嘆たん息そくした。

　リラは背負っているシグを睨みつけ、

「あたしたちみたいな可愛かわいい女の子に気にしてもらえるなんて、こいつにはもったいない」

「うむ。わたしもそう思う」

「でしょー？」

　ルノアもリラも、お互いのシグに対する気持ちはよく分かっている。

　彼は単に舞踏会を一緒に踊るパートナーというだけではない。本当に、いつの間にか、恋していた。二人は恋こい敵がたきなのだ。なのに彼女たちの間には奇妙な友情も、ある。

　二人は再び歩き出した。

　しばらく進むと、幾本もの水路が交差する場所へと出た。多方面から流れてきた水が集められて、階段状になった大きな水路を落ちていくように設計されている。

　リラは一休みするために石造りの通路へと上がり、背負っていたシグをその場に下ろした。

　シグは苦しそうなうめき声を上げて表情を歪ゆがめた。

　呼吸は荒く、じっとりとした汗が額ひたいから滲にじんでいた。

「大丈夫かしら」

「分からない」

　二人して心配そうに覗のぞき込む。

　シグの魔術は治ち癒ゆ能力も含めて身体能力を爆発的に高める魔術だ。もう一度それを使えば傷は治るかもしれないが、こんなにガタがきている状態では集中できずに〈タペストリー〉をうまく編み変えることができないだろう。

　編み変えに失敗すれば、世界の森羅万象を構成している設計図である〈タペストリー〉が元に戻ろうとする現象――〈矛盾の蛇〉と魔術士たちは呼ぶ――に襲おそわれることになる。世界を変えようとしたしっぺ返しがどのようなものになるのかは、その時になってみないと分からない。

「まったく。この男はいつもいつも心配ばかりさせる」

　ルノアはそっとシグの頬ほおに触れた。

　ひんやりとした彼女の手に、温かい感触が伝わってくる。ひょっとしたら怪け我がのせいで熱が出ているかもしれない。

「これからどうしようか。あたしたち完全にお尋ね者でしょ？」

「〈竜の箱庭〉を出るしかないだろう。その前にどこか安全なところで態勢を整えないとはじまらないが」

　ルノアは疲労の色が濃い表情で軽く頭を振った。紫陽花あじさい色いろのリボンで纏まとめられている白銀の髪が、その動きに合わせて左右に揺れる。

「それにはシグが目を覚ますのをまたないとな。わたしたちでは地の利に疎うとすぎる」

「確か、ルガー・ヘンケルスが教室持ってた時の隠かくれ家ががあるって？」

　リラはシグが言っていたことを思い出した。

　シグの父親であるルガー・ヘンケルスはマウザーの再来とまで呼ばれた魔術士だったが、どこにも任官せずに自由に生きた。世界中を放浪していたが、籍は〈竜の箱庭〉に残しており、ほんの少しの間だけ教室持ちの魔術士だったこともある。

　今は使われていないその場所を知っているのは、父親から聞いたことがあるシグだけだ。

「うー……いつまで女の子に背負わせてんだか。目が覚めたらお仕置きしてやるわ」

　湿気のせいでべたつく黒髪を気にしながら、リラが両手をぷらぷらさせた。

　ルノアは顎あごに手を当ててなにかを思案していたが、

「そもそも、服を脱がせればいいのではないか。重たいのは金属板のせいだろう」

「なるほど」

　わざとらしく手を叩たたき、リラは咳せき払ばらいした。

　両手をわきわきとさせて宣言する。

「じゃあ、あたしが脱がせるわね」

「まて」

　その肩をルノアが鷲わし掴づかみにした。

「なによ？」

「うむ。ここまでシグを背負ってきて疲れているだろうから、それくらいはわたしがしてやろう」

「いいえ。あたしが脱がせますからお構いなくルノアさん」

「わたしが脱がせると言ってるだろうが」

　ぎゃあぎゃあと言い争う二人の声が水路の遥はるか向こうにまで木霊こだまする。夢中になっているせいで、二人はシグがむくりと身を起こしたことにも気づかなかった。

「あんたねえ、単に脱がしたいだけでしょ！」

「それはお前もだろう！」

「うるせえ！」

　突然に響いた声に、ルノアとリラが動きをとめた。

「人の服を脱がすとかどうとか、なにで争ってんだよ、お前らは……」

　喋しやべるだけでどこか痛いのか、シグは顔をしかめた。それでもいつものようにやぶ睨にらみの三白眼で二人を見据えて皮肉げに笑う。血で額ひたいに張りついた髪をかき上げると、彼はふらふらと立ち上がった。

「で、ここはどこだ？」

　ルノアとリラはぽかんと見つめ合っていたが、我に返ったようにして口々に叫んだ。

「ここはどこだ、ではない！　お前ときたらいつもいつも心配かけさせるな！」

「ホントに進歩しないんだから、バッカじゃないの！　心配させんな！」

「ええ……？　なんで俺おれが怒られるんだよ」

　不可解な声をもらしてシグが半歩だけあとずさる。

　それをリラが追いかけて、ごちんと彼の胸に額をぶつけた。

「だから、心配してたの。ありがたく思いなさいよ」

　ほとんど囁ささやくようにして告げる。

　シグは少しだけ戸惑ってから、そっとリラの肩に触れた。

「すまん。けど、しぶとさだけが俺おれの取り柄だ」

「そんなの取り柄じゃないわよ、もう……」

「本当に大丈夫なのか？」

　遅れてルノアの不安そうな声。

　彼女は遠慮がちにちょこんとシグの手を握った。

「あちこちガタがきてるけどな。なんとか歩けはするさ」

　シグは全身の痛みに表情を強こわ張ばらせ、それでも気丈に答えた。

　とても大丈夫そうではなかったが、無理するなと言ったところで聞くような奴やつでないことはルノアもよく分かっている。

　シグは荒い呼吸をどうにか整えて、二人に言った。

「いいか。よく聞け。これから地上に出る。そしたら大図書館に向かうぞ」

『大図書館？』

　ルノアとリラが声を揃そろえる。

〈竜の箱庭〉創設以来、書物に限らず古今東西の希少品を収集し保管してきた大図書館。図書委員会の外局機関でもあり、公共安全委員会すら絶対不可侵とされている領域だ。

「そうだ。俺の親父おやじは現役の講師だった頃ころは図書委員会の外局顧問だったんだ。学校を飛び出したあとも、手に入れたお宝を買い取らせる相手だった。大図書館にはいくつか隠し部屋があって、親父は教室の活動拠点に一部屋を間借りしていた。俺も発掘品の取り引きに連れていってもらった時に一回だけいったことがある。そこならさすがの特高だって簡単に手出しできやしない」

「でも、それって昔のことでしょ。今も使えるわけ？」

「心配するな。図書委員会は親父にでかい借りがあるからな。俺の名前を出せばなんとかしてくれるはず――」

　そこまで言ってふらついたシグを、ルノアが咄とつ嗟さに支える。

「悪い」

「バカ、無理するな。その、なんだ、わたしを頼ってくれていいんだからな」

　彼女は視線を逸そらしながらぼそぼそと言った。照れ臭いらしく、唇を尖とがらせてわざとぶっきらぼうに振る舞っている。そんなルノアに、シグは軽く笑った。

「相棒を頼るのは、もっと大事な時までとっとくもんさ」

　ルノアからゆっくりと離れると、彼は戦闘服の上着を脱ぎ捨てた。要所を金属板で補強してある服が、重々しい音を立てる。

「先にいってろ」

「？」

　シグの言葉に、ルノアは怪け訝げんな表情を浮かべた。

「リラと先にいってろ」

「バカを言うな。ここまできてなにを」

「そうよ。言ったでしょ。あんたと離れるなんて、もういやなの」

「わたしだって――その、お前と一緒がいい」

「いいから先にいけ。すぐに追いつく」

　シグは頑かたくなだった。緊張感のある硬い声でそれだけを言い放つと、憮ぶ然ぜんとしているルノアを見つめ、それからほっそりとした腰に両手を当てているリラへと視線を移す。

　二人はシグの鋭い眼光に気け圧おされた。

　真剣な眼まな差ざしで、有無を言わせない断固たる迫力がある。

「……分かったわよ。でも、絶対にすぐにきなさいよね」

　渋々といった様子で、リラが言った。

　彼女はルノアの手を取って、さらに奥の水路へと足を向けた。

「シグ……」

　ルノアは後ろ髪を引かれる思いで振り返った。

　シグは軽く手を振ってから、一本の水路の向こう側に目を凝こらした。照明が設置されていない闇やみの中から、ゆっくりと誰だれかが歩いてくる。

「一人でくるなんざ、あんたらしくもない。だからこうして獲物を逃がされるんだぜ」

　全身の鈍痛がひどい。喋しやべるだけでじっとりと滲にじんでくる額ひたいの汗を拭ぬぐい、シグはそれでも不敵に笑った。

「レニ先生」

「色々と後始末が大変なのよ」

　暗い声とともに、水路から深緑の制服に身を包んだ女が姿を現す。いつもはシニヨンにしているブラウンの髪は解かれて、ウェーブのかかった髪が羽織ったコートに下りている。

　陰いん鬱うつな表情と濁にごった隻せき眼がんはいちだんと暗さを増しており、シグは寒気を感じた。

　彼女は緩慢な動作で小首を傾かしげ、にたりと笑った。

「私を足どめしたつもりなら、浅はかなことをしたものだわ。シグ、あなたは糸でもあるし、餌えさでもある。あなたの身柄さえ押さえることができれば、いくらだってやりようはあるのよ」

「へっ……俺おれだってそう易やす々やすとやられるつもりはないんだよ」

　シグは拳こぶしを握ると半身になって腰を落とした。痛みを無視して歯を食い縛る。

　レニ・ルクセンブルクの恐ろしいところは、特別高等分室を仕切っているところだ。ルクセンブルク・ネットワークによる情報力と、目的のためには手段を選ばない冷徹さ。大胆かつ冷静な状況判断力。それでも、一人の魔術士としては超一流というわけではない。現場を退いた今ならばよくて一流、恐らくは一流半。

　それがシグの見立てだった。

「この私も甘く見られたものだわ。かつては〈ルドルフ教室の双頭犬〉と、あのワルサー・ザウエルと並び称されたレニ・ルクセンブルクが」

　レニは表情一つ変えることなく、羽織っていたコートを脱ぎ捨てた。

「あなたのようなド三流の魔術士に、こうもなめられるとは堕おちたものね」

「ごたくはいいんだよ、レニ・ルクセンブルク。それはあんたが、太陽の下を堂々と歩いていた時代の昔話だろ」

　シグは手招きするようにして彼女を挑発した。

　実のところ、自分から仕掛けられるほどの力は残っていない。武器もない。レニから仕掛けさせて、カウンターを狙ねらうより他ほかに方法がないのだ。見たところ、彼女も丸腰だ。

「どうした、こいよ」

「お望みどおりにしてあげるわ」

　レニは真っ白な手袋をした手を握り締めた。

（かかった……！）

　そう思ったのも束の間、レニが〈タペストリー〉を幻視して編み変える気配を察知してぞっとする。こんな一押しすれば倒れそうな奴やつを相手に魔術を使うとは！

　一瞬で〈タペストリー〉が編み変えられた。

　レニは多くの魔術士がそうするように、編み変えた〈タペストリー〉のイメージを確固たるものにするため魔術の名前を叫んだ。

「〈灼しやく熱ねつの教きよう鞭べん〉」

　世界の設計図が書き換えられ、仮かり初そめの現実が顕けん現げんする。

　彼女の手に現れた炎の鞭むちが振るわれる。

　生き物のように蠢うごめき、空気を焦がしながらシグへと迫ってくる。

「くそっ、そうはうまくいかないか！」

　シグは鉛のように重たい身体からだをどうにか動かして、倒れ込むようにして炎の鞭をかわした。石造りの床に焼け焦げた痕あとがつく。

　炎の鞭がさらに躍る。

　シグは追い立てられるようにして床を転がった。

　すんでのところに次々と鞭が叩たたきつけられ、火の粉が舞った。

「そんなざまでよくもまあ、私にあんな口が利けたものだわ」

　レニの声は変わらず陰いん鬱うつで、それでもわずかながら喜悦のようなものが混まじっている。

（なんつう根暗ドＳ女！）

　転がりながらもうつ伏せになった瞬間に跳ね起きたシグは、体勢を立て直す間もなく足払いをかけられたようにして背中から床に倒れ込んだ。

「なっんだあ!?」

　見れば足首に炎の鞭が巻きついていた。

　鉄骨を仕込んであるブーツが焼け焦げるいやな臭においが鼻を突く。

「ほら、捕まえた」

　レニがぼそりとつぶやき、炎の鞭を手た繰ぐり寄せた。

　シグは釣り上げられた魚のようにして、物もの凄すごい勢いで床を引きずられた。じたばたともがくがレニの腕力はかなりのもので、抗あらがうことができない。

　一気にレニとの距離が近づく。

　深く暗い隻せき眼がんが彼を見下ろしていた。

　なんの躊ちゆう躇ちよもない強烈な蹴けりを腹部に喰くらう。

　鈍い打撃音。

「げっ……！」

　爪つま先さきがめり込み、シグは身体からだをくの字に曲げてのた打ち回った。

　さらに蹴りがくる。

「私を！　なめるなよ！　このくそガキが！」

　何発も。何発も。何発も。

　レニは髪を振り乱してシグを蹴たぐり回した。

　肉を打つ生々しい打撃音が、終わることなく続く。

　シグは身体を丸くしてただひたすら耐えていた。

　だが、意識がはっきりとしなくなる。

　視界が白くなり、そして今度は暗くなる。

　そんな中、胸倉を掴つかみ上げられたのが分かった。

「続きはルクセンブルク家の裏庭でしましょうか、シグ」

　耳元で甘く囁ささやかれる。



    

  
    
      



    

  
    
      「可愛かわいがってあげるわ。たっぷりとね」



　　　◆◇◆◇◆



「……っ」

　ぼんやりとしていた意識が徐々に戻ってくる。

　シグはうっすらと目を開き、焦点が定まるのをまった。

　薄暗く狭い部屋だった。夜は明けているらしく、鉄格子の嵌はめ込まれた小さな窓から弱々しい光が差し込んできている。部屋はなんの装飾もなく殺風景で、床や壁には掃除をしてもとれない赤黒い染みが飛び散るようにして付着していた。

（血の痕あとか……）

　意識を失う前の、レニの囁ささやきが蘇よみがえる。

　ここはルクセンブルク家の裏庭――つまりは公共安全委員会の庁舎なのだろう。恐らくは取調室だが、どう考えても合法的な取り調べをする場所ではなさそうだった。

　ようやく目の焦点が定まってくる。

　目の前には寂しげな木製の椅い子すがぽつんとあった。

　シグは自分がどのような状態にあるのかをようやく理解した。

　同じような木製の硬い椅子に座らされ、後ろ手に手錠をかけられている。さらには椅子の背もたれに腰をロープで括くくりつけられ、足首にも手錠がかけられていた。

　身体からだの痛みはなくなっている。あらゆる傷も、折れた骨も、完全に治ち癒ゆしていた。

「医療魔術にかけたのか」

　シグは無意識に声に出した。

　なぜそのようなことをしたのかを想像すると、背筋に冷たい汗が流れた。それでも彼は大きく深呼吸をして、精神状態をコントロールした。すぐにかっとなって冷静さを失うシグに、ワルサー・ザウエルが教えた精神制御の技術。

　それは昂たかぶった感情を抑え込むものでもあるし、恐怖を和らげるものでもある。こんなものがここにきて役に立つという事実に、シグは皮肉を感じずにはおれない。

　レニ・ルクセンブルクはこの部屋をずっと観察しているに違いなかった。シグが目覚めたこともすでに知っているはずだ。それでも部屋に姿を現さないのは、これから存分に痛めつけるために医療魔術を受けさせたのだという想像が、彼の精神をすり減らしていくのをまっているためだ。

　シグは眼前の椅子を見つめて、どこかで声を聞いているであろうレニに言った。

「こんな小細工はやめたらどうですか、レニ先生」

　目が据わり、皮肉げに笑う。

「俺おれは確かにド三流の魔術士だけどなあ、ワルサー・ザウエルからいやってほどに基礎を叩たたき込まれてるんだ。あんたが思ってるよりもずっとタフですよ」

　それでもまったく反応はなかった。彼の体内時計の感覚で一時間以上が経過し、ようやく取調室の扉が開かれた。音もなく深緑の制服を着た人影が入ってくる。

「随分とまたせるじゃないかよ」

「私も色々と忙しくてね。それに立場ってものもあるのよ、シグ」

　レニはゆっくりとシグに近づいていき、彼と向き合うようにして置いてあった椅い子すに腰を下ろした。小さなトランクを右手に提げていたが、それを足元に置いて肩をすくめる。

　彼女は携帯用のケースから吸い口をつくってある葉巻を取り出し、マッチでおもむろに火を灯ともした。濁にごった隻せき眼がんで刺すような視線を送り、シグの顔に紫煙を吐きかける。

「単刀直入にいきましょうか。二人をどこに逃がしたのか言いなさいな。そうすれば痛い目を見ないですむわよ？」

　すらりとした長い脚を組み、レニは世間話をするかのように気軽に言った。

　シグは怯ひるむことなく彼女を睨にらみつけた。

「そんな陳腐な脅おどしが利くと思ってるならお笑いだよ」

「別に思ってやしないわよ」

　なんの感情もない、冷たく擦り切れた声。

　レニは立ち上がるなり、握り締めた右みぎ拳こぶしの裏でシグの顔面を強したたかに殴りつけた。

　ごっ、という鈍い音。シグは拘こう束そくされている椅子ごと、派手な音を立てて床に転がった。小さくうめき、床に血が混まじった唾つばを吐く。口の中が血だらけだ。

「私の足元に跪ひざまずいて、泣いてお願いしてでも謳うたいたくなるわ。これからね」

　レニは床に転がるシグのすぐ側そばにしゃがんだ。

　咥くわえていた葉巻を手にして、シグの腕に押しつける。ぐりぐりと火を消すと、葉巻の匂においに肉が焦げる臭においが混じる。

「ぐっ……！」

　シグは声を殺して顔をしかめた。

　こんなものはまだ序の口だ。

「安心なさいな。殺しはしない。いつでも医療魔術で治してあげるわ」

　レニが腰の後ろからナイフを引き抜いた。

「私は優しいのよ。感謝することね」

　容赦なく太ふと腿ももに突き立てられる。

「あ――――っ!!」

　さすがに悲鳴を上げて、シグは歯を食い縛った。激痛が全身を駆け巡り、刺された傷が恐ろしく熱くなる。血の臭いが鼻び腔くうを突き、黒いズボンがぐっしょりと湿った。

　シグはナイフが刺さったままの太腿を見て、自分を見下ろしてくるレニへと視線を移した。シグの表情には媚こびもへつらいもない。心はまったく折れていない。

　レニは暗い笑みを浮かべると立ち上がり、持ってきたトランクを手にした。

「さあ、二人の居場所はどこかしら？」

「こんなことで、俺おれが謳うたうと思うかよ……」

　痛みを無視してシグは吐き捨てた。それでも声は震え、額ひたいにはいやな汗が滲にじんでいる。

「まあ、そうよねえ。これくらいであなたが謳うはずもない」

　くぐもった笑い声をもらし、レニはトランクを開け放った。

　口角を吊つり上げて、不気味な笑みを浮かべる。

「本番はこれからよ、シグ。何日だってつき合ってあげるわ」

　トランクの中には大小のペンチ、ノコギリ、ドライバー、ハサミ、さらには釘くぎや針金がきっちりと整理されて収納されていた。

　その光景に、シグはさすがにぞっとした。
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〈竜の箱庭〉の大図書館は地上三階の吹き抜け構造をもった、巨大な開架・閉架式図書館だ。壁一面には巨大な書架が何段にも並べられ、可動式の階段と梯はし子ごがいくつも見受けられる。閲えつ覧らんできる蔵書は開架・閉架部分を合わせて一〇〇万冊以上。さらに地下には閲覧禁止にされている希少な資料が厳重に保管されているという。

　実際、ルノアの棺ひつぎもここにあった。

〈竜の箱庭〉創設時から知の結晶を管理し、今も収集を続ける図書委員会は、公共安全委員会と並ぶ〈竜の箱庭〉の強力な委員会の一つである。

　ルノアとリラは地下水路を抜け出して、シグの言ったとおり大図書館に逃げ込んだ。彼の名前を出すと、館長は部屋を用意してくれた。一般人では立ち入ることができない閉架区画にある隠し部屋で、こういった部屋は他ほかにいくつもあるようだった。

「かつてはこの大図書館の管理権限を巡って、図書委員会と公安委員会は暗闘を繰り広げていたんですよお。公安の目を逃れられる場所が〈竜の箱庭〉の中に必要だったんですねえ。ここはその名残なんですよお」

　ルノアとリラを案内してくれた眼鏡めがねの司書はそう説明してくれた。だが、実際には今もそれは続いているのだろう。そうでなければこんな部屋は本来は無用の長物だ。

「もう、あのバカ。ホントに知らないんだから」

　きれいなシーツが敷かれたベッドにあぐらをかいて、リラは憮ぶ然ぜんとした表情で言った。その隣のベッドにはルノアが同じようにして座って今朝の朝刊に目を通している。

　夜が明けても、一日が経たっても、シグは姿を現さなかった。

　それがなにを意味しているのか、ルノアもリラもよく分かっている。

「シグはわたしにつながる糸口だ。連中も殺しはしないと思う」

「そんなことは分かってるっつーの。だからって、ここでずっとあいつをまってるわけにもいかないでしょ」

「無論だ」

　ここに隠れている分には、ある程度は安全なのだろう。二人で生活していくには問題ない広さだし、清潔な寝床もあるし、着替えも、三度の食事も、しっかりと用意してくれる。不自由はなにもない。

　だが、ルノアは金色の双そう眸ぼうに決然とした光を灯ともして静かに告げた。

「わたしは助けをまつだけのお姫様ではないからな」

「知ってる」

　リラが少しだけ笑った。

「あたしも、そうよ」

　二人はシグがこないことに不安を覚えて、ただ嘆き悲しむようなことはしなかった。そんなことをしている暇があったら、自分たちで行動してどうにかする。どちらが言い出したわけでもなく、自然と二人ともがそう思っていた。

「まずは情報が必要だ。シグがどこに捕とらえられているのか、確かめる必要がある」

　ルノアは読んでいた新聞を放ほうり出した。

　紙面には魔術士殺しのことも、公共安全委員会庁舎での騒動も、なにも記事になっていなかった。公共安全委員会による報道規制は完かん璧ぺきで、情報は完全に遮断されている。

「でもさ、あたしたちってよく考えると〈竜の箱庭〉になんの人脈もないのよねえ」

「む。それはそうなのだが」

「どうしたもんかしらねー」

　リラはベッドに寝転がって足を投げ出し、ごろごろと転がった。

　彼女の言うとおり、情報を収集するには人脈がなさすぎる。残る手段は金と暴力だが、前者は先立つものがなかったし、後者はあまりにも無謀だ。

　ルノアは眉み間けんに皺しわを寄せて難しい顔になった。数秒の間熟考し、平然と言ってのける。

「関係者を拉ら致ちして吐かせるしかないだろう」

「どこのテロリストよあんたは」

　リラは半眼になってじっとりとした視線を送った。

「そんなことしたら、すぐにあたしたちも捕まっちゃうじゃない」

　二人はそれなりに強力な魔術士だったが、シグのように訓練を受けたわけではない。魔術士同士の戦闘ならともかく、対象を視察、追尾し、拉致をして情報を引き出すなどかなり難しい。公安魔術士を相手にすれば、すぐに感づかれるだろう。

「だからといって引きこもっていても仕方ないだろう！」

「分かってるわよそんなこと！」

　リラが勢いよく身を起こした。

　具体的にやるべきことが見えてこないせいで、二人ともイライラしていた。

「大体、あの時にシグと一緒に残っておけばよかったのだ！」

「はあ？　なによそれ！　そういうあと出しじゃんけんみたいなこと言うわけ？　じゃああの時に言いなさいよ！」

「あのお、すいません。お取り込み中のところ」

　間延びした声が聞こえ、二人はぴたりと言葉をとめた。

　書架が可動することで現れる隠し扉を開き、司書が顔を出していた。彼女たちをこの部屋に案内してくれた司書で、どうやらお世話係に任命されているらしい。そばかすが残る垢あか抜ぬけない顔に、野暮ったい眼鏡めがねをかけている二〇代半ばの地味な女だ。とはいえ、〈竜の箱庭〉で訓練を受けた魔術士には変わりないが。

「お願いされていたものを用意しましたので持ってきましたあ」

　部屋に入ってきた司書は肩から銀色のケースを提げ、右手には細身の長剣を持っていた。ルノアとリラがここに逃げ込んできた時に頼んでおいたものだ。

「本当にこれだけでいいんですかあ。もっと色々と用意できますよお」

「いいのよ。どうせ使えやしないんだから」

　リラが銀色のケースを受け取り、ベッドの上で留め金を外した。中には自動式の狙そ撃げき銃じゆうが収められていた。奇妙な設計がなされており、銃じゆう把はと引き金よりも後方に弾倉や機関部が配置されている。

「なにこれ？」

「第七帝国の空兵隊制式の狙撃銃ですよお。ブルパップ式だから取り回し易いですし、命中精度もボルトアクション式の狙撃銃と変わりませんし。わたしのオススメですう」

「はあ。そうなの」

　胸を張る司書に、リラは気のない声を返した。

　彼女にしてみれば銃そのものの性能はどうでもいいのだが。心配なのは今までの構造と違う銃だと、それを媒ばい介かいに魔術を発動させるのに手間取るかもしれないということだった。かといって、小銃そのものを魔術で顕けん現げんさせるための〈タペストリー〉の編み変えも複雑で厄介なのだ。

　彼女は弾倉を装そう填てんしないまま、狙撃銃を構えて何度か空撃ちして感触を確かめた。

「外の様子はどうなっている？」

　ルノアはベッドから静かに降り立つと、司書から長剣を受け取った。

　すらりと抜剣する。細身の直刀。白はく刃じんは薄氷のように薄く鋭い。彼女の表情を鏡のように映し込んで、鈍い銀色に輝いている。

　司書はのんびりと答えた。

「特にいつもと変わらないですねえ。でも、公安の庁舎で騒ぎがあったことは噂うわさにはなっているみたいですう。記者が何名か拘こう束そくされたという話もありますしい」

「あくまでも水面下でことを進めるつもりのようだな」

　それはそれで好都合だ。正式な手続きを踏んでなにかしらの容疑で指名手配でもされたなら、街を出歩くこともできない。

「我々にできることなら協力するので言ってくださいねえ」

「ふん。いい当て馬というわけか」

「はい？」

　ルノアは長剣を鞘さやに納めると、小首を傾かしげている司書を睨にらんだ。

　こうまで協力的なのは、恐らくはルガー・ヘンケルスに借りがあるからだけではない。

　図書委員会としては是が非でもこの混乱に乗じて色々と仕掛けをしたいのだろう。そんな中でレニ・ルクセンブルクの特別高等分室の動きは気になって当然だ。ルノアたちを利用して連中の動きを探りたいというのが本音のはずだ。

「一度、外に出ようと思う。なにか服を用意してくれ」

　ルノアは遠慮なく司書に言った。

　お互いせいぜい利用して、利用されよう。

　まったく、この〈竜の箱庭〉という場所は魑ち魅み魍もう魎りようが蠢うごめく伏魔殿だ。
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「なんとも強情なことだわ」

　分厚い本や資料の束で散らかっている執務室に、レニの声が響いた。

　そのつぶやきはルッツが普段聞いているものよりも、いちだんと暗さを増していた。濁にごった隻せき眼がんに灯ともる光も陰惨で、まるで死人が生き返ったような雰囲気を漂わせている。

「僕に一体なんの用ですか、レニ先生」

　時刻はすでに日付が変わろうかという頃ころ合あいだった。

　シグたちが庁舎に突入してから一日以上が経過している。

　その間の騒ぎは相当なもので、公共安全委員会の非常連絡局は蜂はちの巣を突つついたような有様だった。報道規制のための根回しをするだけでかなりの労力が費やされた。さらにはまだ公表されてはいないが、この混乱で公共安全委員長であるエルンスト・ルクセンブルクが死亡している。

　ルッツもごたごたの後始末に駆り出され、ほとんど寝ていなかった。それがどうにか落ち着いて、ようやく仮眠が取れるかと思ったところにこの呼び出しだ。映画俳優のような端整な顔立ちにも、些いささか疲れが見て取れる。

「あなたに一つ頼みたいことがあってね」

「頼み、ですか」

　いい予感などするわけもなかったが、ルッツは表情一つ変えなかった。

　彼女が今までなにをしていたのかは想像する気にもなれないが、血に塗まみれた白い手袋がいやでも想像させる。あの血は、恐らくはシグのものに違いなかった。

（くそったれ）

　ルッツは胸中でうめき、怒りをどうにかして抑え込んだ。

　今にも眼前の女を怒鳴りつけたい衝動に駆られる。

「シグ・ヘンケルスを懐かい柔じゆうできるかしら？　なかなかしぶとくてね。わたしの尋問にも口を割りやしないのよ」

　レニはくつくつと声をもらし、薄ら寒い笑みを浮かべた。血ち塗まみれの手袋が物語っているように、それは尋問などという生なま易やさしいものではないはずだった。

「鞭むちの次は飴あめを与えてあげないとね」

「あいつはなにをしようと、こうと決めたら梃て子こでも動きませんよ」

「だからあなたに頼むのよ、ルッツ。うまく口車に乗せて聞き出しなさいな」

　レニが音もなく近づいてきて、耳元で囁ささやいてくる。

　本当に死人が話しているかのような冷たい吐息だった。

「このままだとシグは永遠の地獄を味わうことになるでしょうね。生あい憎にくと私は死なない加減を心得ていてね。お友達がそんな目に遭っていても、あなたは黙っていられるのかしら。それに――うっかりと加減を間違って死んでしまうかもしれない」

　それは嘘うそだ。絶対にシグを殺すことはしない。

　ルッツは頭ではそのことを理解していた。だが、シグはこれから毎日、医療魔術で回復させられては拷ごう問もんを受ける。それがどのようなものなのかは、思い浮かべるだけで反へ吐どが出る。

「知りたいことさえ分かれば、シグは解放するつもりよ。もちろん、この騒ぎの後始末がつくまで大人おとなしくはしてもらうけれどね。どうせなら、あなたの手でこれ以上痛い目に遭わないようにしてあげればどうかしら」

「使えるものはなんでも使う、ですか」

「ええ、そうよ。シグは今、医務室のベッドの上。うまく餌えさを撒まくことね」

「いやだと言ったらどうします」

「随分と薄情なことね、ルッツ。私は別に構いはしないわ。ただ――」

「ただ？」

「一帝の妹さんのことも心配でしょうに」

　それを聞いた瞬間、ルッツは心が冷え冷えとしてくるのを感じた。

　レニが口角を引ひき攣つらせるようにして、にたりと笑った。そのくせ隻せき眼がんはちっとも笑っていない。不気味で酷こく薄はくな笑みだった。

　ルッツはまったく表情を変えずに言った。

「僕もこれから、レニ先生のような人でなしになるんでしょうかね」

「そんな皮肉はね、拳こぶしを握らずに言いなさいな」

　無意識に握り締めた拳を戦慄わななかせていたことに気づき、ルッツは大きく息を吐いた。ゆっくりと拳を開き、レニに微笑を返す。

「やりますよ。僕に首輪をつけたのは、レニ先生ですからね」

「いい答えだわ」

　彼女は満足そうにうなずいた。

「世の中はね、誰だれが飼い主なのかを間違わなければ長生きできるものよ」

　心のどこかで彼女の言葉が正しいと思う自分がいやになる。

　もうなにも言わずに、ルッツは踵きびすを返してレニの執務室を出ていった。

　公安委員が根こそぎ駆り出された庁舎は、廃墟であるかのように人の気配がない。

　自分自身の重たい足音を聞きながら彼は階段に向かい、シャルロッテと鉢合わせした。〈竜の箱庭〉の制服姿の彼女は、強こわ張ばった表情で今にも泣き出しそうだった。

「シャルロッテ……」

　彼は疲れた笑みを浮かべた。

「……どうかしたのか？」

「シーくんの意識が戻りました」

　どうやら彼女は医務室にいっていたらしい。

「そうか。僕もこれからいくところだ」

「ルッツは、シーくんがどんな目に遭わされているか知ってますか――」

　シャルロッテの声は震えていて、今までルッツが聞いたことがないひんやりとしたものだった。冷たい怒りの声だった。

「わたしは許しません」

　いやな予感がして、ルッツは慌てて彼女の腕を掴つかんだ。

「早まるなよシャルロッテ。なにをする気だ」

「離してください！」

　力任せに腕を振り払われる。眼鏡めがねの奥にあるシャルロッテの双そう眸ぼうは、暗い炎がちろちろと燃えているようだった。それは怒りの炎。復ふく讐しゆうの炎だ。

「わたしはあの女を許しません」

「落ち着け。だからってレニ先生の部屋に殴り込むつもりか」

「なにを言ってるんですか、ルッツ。これが落ち着いていられますか。レニ・ルクセンブルクがシーくんになにをしたと思ってるんですか」

　そんなことは想像したくもないが、いやでも想像できる。あの女のその筋の技術が一級品だというのは、〈竜の箱庭〉の魔術士なら誰だれでも知っていることだった。あらゆる手段を使って生きながらにして苦痛を与える術を、彼女は身をもって学んでいる。

　ルッツは慎重に言葉を選んだ。

「さっきレニ先生と話をした。シグのことでね」

「シーくんのこと？」

「これから僕がシグと話す。うまくいけばこれ以上は痛い目は見ないですむ」

「そんなこと、本気で言ってるんですか」

　シャルロッテの目は据わっている。普段の彼女とはまるで別人だ。

「あの女の言うことを本気で信じてるんですか」

　ルッツはなにも答えなかった。彼とてレニの言葉を本気で信じているわけではない。彼女は利害関係によって昨日の敵とも簡単に握手をすることができる女だが、〈竜の箱庭〉そのものに反はん旗きを翻ひるがえしたシグを生かしておく義理はどこにもない。

　それでも、ルッツは諭すような口調で言った。

「君の言いたいことも分かる。けど、ここは僕に任せてくれないか。考えがないわけじゃない。シグは助ける。誰だれも傷つかない方法で、必ず」

「どいてください。わたしは怒ってるんです……！」

　シャルロッテが眼鏡めがねの奥の目をいちだんと鋭くし、腰のベルトに吊つるしている伸縮式の金かな鎚づちに手を伸ばした。

「おい。正気か、シャルロッテ……！」

「わたしはあの女を叩たたきのめします！」

　金鎚が引き抜かれ、振り下ろされた勢いで一メートルほどの長さになる。

　さすがにぎょっとして、ルッツは咄とつ嗟さに上着のポケットから文庫本を取り出した。

「レニ・ルクセンブルクに手を出したらただじゃすまないぞ！」

「承知の上です！」

　二人はほとんど同時に〈タペストリー〉を幻視し、編み変えた。

「〈鋼こう刃じん白はく書しよ〉！」

「〈魔女への鉄てつ槌つい〉！」

　ルッツの手にある文庫本のページが勢いよく捲めくれ上がり、一枚一枚が鋼はがねの強度となって空中を乱舞する。

　シャルロッテはそんなことなどお構いなしに、両手で柄を握った金鎚を横殴りに繰り出した。

　何枚もの金属板を殴ったような耳障りな音が響く。

　シャルロッテの一撃は数十枚の鋼鉄のページを薙なぎ払い、ぐしゃぐしゃにした。編み変えられた〈タペストリー〉を維持できなくなり、元の紙へと戻って床に落下する。

　それでもまだ無数のページがルッツの周囲を舞っていた。

（なんて威力だよ……！）

　シャルロッテは編成を組めば、前衛として敵側の防御を力任せにこじ開ける役割を担う。攻防一体の中衛として編成に組み込まれるルッツの魔術とは相性が悪かった。

　強固な鎧よろいを剥はぎ取られていく錯覚にぞっとしながらも、ルッツは乱舞する鋼鉄のページを両手の指に挟んで牽けん制せいのために投とう擲てきした。

　合計四枚。鋭い刃やいばがシャルロッテに襲おそいかかる。彼女の魔術は絶大な威力だが、一撃必殺の使い捨て。初手でしくじればあとはない。

　だが、シャルロッテは金鎚を巧みに操って、紙の刃を弾はじき飛ばした。

　鋼鉄がぶつかり合う音。火花が散る。

　弾かれた文庫本のページが廊下の壁や天井に深々と突き刺さった。

「落ち着けシャルロッテ！」

「わたしは落ち着いてます！」

　再び〈タペストリー〉が編み変えられる。

「〈魔女への鉄てつ槌つい〉！」

　大きな踏み込みとともに、上段に構えられた金かな鎚づちが振り下ろされた。

　再び数十枚のページを薙なぎ払い、勢い余って床に直撃する。

　直径一メートルほどの大きさで床が陥没した。次の瞬間、轟ごう音おんを立てて粉砕される。破片が飛び散り、三階の廊下が見える穴が開く。

　多くのページを失ったせいで、ルッツの魔術を維持していた〈タペストリー〉が崩壊する。乱舞していたページが床へと落下してすべてが一瞬で紙へと戻った。

　刹せつ那なだけ、二人の視線は交錯した。

「女の子を殴るのは趣味じゃないんだよ」

　ルッツは廊下にできた穴を飛び越えて、シャルロッテとの距離を詰めた。

　横よこ薙なぎに振るわれる金鎚をかいくぐり、身体からだを沈めて右足で足払いをかける。

　だが、彼女は軽く跳ぶとその一撃をかわし、反対にルッツの足をごついブーツで容赦なく踏みつけた。逆に逃げられなくなる。

「ちぃ……！」

　ルッツは舌打ちすると、続けざまに振るわれる金鎚を右腕で防御した。骨身に沁しみる鈍い衝撃。右腕が痺しびれて感覚がなくなる。魔術を使用していなくとも十分に強烈だが、うまく威力を殺したので骨に異常はなさそうだった。

　そのまま金鎚の柄を左手で鷲わし掴づかみにする。

　力任せに引っ張ってシャルロッテの体勢を崩し、ルッツは自由になった右足で強烈な前まえ蹴げりを放った。

「きゃっ……！」

　短い悲鳴を上げてシャルロッテが床に転がった。

　制服の帽子が飛んで、尖とがった獣耳が露あらわになる。

　それでも彼女は簡単に受け身を取って起き上がった。

「もうよせ！　これ以上やったら――」

　ルッツは奪い取った金鎚を投げ捨てて叫んだ。

　だが、もう遅い。騒ぎを知って庁舎に残っていた職員が集まってきていた。

　これではもう有う耶や無む耶やにはできそうにない。

「許せよ、シャルロッテ」

　小さくつぶやき、ルッツが鋭く踏み込んだ。

　左足を軸にして右回し蹴りを放つ。

　側頭部を狙ねらった一撃を、だがシャルロッテは両手でがっちりと掴んでみせた。

「なっ……！」

　ルッツが反応するよりも先に、ねじ切るようにして力任せに捻ひねられる。

　それでも彼は軸にしていた左足一本で跳び上がると、空中で無む理り矢や理りに身体を捻ってシャルロッテの手を振り解き、そのまま左足での後ろ回し蹴げりを喰くらわせた。

　痛々しい打撃音が廊下に響き、直撃を喰らったシャルロッテが弾はじけ飛ぶ。

　かけていた眼鏡めがねが外れて廊下を転がり、彼女は壁に背中を強したたかに打ちつけた。

　小さな悲鳴を上げて倒れ込む。

　シャルロッテの頭からは血が流れ出していた。

　ルッツは肩で息をしながら、捻ひねられた右みぎ膝ひざの痛みに顔をしかめた。

　こうでもしなければ、本気で関節を壊されていた。

「僕が格闘を苦手だと思って甘く見たな……」

　周囲を気にしながら、彼はあえて声を張り上げた。

「誰だれか！　特高のレニ・ルクセンブルクを呼んでくれ！」
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　医務室の天井は眩まぶしいくらいに白かった。

　シグは意識を取り戻し、自分の身体からだがなんともないことに薄ら寒い気持ちになった。

　掌てのひらに釘くぎを打ち込まれ、指の骨を一本一本へし折られ、拘こう束そくに使われている針金は暴れる度に身体に喰い込んだ。ペンチで歯を折られ、じわじわと寸刻みで身体を切り刻まれていく恐怖は、思い出すだけで気が狂いそうになる。

　それがどうだ。なにごともなかったかのように、元に戻っている。

（あの女、本物の化物だ）

　身体は健康でも、シグの精神は恐ろしいほどに疲ひ弊へいしていた。心をヤスリで徹底的に削り取られ、ざらざらとした恐怖がこびりついている。精神的な疲弊はやる方もやられる方も同じはずだ。だが、レニは顔色一つ変えなかった。

　また明日も同じことが繰り返されるだろう。明後日も、明々後日も、自分が謳うたうまで永遠に続く。果たして心折れずにいられるだろうか。

（情けねえ）

　シグは胸中で毒づいた。こんな程度で音を上げそうになるとは。

　身を起こそうとして、右手首に痛みが走る。見れば頑強な手錠が右腕をベッドのパイプにつないでいた。それに部屋の外にはこちらを監視している人の気配もある。

「用心深いこった……」

　うんざりとして、シグは頭を振った。

　だが、これで一日は時間を稼いだはずだ。

　ルノアとリラは無事に大図書館にたどり着けただろうか。

　あそこにいる限りは、さすがの特別高等分室も迂う闊かつに手出しなどできない。図書委員会はこの〈竜の箱庭〉で、公共安全委員会と激しく暗闘を繰り広げている委員会の一つだ。公安は情報の一元管理を大義名分に、大図書館の管理権限を。図書委員会は大図書館の警備のために編成した図書館警察の権限拡大を、それぞれ主張して譲らない。

　シグはベッドの上で片かた膝ひざを立て、どうにかしてここから抜け出す術を考えた。

　だが、数分もしないうちに人が入ってくる気配に顔を上げる。

「ルッツか……」

　顔を見せた友人に、シグは力のない笑みを浮かべた。

　暗い影のあるその表情を見たルッツは、一瞬だけ苦々しい顔になった。それでも彼は努めて平静に、

「随分な有様だね」

「まあな。そういうお前も、いつもの二枚目が台無しになってるぞ」

「君たちの騒ぎの後始末に駆り出されたからね」

「そいつは悪かったな」

　シグはようやく、いつものように皮肉げに笑った。

「レニ先生の差し金か？」

「ご明察。君を懐かい柔じゆうするように言われてる」

　ルッツは外の様子を気にする素振りを見せ、声を潜ひそめた。

　ほとんどシグの耳元で囁ささやくようにして続ける。

「けどね、僕はなにもレニ先生の本当の飼い犬に成り下がったわけじゃないさ。君を助ける。いや、君とあの二人を」

「おいおい。無理するなって。お前にはお前の、優先するべきことがあるだろ」

「ああ。けどね、言わなかったか、シグ。だからって友人を放ほうっておけるほど僕は薄情じゃないんだよ。それに、こんな目に遭う君を黙って見ていられるか」

「お前も大概、お人ひと好よしだよ」

　シグは微苦笑をもらした。

　ルッツ・シュタイフという男の、こういう義理堅さは信用していい。自分が置かれた立場を鑑かんがみながらも、ぎりぎりの線までうまく立ち回れる頭のよさもある。

　よくも悪くも、ルッツは己を知っているのだ。その上で自分の中で絶対に曲げないルールみたいなものを持っている。そのルールのためには労力を惜しまず、そして引き際も心得ている。

　シグが泥どろ臭くさくしぶとい男なら、ルッツはスマートで洗練されている男だった。

　彼のそういった部分を、シグは時折羨うらやましいと思っている。

「君が謳うたわなくても、レニ先生は次の手を考えてる」

「次の手？」

「こいつはまだ公になってはいないけど、昨日の騒ぎの最中にエルンスト・ルクセンブルクが死んだ」

「な……！　死んだ？」

　シグはさすがに目を見開いた。公共安全委員会の委員長であるエルンスト・ルクセンブルクは、〈竜の箱庭〉にあっては陰に陽に影響力を行使する実力者の一人だ。そして、自身も強力な魔術士でもある。

　そのエルンストが死ぬということは、〈竜の箱庭〉の政治力学が変わるということだ。

「原因はなんなんだ。あのルクセンブルク家の当主がそう簡単にくたばるもんなのか？」

「僕だって詳しくは知らないさ。だが、死んだことは間違いない」

「なら、公安は誰だれが動かしてる？」

「この事実は今のところは特高しか知らない。公安は実質、レニ先生が仕切ってる」

「そうかい」

　シグは口元を引ひき攣つらせた。

　これで公共安全委員会は表の刑事警察局も裏の非常連絡局も、実質的にレニが掌しよう握あくしたということになる。強大な権限があったとはいえ、特別高等分室は小さな組織だ。それが今や、公安全体を彼女の意のままに動かせるというわけだ。

「どの道、エルンスト・ルクセンブルクの死は遅かれ早かれ公にしなければならない。レニ先生なら、最も効果的な使い方をするはずだ。なんだと思う」

「もったいぶらずに言えよ、ルッツ」

　シグは睨にらむようにして先を促うながした。

「ルノアとリラの二人をエルンスト殺しで指名手配するだろう。そうしたら、一般市民からの目撃情報が入ってくる。いくらなんでも隠しきれないぞ」

　ルッツは静かだったが、断固とした口調だった。

　シグは沈黙した。確かに、そうなれば隠しきることは不可能かもしれない。あの二人のことだ。ずっと大図書館に閉じこもっているということもないだろう。外に出ているところを押さえられたら、万事休すだ。

「シグ、君には二人と一緒に〈竜の箱庭〉を出てもらう。それしか助かる方法はない」

「そいつは願ったり叶かなったりだけどな、一体どうやって――」

「そこは僕に任せろ。ベーリンガー副長がこっちに呼び戻されたからね。手はあると踏んでる。けど、少しばかり時間がかかると思う。それまでは二人の安全を確保しておく必要がある。それに君への尋問もやめさせないとな」

「……信用していいんだな」

　シグは値踏みするような視線をルッツに送った。

　彼はいささかも動じなかった。端整な顔は、眉まゆ一つ動かない。

「僕を信じろ」

　宝石のような碧へき眼がんでまっすぐにシグを見据え、ルッツは言った。

「二人は今、どこにいる」

　シグは深く息を吐いた。どちらにしても、自分たちだけでは近いうちに手詰まりになることに変わりはない。ルッツの碧眼を見返して、彼は告げた。

「大図書館だ」



　　　◆◇◆◇◆



　簡素なパイプ椅い子すに座ったエリーゼは、一いつ睡すいもせずにただ震えていた。組んだ手が小刻みに震えて、ガチガチと鳴る歯が噛かみ締めてもとまらない。氷の彫像のようだった怜れい悧りな美び貌ぼうは、今は恐怖に引ひき攣つっていた。

「ヒューゴ……」

　消え入りそうな声で彼の名前を呼ぶのは、もう何度目だろうか。祈るようにして目を閉じ、彼女は頭こうべを垂れて組んでいる手に額ひたいをぴたりとつけた。

　銀の毒は仄ほの暗ぐらき人じん狼ろうの民と呼ばれ、驚異的な身体能力や回復力を持つスバールスバール人への有効な対抗手段の一つだ。狼ろう狂きよう病びようの後遺症によって彼らと同じ肉体になってしまったヒューゴ・ザスにとっても、それは同じだった。

「ようやく、あなたとわたくしの舞踏会がはじまりましたのよ」

　エリーゼは右手の親指の爪つめを無意識に噛んだ。

　ここは〈竜の箱庭〉に潜伏するために手配した旧市街の宿だ。満足な治療など望むべくもない。彼を失うかもしれないと考えた時、その恐怖は耐え難いものがあった。

　極東の地獄。灼しやく熱ねつの砂漠で彼が彷徨さまよい、エリーゼ・ヴァレンシュタインの棺ひつぎを見つけ出したその時から、もう何年が経たったのだろう。それが偶然だったにせよ、運命だったにせよ、二人は手に手を取ってどん底からここまで這はい上がってきた。

　命からがら砂漠から脱出し、ヒューゴのいた外人部隊を第七帝国への体面を保つためだけに使い捨てにした第三帝国空軍陸戦隊に舞い戻った。暴力と情報による脅迫と密告、金による買収、利害の一致による取り引き――あらゆる手段を使ってヒューゴとエリーゼは魔術教導機関〈狼おおかみの営巣〉をつくった。

　彼は元の身体からだに戻るために。

　彼女は舞踏会の勝者になるために。

　じっくりと腰を据えて基盤を固め、〈党〉ですら利用するために接触した。

　二人して何度も死線をくぐり抜け、危ない橋を渡り、いつの間にかエリーゼは彼のために働くことに充足感を覚えていた。舞踏会の勝者になることすら、今やヒューゴのためだと思っている。彼は本当は優しくて、まっすぐで、こんなことをしていてはいけない類たぐいの男なのだ。

　元の身体に戻ったなら、すべてを忘れて人生をやり直してほしい。

　その時には、隣にエリーゼ・ヴァレンシュタインがいることを許してほしい。

「ヒューゴ……あなたがいなくなったなら、わたくしはどうすればいいのかしら」

　彼女は力なく自じ嘲ちようした。

　新しいパートナーを見つける気になどなるわけがない。一人で孤独に生きていくのだろうか。舞踏会の勝者になることなど、ヒューゴがいなければなんの意味もない。

　彼女は再び爪つめを噛かんだ。

　もう何度も繰り返しているせいで、きれいだった爪はボロボロになっている。

　しばらく爪を噛んでいると、木製のドアが軋きしむ音が室内に響いた。

　白衣の裾すそを引きずって、メルセデスが姿を現す。

「やれやれじゃ。儂わしがいたことに感謝するがいいわ」

　今ではほとんど使われなくなった古い話し言葉。自らの身体からだすら自動人形化して数百年を生きている錬金魔術士は、幼い顔に似合わない不敵な笑みを浮かべた。

　エリーゼは椅い子すから立ち上がり、彼女に詰め寄った。

「どうなんですの、容態は!?」

「安心せい。銀毒の中和には成功した。狼ろう狂きよう病びようで人じん狼ろうになってはおるが、あやつは元々は人間じゃ。純粋な人狼よりは抵抗性があったようでの。それが幸いした」

　その言葉を聞くか聞かないかのうちに、彼女はメルセデスを突き飛ばして隣の部屋へと駆け込んでいた。得体の知れない器具や薬品、何本もの注射器が机の上に置かれており、ベッドにはヒューゴが寝かされていた。

「ヒューゴ！」

　エリーゼは悲鳴じみた声を上げた。

「そんな声を出さなくたってな、聞こえてるぜ、エリーゼ」

　掠かすれた声をもらし、ヒューゴが身を起こした。身体の感覚を確かめるようにして拳こぶしを握り、ゆっくりと開く。処置のために服を脱がされたらしく、筋骨隆々の上半身が露あらわになっている。シグ・ヘンケルスとの戦闘で負った傷はすべて癒いえており、あとは見えない銀毒の影響がどれくらい残っているかだ。

　エリーゼはなにか言うよりも先に身体が動いた。

　ベッドのヒューゴに抱きつき、その胸に顔を埋める。

「心配……しましたのよ……ヒューゴ」

　今まで恐怖と緊張で張り詰めていた心が解ほぐれていく。そのせいなのか、今さらながら涙が溢あふれてきたことに彼女は自分でも驚いた。〈狼おおかみの営巣〉のエリーゼ・ヴァレンシュタインが、〈串くし刺ざし令嬢〉とまで呼ばれた自分が泣くなんて。

「おいおい。泣くなよ、エリーゼ」

「泣いてなんていませんわよ……」

　それでも涙はとまらずに、エリーゼはしばらく肩を震わせていた。

　ヒューゴはそんな彼女の頭を軽く撫なでながら、

「あのガキがよくもまあやってくれたもんだがな。俺おれがそう簡単にくたばるかよ。ようやく運が巡ってきたんだぜ」

「ええ。そうですわね。ようやく――」

　エリーゼは顔を上げると、両目の涙を細い指で拭ぬぐった。

　二人が出会った砂漠から長い長い雌し伏ふくの時をすごして、ようやくここまでたどり着いた。今やエリーゼは〈血ち塗まみれの竜王女〉の一人を喰くって、七分の二の竜王女になった。

　そして、この〈竜の箱庭〉にはまだ〈血塗れの竜王女〉がいるのだ。

「〈狼おおかみの営巣〉も〈党〉も俺おれには関係ねえ。俺にはお前だけなんだぜ、エリーゼ。俺と一緒に踊ってくれるか、地獄の底までな」

　エリーゼはくすりと笑うと、上着のポケットに入れていた棒つきの飴あめを取り出した。丁寧に包み紙を外して、ヒューゴに向けてそっと差し出す。

　彼女はようやく、いつものように優雅に微笑ほほえんだ。

「ええ。喜んで」



    

  
    
      



    

  
    
      
第七章



　会議室の壁にかけられた時計は午前二時を回っていた。吐き出された煙草たばこの煙と重苦しい空気が狭い部屋を支配している。ルッツは堪たまらずに、どぎつい色のコーヒーが注がれた紙コップを手にした。

「大図書館とは考えたものだわ」

　咥くわえていた葉巻を灰皿に擦こすりつけて、レニは濁にごった隻せき眼がんでルッツを見据えた。

　窓もない狭苦しい部屋だ。あるのは机が一つと黒板が一つ。それだけだった。上座にはレニが座り、ルッツは彼女と向かい合うようにして直立していた。

「それにしても、よくもまあ聞き出せたものねえ」

「僕は口車はうまい方なんですよ」

　ルッツは紙コップのコーヒーを胃に流し込んだ。

　安っぽい苦味が口の中に広がり、わずかに顔をしかめる。

「それとも信じられませんか。自分の手で聞き出さないと」

　レニの真新しい白い手袋に視線をやり、ルッツはうめいた。

「勘違いしないでほしいわね。私は別に、拷ごう問もんが好きなわけではないのよ」

（ご冗談を）

　胸中で苦笑して、空になった紙コップを机上にそっと置く。

　レニにこの情報をもらすまではいい。問題はここからだ。〈鳴かない雌めす犬いぬ〉と呼ばれる筋金入りの公安魔術士相手に、果たしてうまく立ち回れるだろうか。ルノアとリラの二人を助け、シグと再会させる。そして、この〈竜の箱庭〉から逃がしてやる。そんなことができるのだろうか。

（勝負はここからだ）

　ルッツは悟られないように拳こぶしを握った。

　大図書館となればレニといえども簡単には手出しできないはずだ。強引に介入するにしても、事後を穏便にすますために執行部への根回しがいる。

　その執行部はこの時刻はもう機能していないため、朝一番から動きはじめたとして介入までには丸一日はかかる。それがルッツの読みだった。

「シグ・ヘンケルスの父親、ルガー・ヘンケルスは〈竜の箱庭〉の講師時代は図書委員会の外局顧問でしたからな。顔が利くのかもしれませんな」

　そう言ったのは特別高等分室の副長であるベーリンガーだった。ちょうどルッツとレニの中間辺りに座っている。ルノアに殴られた顔の傷が痛々しく、いつもの眼鏡めがねが壊れてしまったので今は予備の眼鏡をかけていた。偏へん屈くつな事務屋然としたその容よう貌ぼうは、会議室にはよく似合っている。

「それだけではないでしょうけどね。この〈竜の箱庭〉の魔術士が利益なくして動くと思うか、副長」

「いいえ。これを機会に我々を牽けん制せいするつもりかと」

「そうね。だが、我々とて同じことだ。連中は自ら、公安が介入する口実をつくったぞ」

　レニが酷こく薄はくな薄ら笑いを浮かべ、新しい葉巻に火を灯ともした。

「副長、準備しろ。大図書館に介入するぞ」

「な……！」

　ルッツは表情を強こわ張ばらせた。いくらなんでも早すぎる。

「まってください、レニ先生。そんなことをしたら図書委員会と全面戦争になりますよ。執行部に根回しをしてからでも――」

「黙りなさいな、ルッツ。一体、誰だれに意見をしているつもりだ」

　暗く重たい声にぴしゃりと遮られ、彼は口を噤つぐんだ。

　その声には何なん人ぴとにも有無を言わさない迫力があった。

「執行部が動き出す前にかたをつけておきたい。どれくらい必要だ」

「三時間いただければ」

　レニの問いにベーリンガーは淡々と答えた。まるで書類に判を捺おす作業を頼まれただけであるかのように、こともなげに言ってみせる。

　ルッツは時計を見た。

　午前二時一五分。

「なら、介入は〇まる五ご○まる○まる時とする」

「落としどころはいかがしますか」

「エルンスト・ルクセンブルクを殺した被疑者の身柄を、公安と図書警が協力して確保したという脚本が望ましい。それも、大図書館の中でね。ここを握っておけば執行部へは事後承諾をごり押しできるでしょ。図書委員長には私がこれから話をつける」

「承知しました。公安のお偉方には私がその線で話をつけます」

　ベーリンガーが音もなく立ち上がる。

「犠牲者は？」

「公安も図書警も、ほどほどに出るのがいいわ。なにせ相手はエルンスト・ルクセンブルク公共安全委員長を殺した凶悪なテロリストだぞ？」

　レニは平然と言い放った。

「特権による指揮権を発動しろ。編成は任せるわ」

「では、介入の人員は総務課を使います。よろしいですね」

　非常連絡局の公安部公安総務課は、総務課とは名ばかりで必要に応じて各課の増援に駆り出される遊軍部隊だ。その実力は折り紙つきで、全員が魔術士によって編成されている係もあるという。

　淡々と事務的に交わされる二人の会話に、ルッツは内心で舌打ちした。

（なんてことだ……読みが甘かったか）

　図書館警察の権限を拡大したい図書委員会は、この条件を恐らくは呑のむだろう。公共安全委員会の〈竜の箱庭〉都市での警察権という牙が城じようを崩すことにつながる協力捜査という既成事実が手に入るからだ。

　一方で公安も、図書委員会が聖域化して情報を一切外に出さない大図書館で活動した既成事実が手に入る。委員会同士の利権争いを前に進める橋きよう頭とう堡ほを築くという意味では、お互いに悪くない取り引きだ。当事者同士で丸く収まれば、執行部はなんとでもなる。

　レニは大きく紫煙を吐き出した。

「ルッツ、あなたは副長といきなさいな」

「……はい」

　背筋を伸ばし、ルッツはそれだけを応こたえた。

　介入までは約三時間。これでは抜け出してルノアとリラを逃がすことはできないだろう。介入の際にうまく出し抜くしかない。それまでに、段取りだけはつけておかなければ。

　ベーリンガーに続いて部屋を出たルッツは、拳こぶしを壁に叩たたきつけようとして、ぐっと堪こらえて歯は軋ぎしりした。



　　　◆◇◆◇◆



「こ、こ、こんな服で外を出歩けるか！」

　司書――今さらだが彼女の名前はエマというらしい――が用意した服を着たルノアは、頬ほおを赤くして彼女に詰め寄った。

「こんな服を用意するとは、お前は一体どんな了見だ」

「そ、そんなこと言われましてもお。普段着ていないようなものがいいと思ったのでえ」

「ええい。そのイライラする喋しやべり方もなんとかならないのか」

「ええ……!?　それこそ、そんなこと言われましてもお」

「大体、こんな服。し、下着が見えそうではないか！」

　ルノアは改めて自分の格好を見下ろし、鋭い眼光になった。

　彼女の言葉のとおり、スカートの丈が恐ろしく短かった。少し動いただけで、本当に下着が見えそうだ。その上、踝くるぶしまでしかない靴下のせいで生脚全開だった。しかも普段は地味な服しか着ないのに、上着と合わせて妙に明るくてかわいい。

「よくお似合いですよお」

「殺す！」

「ぐえ。苦しいですう……」

　ルノアは涙目になってエマの首をぐいぐいと絞め上げた。

「や、やめてくださいい。暴力反対ですよお……」

「うるさい！　お前、内心はバカにしてるだろ。この地味子め」

「ひ、ひどいですう」

「まあまあ。落ち着きなさいって」

　見かねたリラが二人を仲裁する。エマの首を絞め上げているルノアの手をどうにかして外し、諭すようにして続ける。

「あんた〈海うみ猫ねこ亭てい〉で働いてる時はフリフリの格好してるじゃない」

「バカか。あの時の私は死んだ魚のような目になっているだろう！」

「いやー、結構ノリノリでしょ、実は」

「そんなわけあるか！　不本意だ！」

　ルノアは力の限り叫んだ。

　リラはそんな彼女をしげしげと観察し、

「案外似合ってるわよ。かわいい、かわいい。ホントに……ぷっ」

　堪こらえきれずに噴き出した。

「お前という奴やつは！　他ひ人と事ごとだと思って！」

「だって、あんたが、そんな格好……くっ」

「笑うな！」

　けたけたと笑うリラはすらりとした黒いパンツスタイルで、モデルのような出来栄えだった。シャツには棒タイを結んで、きりりとしている。実に女の子にモテそうだ。

「ごめんごめん。でも、だって……」

　リラは笑いを堪えてしゃがみ込むと、それでもくつくつと笑っていた。

　だが、一瞬後、パンツのボタンが弾はじけ飛んだ。

　時間が停止したかのように、リラがぴたりと動きをとめた。

　床に落ちたボタンが、けほけほと咳せき込こんでいたエマの足元まで転がっていく。

「な……！」

　リラは愕がく然ぜんとした表情を浮かべて立ち上がった。

　自分の腰回りを見下ろし、両手を戦慄わななかせて悲鳴を上げる。

「なんじゃこりゃあ！」

「ボタン、ですねえ」

　足元に転がってきたボタンを拾い上げて、エマはのほほんと小首を傾かしげた。

「んなこたあ分かってるわよ！」

「ちゃんとわたしは言われたサイズをお……あ、ひょっとして太られましたあ？」

「殺す！」

「ぐえ。苦しいですう……」

　リラは涙目になってエマの首をぐいぐいと絞め上げた。

「や、やめてくださいい。暴力反対ですよお……」

「うるさい！　あんた、内心はバカにしてるでしょ。このガリガリ眼鏡めがね女が」

「ひ、ひどいですう」

「まあまあ。落ち着け」

　見かねたルノアが二人を仲裁する。エマの首を絞め上げているリラの手をどうにかして外し、諭すようにして続ける。

「太ってしまったものは仕方ないではないか」

「バッカじゃないの！　太ってないわよ！　あたしのどこが太ってるっていうのよ！」

「ふむ」

　ルノアは顎あごに手を当てると考え込むような素振りを見せ、至極真面目まじめに言った。

「腰回り？」

「冷静に言うな！」

「そうは言われても事実は事実。太ってる上に、貧乳……ぷっ」

「こらあ！」

　リラは細い眉まゆを吊つり上げて鬼の形相になった。

「あ・ん・た、は！　言ってはならんことを言ったわね！　ちょっと胸があるからっていい気になってんじゃねーわよ！」

「な、ないよりあった方がいいではないか！」

　ルノアはほとんど開き直って胸を反らした。

　服の上からでもかたちのいい二つの膨らみがよく分かる。

「ぐ……」

　リラは思わずあとずさり、だが腰に両手を当ててそれ以上は一歩も退ひかなかった。太ったといってもあくまでも彼女の基準なのであり、腰は今でもほっそりとしてくびれがあり、すらりとした長い脚は美しい。

　リラは半眼になってルノアの爪つま先さきから頭の先までをじろじろと睨にらむと、自信満々に宣言した。

「でも、全体的にはあたしが勝ってる」

「む……」

　ルノアも半眼になってリラを睨んだ。

「そ、それに。シグは別に、胸が大きい女が好きなわけじゃないんだから……！」

「それを言ったら、貧乳が好きなわけでもないだろう……！」

「また貧乳って言ったわね！　別に胸がなくたってねえ、その……色々としてあげられるんだからね！」

　リラが顔を赤くして思いきり叫んだ。完全に勢いに任せて叫んでしまったので、それに気づいてからますます顔を赤くする。

　なぜだかルノアも赤面していた。

「い、色々……？」

「……そうよ。色々よ。あんたには分かるまい」

　リラはまだ顔を赤くしたまま、ルノアから視線を逸そらして憮ぶ然ぜんとして言った。

　二人はしばらくぎりぎりと歯は軋ぎしりして睨み合っていたが、

「あいつがいないのに、こんなこと言ってても仕方ないわよね」

　リラがもらした一言で糸が切れたように勢いがなくなる。

　ルノアもリラも、本当は不安だった。シグと別れてから二日間、ろくに眠れていない。なにかしてないとどうにかなってしまいそうだった。そのくせこの〈竜の箱庭〉でなにをすればいいのか分からずに、なにもできない自分がいる。

　それが腹立たしくもあり、情けなかった。

「とにかく朝になったら一度外に出てみよう。なにか分かるかもしれないからな」

「そうね……」

　硬い表情のルノアに、リラは小さく笑った。

「あんたがいてくれてよかった。あたし一人だったら、どうなってるか分かんないもの」

「それはお互い様だ。わたしだって、そんなに強くない」

　ルノアはベッドに腰掛けると、微苦笑をもらした。

「自分がこんな女だとは思ってもみなかった」

「それってあいつのせいでしょ」

「うん。そう……」

　ルノアが素直に答えると、リラは頭をくしゃくしゃとやって嘆たん息そくした。

「ったく、あのバカ。あたしたち泣かしたらお仕置きなんだから」

「じゃあその時は“〝お座り”〟させてやる」

「あたしは“〝伏せ”〟させてやるわ。でもって、鞭むちでしばいてやる」

　彼女たちは顔を見合わせてくすりと笑った。

　そんな二人を見たエマが、のんびりとした声で言った。

「ドＳですう……真性のドＳがここに二人も」

『なんだとお！』

「ひぃ……！」

　二人に射殺すような視線を向けられて、エマは間の抜けた悲鳴を上げた。



　　　◆◇◆◇◆



　ベーリンガーの仕切りは完かん璧ぺきだった。副委員長、非常連絡局長、公安部長、公安部審議官、公安部参事官、公安総務課長、公安総務課理事官、公安総務課管理官――そういった関係者すべてに特別高等分室の介入特権と脅おどし賺すかしで話を通して公安総務課の第九係を引っ張り出した。

　公安総務課第九係といえば強行突入時の方陣魔術を専門にしている連中で、公安が水面下で事件化した事案が穏便にすまずに厄介なことになった際に投入される戦争屋だ。

（まったく、物騒な連中を持ち出してくれたもんだよ）

　学校支給の戦闘服を着込んだルッツは、左手首の時計を見ながら胸中でうめいた。

　時刻は午前四時五〇分。あと一〇分で介入がはじまる。ベーリンガーは本当に三時間もかからずに準備万端整えて、レニが図書委員長と話をつけるのをまっている。

「ほどほどの犠牲者か。胸くそ悪い話だよ」

　介入によって大図書館に現在いる図書委員会の委員は死ぬことになるだろう。ルノアやリラが抵抗すれば、第九係にもある程度の犠牲者は出る。これでおあいこだ。

　あとは公安と図書館警察の協力捜査という発表をするだけ。手を汚すのは公安で、図書委員会は生いけ贄にえを差し出す。以後の流れによっては、一方的に公安に泥を被かぶせることもできる。そういう取り引きが行われるはずだ。

　ルッツはトイレにいくふりをして、ようやくベーリンガーの目から離れた。自分もレニから信用されているわけではない。だからこうして最前線で副長に張りつかれている。

（〈竜の箱庭〉の魔術士に信用なんてものはありはしないか……介入の直前ならなにができるわけでもないと思ったかい）

　ルッツは公衆電話の受話器を左肩と頬ほおで挟むと、一〇マルス硬貨を入れて暗記していた番号に電話をかけた。それは国際郵便会社〈百ゆ合り鴎かもめ〉の支店の番号で、こんな時刻であるにもかかわらず担当者がすぐに出た。

「すいません。今から言う住所まで集荷をお願いしたいんですが。部屋には誰だれもいないので、ええ、郵便受けに手紙があります。それです。ああ、すいません。〈竜の箱庭〉ルクセンブルク教室のルッツ・シュタイフです。ええ、着払いでお願いします。届け先は――」

　ルッツは手短に必要な住所を伝えた。

　電話を切る。時刻は午前四時五二分。

　そのまま急いでベーリンガーの元へと戻る。

「緊張感のないことだ」

「余裕があると思ってもらって結構ですよ」

　澄ました顔で、ルッツは言った。

「ものは言いようだな」

　戦闘服の上からコートを羽織っているベーリンガーは鼻で笑うと、感情の窺うかがい知れない表情で〈竜の箱庭〉が誇る大図書館を見上げていた。大理石造りのその威容はほとんど宮殿のようで、見る者を圧倒してくる。

　すぐ側そばにはベーリンガーと同じような格好をした第九係の魔術士たちが四人、無駄口を叩たたくこともなく控えていた。方陣魔術用のカルテット編成。いずれも街のどこにでもいそうな無個性な連中だった。そのくせ、どこにもいない幽霊のような雰囲気がある。

　夜空が白々と明けはじめる中、ベーリンガーは続けた。

「室長が話をつけたそうだ。予定通り〇まる五ご〇まる〇まる時に介入する」

「段取りはどうします」

「九係が戦端を開き、以後はデュオ編成で突入する。君は私とだ。それだけのことだよ」

　ベーリンガーがゆっくりと歩き出したので、ルッツもそれに続いた。大図書館の正面へと続く長い階段を上っていく。

「大図書館をぶち壊すつもりですか」

「まさか。さすがの私でもそんな大それたことはせんよ。貴重な資料が山のように眠っているからな。ただ、派手な演出は必要だろう」

　階段を上りきると、ますますもって大図書館の威容が迫ってきた。開架区画と閉架区画からなる、地上三階、地下一階の巨大建造物。外壁には細微な彫刻による装飾が施され、この建物そのものに歴史的価値がある。

　入口となる重厚な扉の前には『閉館』と記された立て看板が設置されており、図書館警察の警備員が二人並んでいた。自動小銃を肩から提げているが、空気はまったく張り詰めていない。

「すいませんね。開館は朝の九時から……」

　事務的な言葉の途中で、警備員はこちらが戦闘服姿であることに気づいた。

「あんたら、一体――」

　ベーリンガーは躊ちゆう躇ちよなく自動拳けん銃じゆうを抜き放ち、呆あつ気けに取られている警備員に向けて発砲した。二発。頭と胸を的確に捉とらえる。

　貫通した弾丸が赤い尾を引き、血と頭の中身をぶち撒まけてその警備員が崩れ落ちた。

　すかさずもう一人に二発。

　それだけだった。沈着で、なにも無駄のない動きだった。ベーリンガーには興奮した様子も憐あわれむ様子もなかった。ただ淡々と仕事をこなしている事務屋がいるだけだった。

　ルッツはさすがにぞっとした。

　人をここまで機械的に殺すことができるものかと思った。

「時間だな。ルッツ、離れていることだ。危険だぞ」

　ベーリンガーは腕時計で時刻を確認すると、自分も距離を取りながら第九係の魔術士たちに目配せした。

「あまりやりすぎるなよ」

　ルッツは四人の魔術士が一斉に〈タペストリー〉を幻視した気配を感じた。

　一人ひとりは意味を成さない編み変えが、お互いがつながり合うことで意味のある編み変えとなって世界に仮かり初そめの現実を顕けん現げんさせる。

　シグとルノアのように、お互いの編み変えを共有するような同期幻視ではない。四人が同期することではじめて成立する大規模な魔術。

　四人が編み変えた〈タペストリー〉によって世界を書き換えるイメージを確固たるものにするため、編成を仕切っている男が右手を翳かざして魔術の名前をつぶやいた。

「〈光の魔剣よ〉」

　瞬間、白い光の奔ほん流りゆうが膨れ上がって周囲が真昼のように明るくなった。

（なあ!?）

　ルッツは目を見開いて、胸中で絶句した。

　凄すさまじい熱量を持った光の帯が一直線に大図書館の扉に向かった。

　空気が焦げ、大理石の石畳が溶解する。

　耳をつんざく爆音。

　警備員の死体は一瞬で黒焦げになり、爆砕された扉が粉々になって散乱した。周囲の石壁すら破壊した光の剣は、大図書館の内部までをも蹂じゆう躙りんしてようやく収束する。

　周囲が薄暗い闇やみに戻っても、魔術の余熱は未いまだに残っていた。

「よし、いけ」

　そんな中、ベーリンガーが淡々と指示を飛ばす。

　第九係の四人の魔術士は、二人一組のデュオ編成で大図書館の中に踏み込んでいった。

「我々もいくぞ、ルッツ」

「あんたは、なんてことを……！」

　ルッツは平然としているベーリンガーに詰め寄った。大図書館に保管されているどれくらいの書物が消失したのか、想像もつかない。胸倉を掴つかみ上げてやろうかと思ったが、理性がそれを抑え込んだ。

　そんな彼に、ベーリンガーはやはり平然と言った。

「気にする必要はない。閲えつ覧らん不可指定の代物以外は、大したものなどありはせんさ。それにな、本当に大切なものは隠し持っているものだ。人目に触れないように、ひっそりとな」
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　椅い子すに座ったまま長剣を抱いてうつらうつらしはじめた時、その衝撃はきた。大図書館全体が大きく揺れ、部屋の机に置いてあったガラスのコップが転がり落ちて砕け散った。

「なんだ……！」

　ルノアはすぐさま跳び起きた。

「リラ！　起きろ！」

「……起きてる」

　ベッドからむくりと身を起こしたリラが小さな声で応こたえる。彼女も眠りにつきかけた頃ころ合あいだったのだろう。目が据わっている。

「なんなのよ、一体？」

「分からないが、いい予感はしない」

　ルノアはそこまで言って、未だにエマが用意してくれた服を着たままだったことに舌打ちした。今から着替えている余裕もない。なんという辱はずかしめだ。

　彼女はとりあえず今は服装のことは頭から閉め出して、長剣をすらりと抜剣した。

　まっすぐに伸びた銀色の両刃が照明に鈍く輝く。

「仕掛けで遅れを取るのは情報力を持たない者の宿命だな」

「ここは安全って話じゃなかったわけ」

「さあな。だが、あれこれ言っても仕方ないだろう」

「ったく、もう！」

　リラは頭をくしゃくしゃやると、一度だけ大きく嘆たん息そくした。

　ベッドから勢いよく飛び下り、床に置いていた銀色のケースから真新しい狙そ撃げき銃じゆうを取り出す。六発入りの弾倉を装そう填てんし、初弾を薬室に送り込んだ。続けて予備の弾倉をベルトに捻じ込む。

　閉架区画の書架の後ろに隠されているはずのドアが勢いよく開き、ルノアは相手も見ずに床を蹴けった。

　刃やいばが弧こを描き、宙を疾しつ駆くする。

「ひぃ……！」

　聞き覚えのある悲鳴が上がり、飛び込んできた相手の首筋ぎりぎりで、ルノアはぴたりと刃をとめた。

「なんだお前か」

「なにを冷静に言ってるんですかあ！　殺されるところだったですよお！　謝ってくださいい！」

「なにが起きている？」

「あっさり無視です!?」

　エマは司書の格好ではなく、図書館警察の武装司書に支給される黒い制服姿だった。

　図書委員会の紋章がついている赤いベレー帽と、外側に二本の太い赤線が入っているズボンが特徴で、この制服を着られる魔術士は〈竜の箱庭〉でもそう多くない。

　彼女はずり落ちてきた野暮ったい眼鏡めがねを押し上げながら、今までで一番早口ではないかと思えるほどにまくし立てた。

「方陣魔術で入口をぶち破られましたあ！　もう開架区画は無む茶ちや苦く茶ちやですよお！」

「公安の仕業？」

　リラの問いに、エマがこくこくとうなずく。

「恐らく間違いないですよお。閉架区画は完全封鎖してますけどお、入ってこられるのは時間の問題ですう。こんな強引なやり方、上でなにか取り引きがあったとしか――」

　それだけ聞ければ十分だった。

　ルノアは部屋を飛び出した。

「ちょっとルノア！」

　慌てて声をかけてくるリラに叫ぶ。

「援護しろ！」

「分かってるわよ！　いちいち言うな！」

　三階分の吹き抜けになっている大図書館の閉架区画は、まだ静まり返っていた。本来は図書委員会の司書しか立ち入ることができない静せい謐ひつな空間だ。

　ルノアが飛び出したのは三階に相当する高さに設置されている書架を閲えつ覧らんするための回廊で、閉架区画を一周するようなかたちで壁沿いに書架とともに設置されていた。

　可動式の階段と梯はし子ごで二階、一階の回廊へと降りることができるようになっている。一階の中央には閲えつ覧らん用の机と椅い子すが無数に並べられ、それを取り囲む森のようにして書架が並んでいた。

　リラが狙そ撃げき銃じゆうを構え、

「エマ、照明つけなさい！」

　この位置からなら侵入してくる連中の動きは丸見えになる。鴨かも撃うちだ。

　閉架区画に入るための扉は、両開きの分厚い鉄扉だった。銀行の金庫並みに厳重に封鎖されているので、表側からはそう簡単には開けられない。

「はいい……！」

　強こわ張ばった表情のエマが躓つまずいてすっ転びながらも、照明をつけるために駆け出した。

「間に合わないぞ。魔術がくる……！」

　ルノアはすっと目を細めて、身構えた。魔術士が〈タペストリー〉を幻視して編み変えようとしている気配を感じる。先ほどの一撃は彼ひ我がの距離が離れていたせいで察知できなかったが、これはかなり大規模な編み変えだ。

　次の瞬間、閉架区画が真っ白になった。

　光熱波の帯が鉄扉を簡単に突き破り、無数の書架と閲覧用の机や椅子を薙なぎ倒して焼き払った。館内の空気が一瞬にして熱を帯び、熱風によって巻き上げられた無数の書籍とその残ざん骸がいが宙を舞った。

「本になんてことするんですかあ！」

　白い光に視界を奪われたルノアは、エマのそんな叫びを聞いた。

「くそ、目が見えない。リラ、魔術士がくるぞ！」

「分かってるけど、あたしだって見えないし！」

　そうこうしているうちに視界がどうにか戻ってくる。近くにいたはずのエマの姿がないが、そんなことに構っている暇もない。

　ルノアは回廊の欄らん干かんから身を乗り出して、階下の様子を確認した。

　魔術の白い炎が未いまだに燻くすぶっている。入口から一直線に、長さ二〇メートル、幅五メートルほどの空間が薙ぎ払われている。光熱波に晒さらされた空間はすべてが完全に炭化していた。大理石の床も融ゆう解かいしてガラス状になっている。

　直撃を受けなかった書架も余波の爆風でかなりの数が薙ぎ倒されて、階下は混こん沌とんとしていた。

　視線を巡らせる。魔術士が突入してきているはずだが――ルノアは頭でなにかを考えるよりも先に、本能で危険を感じて回廊を駆け出した。

　ほとんど同時に、階下で光が瞬またたく。立て続けに重なる銃声。

「先に見つかった……！」

　ルノアは小さくうめくと、煌きらめく銃火を一いち瞥べつして全力で階段に向かって駆けた。

　彼女を追いかけるように、足元で跳弾が爆はぜる。

「そこ……！」

　腹はら這ばいになって狙そ撃げき銃じゆうを構えたリラは、〈タペストリー〉を編み変えた。世界の設計図を書き換えて、彼女の意志に沿った仮かり初そめの現実を創り出す。

「〈魔弾射撃〉！」

　リラは引き金を絞った。

　銃声。金色の空から薬やつ莢きようが薬室から跳ね飛ぶ。

　自動式機構が次の弾丸を薬室に送り込んだ。

　彼女は立て続けに引き金を絞り、六発すべてを撃ち尽くした。

　弾丸は空気を切り裂いてあらぬ方向へ撃ち放たれたが、リラの意志に従って大きく弧こを描いて階下へと向かった。

　銃火で相手の位置は分かっている。六発の弾丸が優秀な猟犬のように襲おそいかかり、だが立ち並ぶ書架に遮られて跳弾の悲鳴を上げる。

　リラは空になった弾倉を交換しながら舌打ちした。彼女の魔術では弾丸に精せい緻ちな動きまでは要求できない。今の状況では敵を捉とらえきれない。

　リラは立ち上がると狙撃銃を抱えて、ルノアとは逆方向に駆け出した。弾丸に追われているルノアに叫ぶ。

「ルノア！　下に！　遮しや蔽へい物ぶつが多すぎて仕留めきれないの！」

「分かっている！」

　ルノアは階段まで間に合わないと見るや、長剣を鞘さやに納めて躊ちゆう躇ちよなく欄らん干かんを飛び越えた。空中で巧みに姿勢を変化させ、下の回廊の欄干に左手で掴つかまる。両足で欄干の下側を蹴けるようにして衝撃を殺し、さらに飛び降りる。

　彼女を追いかけて、銃声が続いた。

「っ……！」

　一発が右肩を掠かすめて、数発がすぐ近くを擦過する。弾丸が空気を切り裂く音が鼓こ膜まくに響き、直後に壁に沿って並べられている書架の分厚い本に次々と命中する。

　ルノアはそれでもまったく物もの怖おじせずに、一階の書架の上に着地した。その衝撃で固定されている書架が大きく揺れ、収まっている本が何冊も床に落下する。

　そのまま隣に飛び移り、ルノアは規則正しく設置されている書架の上を走り出した。

　足音が広大な空間に響いて消えていく。

「ルノア！　もう一列右側！」

　頭上からリラの声が響き、書架の間から同時に銃声。

　欄干や回廊に命中する跳弾の火花と甲高い音。

　続けざまにリラも応酬した。魔術を使わないままに、二発、三発。

　いずれも書架に遮られて当たらない。

　ルノアは銃撃戦の様子を目に映しながら、すらりと長剣を抜き放った。魔術を使えば察知されるため、急襲には使えない。

　彼女は鞘さやを投げ捨て、右隣の書架の列に飛び移った。

　身を低くして駆ける。猫科の動物を思わせるしなやかな動きだった。

「クルツ派一刀流――」

　機関短銃を構えて背中合わせになって移動している二人組を見つけるなり、ルノアは長剣を右肩から背中に這はわせるほどに大きく振りかぶって、書架の上から飛び降りた。

「――一刀両断籠釣瓶！」

　飛び降りた勢いそのままに、刃やいばを真下に振り下ろす。

　頭上からの一撃に、狙ねらわれた魔術士はまったく反応できなかった。

　戦闘服の耐刃防弾繊維も関係なく、白はく刃じんが右鎖骨から深々と喰くい込んで肺にまで達している。一呼吸置いて、鮮血が派手に舞った。

　ルノアは返り血を浴びても気にせずに、目を見開いたまま即死している魔術士を蹴けり飛ばして力任せに長剣を引き抜いた。もう刃が曲がって使いものにならない。

「くそ！」

　もう一人の魔術士に向けて投げつける。

　相手は冷静にその長剣を打ち払った。

　その一瞬の間に、ルノアは距離を詰めた。

　銃を使うか使わないかで、相手に刹せつ那なの迷いが生まれる。

　その隙すきを逃さず、ルノアは一瞬で〈タペストリー〉を編み変えた。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　なにもない手に魔術の刃が出現し、擦れ違い様に左胴を抜く。

　鈍い手て応ごたえ。けたたましい金属音が鳴り、火花が散る。戦闘服の装甲板だ。

「ちぃ！」

　ルノアは刃が通っていないと見るや、すかさず強烈な足払いをかけた。

　相手は対応できずに倒れ込んだ。

　容赦なく刺突を入れる。

「がっ……！」

　短い悲鳴をもらしてじたばたともがく魔術士を踏みつけ、突き立てた刃を抉えぐるようにしてさらに力を込めた。

「っ！」

　動きがとまる。

　ルノアは肩で息をしながら、ゆっくりと魔術の刃を抜いた。編み変えていた〈タペストリー〉が維持できなくなって、〈幻刀虎鉄〉が砕け散る。

　頬ほおにべったりとついていた返り血を拭ぬぐい、呼吸を整える。

　心が冷え冷えとしていくのが分かった。

（シグ……）

　彼が隣にいないという孤独感が急に襲おそってくる。舞踏会の勝者になるために、自分はこれからも人を殺すだろう。それが怖いわけではない。目的のために奪った命の重さを一人で背負っていくのが堪たまらなく怖かった。

　呼吸を整えていると、猛烈な銃声が轟とどろいてびくりとする。

　少し離れたところだ。ほんの一秒程度。その間に数十発の弾丸が吐き出されたのではないかと思うほどの銃声だった。

「なにが起きてる……？」

　ルノアは書架の森を抜け出して、閲えつ覧らん用の机が並べられている中央部に向かった。何人の魔術士が侵入してきているのかも分からない。とにかく状況を把握したかった。

　中央に近づくにつれて書架は爆風で薙なぎ倒され、分厚い本が足元に散乱していた。

　魔術によって薙ぎ払われた部分は、最早焦土と変わりなかった。

「ルノア！　無事なの！」

　階段を駆け下りてきたリラが走ってくる。肩から狙そ撃げき銃じゆうを提げているが、かなり重たそうだった。息を切らして立ちどまり、返り血を浴びたルノアの顔を見てぎょっとする。

「大丈夫だ。問題ない。それよりさっきの銃声はなんだ？」

「分かんないけど、多分、エマなんじゃ――」

　言葉を切って、リラは提げていた狙撃銃をルノアに向けた。

　正確には彼女の背後――吹き飛ばされた入口から悠然と歩いてくる男に向けてだ。

「とまんなさい！」

　リラの凛りんとした声に、ひょろりとした体たい躯くの男は両手を上げて立ちどまった。

「やれやれ、九係のバカどもが。ここまで派手にやっては始末書ですまんぞ」

「指揮者はお前だったのか」

　ルノアは立ちどまった男を睨にらみ据えた。病院で一戦を交えた魔術士だ。その時に彼女が殴った顔の傷がまだ残っている。特別高等分室のベーリンガー副長。確かそんな風に呼ばれていた。銃口を向けられているというのに、彼にはまったく臆おくした素振りはない。

「じゃじゃ馬の相手は骨が折れるが、まあ今回も少々手荒い真ま似ねをさせてもらう」

「ふん。吠ほえ面をかかせてやるぞ」

　ルノアは腰を落とすと左足を引いて半身になった。なにもない両手を、まるで見えない剣を握っているかのように腰の辺りに持ってくる。

　視線だけを動かして周囲を警戒する。

　誰だれかが魔術を使うために〈タペストリー〉を幻視した気配がする。ベーリンガーではない、別の誰かだ。今にも編み変えられる。

「リラ、もう一人いるぞ……！」

　ルノアが硬い声で警告した瞬間、まったく予期せぬところから人影が飛び出してきた。薙ぎ倒された書架を踏み台にして、小柄な人影が大きく宙を舞う。

「エマ！」

　驚いたリラが、思わず名前を叫んだ。

「許しませんよお、公安の犬めえ！」

　両手に機関拳けん銃じゆうを構えているエマは、容赦なく発砲した。

　銃火が目まぐるしく煌きらめいた。弾丸がスプレーのようにしてばら撒まかれ、連続する銃声はほとんど一つにしか聞こえない。ものの一秒ですべての弾倉が空になる。

　だが、ベーリンガーの周囲に無数の紙が乱舞する方が先だった。それは書架が薙なぎ倒されて床に散乱していた蔵書の、一ページ一ページだった。

　弾丸がけたたましい音を立てて、鋼鉄の強度となった本のページに跳弾して火花を散らした。一発の弾丸も、ベーリンガーには届かない。

　視界が埋め尽くされるほどの紙吹雪だった。ベーリンガーもエマの姿も、なにも見えなくなる。よく見知っているその魔術に、ルノアは声を張り上げた。

「ルッツ・シュタイフか！」

「悪く思うなよ。僕にも立場ってものがあってね！」

　乱舞するページの中からルッツが飛び出してくる。

「なあ!?」

　ルノアは咄とつ嗟さのことに対処できず、腰に飛びかかられて押し倒された。

　そのままもつれるようにして転がる。

　ルッツに馬乗りになられ、襟えり元もとを両手で鷲わし掴づかみにされた。力任せに絞め上げられ、彼の端整な顔がすぐそこに迫った。



    

  
    
      



    

  
    
      「僕をぶん殴ってここからさっさと逃げろ」

「なに？」

　耳元で囁ささやかれた言葉にルノアは怪け訝げんな声をもらした。

「シグは無事だ、一応な」

「ルッツ、お前――」

「君らを助ける。とにかく今はここから逃げるんだ。あとでまた連絡をつける」

　彼が得意げにウインクをした。ここまで大規模な魔術にした理由は、ベーリンガーの身を守ると見せかけて視界を奪うためだったらしい。

「ルノア、さっさとやれ」

「しかし――」

　アリバイづくりのためにルッツは殴られておきたいのだろうが、そう言われて思いきり殴れるかというと、躊ちゆう躇ちよがないわけでもない。とても殴りにくい。

　ルノアが戸惑っているとルッツの背後にゆらりと影が現れ、手にしていた狙そ撃げき銃じゆうで思いきり彼の側頭部をぶん殴った。

「――!?」

　声にならない悲鳴を上げて、ルッツはもんどり打って倒れ込んだ。

「この裏切り者めえ！　あたしに歯向かうなんざいい度胸してるわね！」

　きりきりと目を吊つり上げたリラが、完全に気を失っているルッツにさらにげしげしと蹴けりを加える。

「あの、いや、リラ――」

　ルノアは弁護しようかとも思ったが、なんだか面倒そうだったので言葉を濁にごした。

　それよりもルッツが気を失ったせいで魔術が維持できなくなっている。吹き抜けの天井付近にまで舞い上がっていた鋼はがねのページたちが、ただの紙に戻って舞い落ちてくる。

　これではベーリンガーの目を欺あざむいて逃げられない。

「しまった……」

　ルノアはうめくとすぐさま立ち上がり、舞い落ちてくる無数のページの向こう側でエマの姿を見た。ベーリンガーに首を鷲わし掴づかみにされて、右手一本で吊り上げられている。両足が床から離れ、じたばたともがいて苦く悶もんの声をもらしていた。

　ベーリンガーは自動拳けん銃じゆうを淡々と抜き放った。

　銃口をエマの身体からだに密着させ、躊躇なく引き金を絞る。

　くぐもった銃声がした。何発も。

　その度にエマの身体がびくりと跳ねた。

　か細い悲鳴が上がったのは最初だけだった。

　合計で五発の弾丸を撃ち込んだベーリンガーは、ゴミを捨てるかのようにエマだったものを投げ捨てた。その顔からはなんの感情も窺うかがい知れない。

「貴様……！」

　ルノアは拳こぶしをきつく握り締めてベーリンガーを睨にらみ据えた。出会ってから一日しか経たっていないにしても、知り合いが眼前で殺されて気分がいいわけがない。

　ベーリンガーは倒れているルッツを一いち瞥べつした。

「やれやれ、実戦ともなればこんなものか」

　そのまま銃口をルノアとリラに向ける。

「武器を捨ててくれるとありがたいのだがね。私もいい年だ。できれば荒事は避けたいというのが本音でね」

　眼鏡めがねの奥の眼光は鋭く酷こく薄はくだった。言葉は嘘うそというわけでもないのだろうが、この男は必要とあればいつでも殺し合いをするだろう。単に合理的なのだ。

　リラは気け圧おされるようにして、抱えていた狙そ撃げき銃じゆうを足元に置いた。

　力任せに蹴けると、あらぬところへと床を滑っていく。

「さて、ルノア・ローゼンタール。私はこれから君の身柄を押さえるが」

　ベーリンガーが自動拳けん銃じゆうを構えたまま足音もなく近づいてくる。

　ルノアは今すぐにでも飛びかかりたい気持ちを抑え、間合いをはかった。この男の転移の魔術はどれくらいの距離の対象に効果があるのだろうか。まだ〈タペストリー〉を幻視した気配はない。〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉を使いたいところだったが、同じように相手に気取られるのでやめておく。

　間合いが一足飛びの距離になる。

「その前に大人おとなしくさせておく。君はじゃじゃ馬ぶりがすぎるようだからな」

　引き金にかけられたベーリンガーの指に力が込められる瞬間、ルノアは姿勢を低くして飛びかかった。

　左手で自動拳銃を力任せに握る。遊底が動かなくなり、発砲ができなくなる。

　すかさず右の掌てのひらをベーリンガーの顎あご目がけて突き上げた。

「がっ！」

　短い悲鳴。顎が跳ね上がり、自動拳銃が手から離れる。

　ルノアは奪った自動拳銃を投げ捨てると、思いきり右足を振り上げた。

　左足を軸にして強烈な回し蹴りを放つ。

　ごっ、という鈍い音。

　側頭部に直撃を受けて、ベーリンガーがたたらを踏んだ。

　眼鏡が吹き飛び、髪が乱れる。

　だが、それだけだった。ルノアは小柄な分、一発一発の威力が軽い。格闘戦ではベーリンガーを倒しきれない。

　ルノアは本能的に危機感を覚え、咄とつ嗟さに魔術を使おうとした。

　そのわずかな隙すきを見逃してくれる相手ではなかった。

　滑り込むようにして懐に入り込まれ、ベーリンガーに左腕を鷲わし掴づかみにされる。

　凄すさまじい力で引き寄せられ、すかさず右みぎ肘ひじが真上に振るわれた。

　その一撃が顎あごに直撃して、一瞬だけ意識が飛ぶ。

　続けざまに右の膝ひざ蹴げりを腹部に喰くらい、身体からだがくの字に曲がった。

　だが、腕を掴つかまれているせいで離れられない。

　最後に強烈な前蹴りを喰らい、ルノアは軽く吹き飛んだ。

　床に身体を打ちつけて数メートルを転がり、机や椅い子すを巻き込んでようやくとまる。

「げっ……うげっ……」

　堪こらえきれずに胃の中のものをぶち撒まける。

「ルノア！」

　リラの悲鳴じみた声。

　見るとベーリンガーがすぐそこまで近づいてきており、床に這はいつくばっているルノアの顔面に向けて思いきり蹴りを放った。

　鈍い打撃音。

　銀色の髪が乱れ、彼女は再び床を転がった。

　ふらふらと立ち上がると、頭から血が流れ落ちた。

「まったく、本当に、年は取りたくないものだ。身体が思うように動かんよ」

　首の骨を鳴らしながら、ベーリンガーが冷たい眼光で睥へい睨げいしてくる。まるで獲物に狙ねらいをつけている蛇のようだった。

　ルノアは背後にリラを庇かばいながら、じりじりと間合いを取った。

　魔術を使う機会を窺うかがいながら、リラに囁ささやく。

「ルッツが言うには、シグは無事らしい。あの男は一筋縄ではいかないが、お前だけなら逃がしてやれるかもしれない」

「バカ言ってんじゃないわよ。なんであたしだけ」

「ここで二人とも捕まるよりはいいだろう。ルッツが協力してくれる」

「え……」

　リラが一瞬だけ気まずそうな表情になって、ぴくりとも動かないルッツを見た。どうやら自分の犯した過ちに気づいたようだったが、彼女はすぎたことなので捨て置いた。

「だからって、あたしはそんなのいやよ。あいつには二人で会うのよ、ルノア」

　その言葉には断固たる決意があり、

「あたしはあんたと堂々と戦って選ばれてやるんだから。あんたの自己犠牲みたいなのはいらないの。分かる？」

　ルノアは小さく嘆たん息そくした。

「なら、二人がかりでやるしかないな」

「望むところよ」

　勝機があるとすれば、ベーリンガーはこちらを殺すことができないということだ。あくまでも身柄を押さえることが目的だ。その分、手加減をする必要がある。

「相談はまとまったかね」

　ルノアが捨てた自動拳けん銃じゆうを拾い上げ、ベーリンガーが銃口を彼女たちに向けた。

　状況が膠こう着ちやくする。

　魔術士同士の戦闘はこうなってしまうと〈タペストリー〉を幻視すれば察知されるために魔術で仕掛けることができず、それ以外の方法で戦端を開かねばならない。だが、ルノアやリラにはその方法がなかったし、ベーリンガーは対象を殺さないために慎重だった。

　ルノアは腰を落としてじりじりと間合いを取った。

（わたしが強引に仕掛ければ、リラが魔術を使う時間はできる）

　リラに目配せをして、彼女は息をとめた。

　床を蹴けると同時に〈タペストリー〉を幻視し――

　頭上から聞こえた爆音にぎょっとして天を仰あおいだ。

　ルノアだけではなく、リラも、ベーリンガーも、同じだった。

　美麗な天井絵画が施されたアーチ状の屋根にいくつもの大穴が開き、屋根を突き破ったなにかが階下にまで降り注いでくる。

　いたるところに着弾し、大理石の床を砕き、書架を破壊する。

　それは小指大ほどの鉄球だった。

　この魔術を、ルノアはよく知っている。

「ヒューゴ・ザスか！」

　彼女が叫んだと同時に、無数の鉄球によってボロボロになった天井をぶち破って巨大な人影が落下してきた。ぎらぎらと輝く真っ青な瞳ひとみが、階下を睥へい睨げいしていた。

　そのまま凄すさまじい轟ごう音おんとともに着地する。まともな人間ならばらばらになっているところだが、ヒューゴは凶暴な笑みを浮かべてぐるりと周囲を見渡した。

「よお、ご一同。ここまで派手にやればバカでも気づくぜ。ベーリンガーよ、お前らしくもねえこった」

「色々と理由がありましてね、ザス先生」

　かつてのルクセンブルク教室で講師補と生徒だった二人は、何十年ぶりかの再会にも少しの感慨もないようだった。

　これで三さん竦すくみになり、ルノアはますます動けなくなった。

　いや、さらにもう一人。ヒューゴを空まで運んできた彼女がいるはすだ。

　エリーゼ・ヴァレンシュタインが！

　遥はるか頭上で火花が上がり、ルノアは反射的に視線を向けた。

　それは騎き兵へい槍そうの先端が大図書館の壁に擦こすれた火花だった。

　円形になっている大図書館の壁に沿うようにして、凄まじい速度で〈串くし刺ざし令嬢〉が飛翔している。薄うす闇やみにピンクがかった金髪が輝き、巨大な騎兵槍が禍まが々まがしい影を落とす。

　彼女は大きく弧こを描くと、ほとんど垂直に降下した。

　床にぶつかる直前に物理法則を無視して直角に鋭く曲がり、すれすれを滑空する。

　エリーゼが〈タペストリー〉を編み変えた。二種類の魔術を同時に使う。

「〈疾風のごとき電撃戦〉！」

　冷たく澄んだ声が響き渡り、手にしている騎き兵へい槍そうが激しく放電した。

　彼女の狙ねらいは――

　明らかに自分に向かってきていると分かったベーリンガーが目を見開く。自動拳けん銃じゆうの銃口を咄とつ嗟さに向けるが、間に合わない。

「!?」

　擦れ違い様に騎兵槍が彼の身体からだを貫いた。

　悲鳴を上げる暇もない。

　身体をくの字に曲げて、鮮血を撒まき散らす。

　同時に電撃が肉を焼き、骨を焦がす。

　ベーリンガーを串くし刺ざしにしたまま、エリーゼは音もなく床に降り立った。それは禍まが々まがしくも美しい、戦いの女神のようだった。

「ごきげんよう、みなさま」

　彼女は氷のような微笑を浮かべると、騎兵槍を軽々と振るって黒く焦げたベーリンガーの死体を放ほうり出す。

「さて、邪魔者はこれでいなくなったってわけだ」

「くそ……」

　挟まれるようなかたちになり、ルノアは忙せわしなく視線を動かした。

「ルノア、あいつの身体……あたしやあんたの魔術じゃ仕留められないわよ」

　ルノアと背中合わせになっていたリラが、硬い声でつぶやいてくる。

「分かっている。だが、やらないわけにはいかないだろう……！」

　ヒューゴが魔術を使おうとしているのが分かった。

　そして、もう一人。この魔術は――

「くるぞ！」

　ルノアが叫ぶと同時、床に舞い落ちていた無数の本のページが一斉に舞い上がった。

　鋼はがねと化した紙吹雪が乱舞し、視界が一瞬で埋め尽くされる。

「ヒューゴ！」

　エリーゼが驚いた声を上げた。

　ヒューゴはポケットから鉄球を取り出して親指で弾はじき飛ばした。

「〈弾丸超特急〉！」

　空気を切り裂く鋭い音。鋼鉄と化した本のページを数十枚吹き飛ばして、小さな鉄球がルノアのすぐ横を擦過する。

「死んだふりは、もうしなくてよさそうだね」

　ふらふらと立ち上がりながら、ルッツはリラをちらりと見た。

「なによ！」

「いやいや。当たりどころがよくて助かったよ。にしても、なんて威力だよ……」

　強こわ張ばった表情でルッツはつぶやいた。〈鋼こう刃じん白はく書しよ〉では鉄球の軌道を変えることはできても、完全に防ぐことはできない。

「もう一匹いやがったか！」

　魔術を使うと同時にヒューゴは駆けていた。すぐそこに迫っている。犬歯を剥き出しにするようにして凶暴な笑みを浮かべている。

　ルッツはルノアとリラに言った。

「足をとめるぞ。抜かるなよ」

「誰だれに言っているつもりだ」

「そうよ。態度でかいわよ」

　二人は同時に〈タペストリー〉を幻視し、編み変えた。

「シグは大変だね、こりゃ」

　ルッツは短く息を吐くと、手近に舞っていた文庫本のページを指に挟んだ。あとほんの少しで、ヒューゴが〈鋼刃白書〉の領域に入る。周囲を舞い踊り攻撃を防ぐ無数の鋼鉄の紙は、敵が一定の距離に近づけば――

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　ルノアが魔術を発動させるのと、乱舞していた鋼鉄のページがヒューゴに向けて一斉に襲おそいかかるのはほとんど同時だった。

「おおっ!?」

　さすがに驚いた表情を見せたヒューゴは、だが驚異的な動体視力と反射神経で殺到する本のページを次々とかわし、弾はじき飛ばした。

　かわされた鋼鉄の紙は床や書架に深々と突き刺さり、弾き飛ばされたものはそのまま舞い落ちて、ただの紙へと戻っていく。

　それでも数枚の紙がヒューゴの肩を掠かすめ、あるいは腕を切り裂き、脚に刺さった。

「くそったれ！　痛いてえんだよ！」

　足に突き刺さった文庫本のページをむしり取り、ヒューゴはにやりと笑った。見る側そばから全身の傷が癒いえていく。まるでそこだけ時間を早送りしたようだった。

「大人おとなしくしときなさいっての！」

　リラが魔術によって顕けん現げんさせたボルトアクション式の古めかしい小銃の引き金を絞った。

　銃声。煌きらめく銃火。

　弾丸がヒューゴの頭部に命中する。

　ぱっと血煙。

　ヒューゴが大きく仰け反る。

　続けざまに五発の弾丸が彼の巨体に襲いかかった。分厚い胸板に三発が命中し、一発は右肩に、もう一発は右みぎ膝ひざに、次々と命中してヒューゴがたたらを踏む。

「おいおいおいおい！」

　それでもヒューゴは獣じみた笑みを浮かべて踏みとどまった。顔面は血ち塗まみれで、真っ青な双そう眸ぼうだけが爛らん々らんとしていた。

「これならどうだ！」

　背後に回り込んでいたルノアが、袈け裟さ懸がけに魔術の刃やいばを振り下ろす。

「やってくれるじゃねえかよ、ええ!?」

　だが、魔術の刃が右手で鷲わし掴づかみにされた。

　押そうが引こうが、微動だにしない。

「あんまり調子に乗ってんじゃねえよ」

　ヒューゴが低く唸うなり、〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉が握り潰つぶされる。

　ガラスが割れるような音を残して、魔術の刃が粉々に砕け散る。

「くそ……！」

　ルノアは咄とつ嗟さに背後に跳んだ。それを追いかけて、強烈な蹴けりがくる。丸太で殴られたかのような衝撃だった。防御した両腕の骨がぎしぎしと軋きしみ、弾丸のように吹き飛ぶ。

　彼女は書架に背中からぶち当たった。

　床との固定具が弾はじけ飛んで書架が派手な音を立てて倒れ込む。ドミノ倒しのように次々と書架が倒れていき、分厚い本が床にばら撒まかれる。

（なんてタフな奴やつだ……！）

　ルッツは胸中でうめきながらも、すかさず距離を詰めた。右手の指に挟んでいる鋼鉄の紙でもって首筋を狙ねらって切りかかる。だが、ヒューゴに無造作に右腕を掴まれ、ルッツは顔をしかめた。どれだけ力を込めても微動だにしない。

「ぐ……！」

　わずかに腕を捻ひねられ、手から文庫本のページが離れ落ちる。足元に舞い落ちたそれは、一瞬で普通の紙へと戻った。そのまま軽々と吊つるし上げられ、ルッツは爪つま先さきが浮き上がる感覚に口元を引ひき攣つらせた。

「まあまあ、及第点をやるよ」

「そいつは光栄だね。レニ先生に自慢できる」

「口の減らねえガキだ」

　ヒューゴの拳こぶしがルッツの腹にめり込む。骨を砕く鈍く重い衝撃に、ルッツは掠かすれた悲鳴を上げた。そのまま投げ捨てられ、床の上をのた打ち回る。

〈鋼こう刃じん白はく書しよ〉が維持できなくなり、紙に戻った本のページが大量に舞い落ちてくる。

　それを見ていたリラは、ヒューゴをきっと睨にらみ据えた。こうして対たい峙じしているだけで気け圧おされるような感覚に襲おそわれる。

「お嬢ちゃん。もうこれくらいにしようかい。〈竜の箱庭〉じゃあ、俺おれもそうゆっくりとしていられねえからな。そろそろエリーゼに殺されてくれるか？」

「冗談言わないでよ。誰だれが……！」

「冗談ではありませんわよ」

　後ろを振り返ると、騎き兵へい槍そうを肩に担いだエリーゼが舞い落ちる無数のページの中をゆっくりと近づいてきていた。氷の彫像のような冷たい微笑を浮かべている。

「あなたはわたくしに殺されるのですわ。今すぐに」

　エリーゼは〈タペストリー〉を幻視しようとして、

「あんたは……昔から饒じよう舌ぜつすぎる……ザス先生。だから……こうなる」

　息も絶え絶えな男の声を聞いた。

　ベーリンガーだった。まだ生きている。彼はいつの間にか〈タペストリー〉を編み変えていた。戦闘のせいで誰だれも気づかなかったのだ。

　ヒューゴを囲むようにして、半透明の三角形の板が三枚現れる。

　彼は逃れようとして横に跳び、だが見えない力に引きずり込まれる。

「こいつは！　ベーリンガー！」

　怒気を含んだ叫び。力任せに魔術から逃れようとするが、右足と右腕が魔術の範囲から出られない。そのまま三枚の板は三さん角かく錐すいに組み上がり――銃声。

　エリーゼが左手で自動拳けん銃じゆうを抜き、ベーリンガーの頭を撃ち抜いた。

　だが、一瞬だけ遅い。

「があああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　ヒューゴが絶叫して床を転がりまわった。

　右足の膝ひざから下と、右腕が消えてなくなっていた。思い出したかのように切断面から血が噴き出し、あっという間にヒューゴは血の海に沈んだ。

「ヒューゴ！」

　エリーゼは真っ青な顔になって悲鳴じみた声を上げた。

　いくら人じん狼ろうの身体からだになろうとも、失った腕や足まで戻ってくるわけではない。

「そんな……！　いや、ヒューゴ！」

　先ほどまでの底冷えする空気はどこかに消え、彼女はただ狼ろう狽ばいするばかりだった。なんの躊ちゆう躇ちよもなく血ち溜だまりの中に足を踏み入れ、もがき苦しむヒューゴを抱き締める。

　そんな様子を見たリラは、逃げ出すことも忘れていた。

　あの二人はきっと自分たちと同じなのだと思った。

　シグがあんな風になったなら、リラだって冷静ではいられない。

　ルノアも、きっとそうだ。

「なんなのよ……」

　敵は絶対的な悪でもなければ、憎むべき仇かたきでもない。

　言葉にできない苦味に、リラは立ち尽くした。

「なんなのよ！」



　　　◆◇◆◇◆



「やれやれじゃ。詰めが甘いわ、狼ろう狂きよう」

　望遠レンズの向こう側では、ヒューゴ・ザスが血ち溜だまりに沈んで苦く悶もんの表情を浮かべていた。腕と足を持っていかれたのだ。さしもの〈砂漠帰り〉の人じん狼ろうも気が狂いそうなほどの激痛だろう。目は血走り、うめき声をもらす口元からは唾だ液えきが滴したたり落ちている。

　メルセデスは首からかけていた双眼鏡を下ろすと、ほくそ笑んだ。

　彼女がいるのは〈竜の箱庭〉都市でもっとも高い建造物である時計塔だった。時報のために打ち鳴らされる巨大な鐘が吊つり下げられている最上階よりもさらに上。旗はたを取りつけるためのポールが立てられた尖とがった屋根の上だ。

　吹ふき荒すさぶ風になど微動だにせず、メルセデスは片手一本でポールに掴つかまって身体からだを支えていた。サイズの合っていない白衣の裾すそが大きくはためいている。

「どれ、儂わしが一つ力を貸してやろうかの」

　子供の顔に嬉き々きとしたものを浮かべ、彼女は元折れ式の擲てき弾だん銃じゆうを右手に構えた。本来は照明弾や信号弾などを打ち上げるための代物だったが、今はまったく違うものが装そう填てんされている。

「狼ろう狂きよう病びようは〈タペストリー〉の構造そのものを変化させる魔術疾しつ患かんよ。仄ほの暗ぐらき人狼の民の伝承によれば、最後には人狼にも非あらずの化物になるという」

　擲弾銃を頭上へ向け、メルセデスは好奇心に目を輝かせた。

「一度、見ておきたくての、狼狂よ」

　ワルサー・ザウエルへの義理だけで〈竜の箱庭〉くんだりまでやってくるほど、彼女はお人ひと好よしではない。ヒューゴ・ザスは狼狂病の実験サンプルとして申し分なかった。いつか機会が訪れるだろうと監視役を引き受けたが、こうも早くやってくるとは。銀毒を身体から抜き出す際に、細工をしておいてよかった。

　メルセデスは擲弾銃の引き金を絞った。

　遥はるか上空に向けて、一発の弾丸が放たれる。

　爆発。

　月光にも似た淡い光が夜明け前の街並みを照らし出した。

「満月の光は人狼を狂わせるというからの」

　ヒューゴに投与した薬品と反応して、狼狂病による〈タペストリー〉の強制的な編み変えは爆発的に進行するだろう。どんな化物が生まれるのか、メルセデスにも分からない。

「言ったであろう。せいぜい暴れるがいい。誰だれもとめはせぬ」

　彼女は擲弾銃を投げ捨てると、再び双眼鏡を覗のぞき込んだ。

「錬金魔術士は己が好奇心を追求することにしか興味がない。だから滅んだのよ」



　　　◆◇◆◇◆



　不思議なもので、最早、痛みの感覚はなかった。

　忌いま々いましいこの身体からだは、腕と足を失っても傷の再生をはじめている。

（化物が……）

　ヒューゴは胸中でつぶやき、自じ嘲ちようした。

　命は助かるだろうが、血を失いすぎた。意識が朦もう朧ろうとして視界が霞かすむ。

「ヒューゴ！　しっかりなさい！　ヒューゴ！」

　遥はるか遠くでエリーゼの声がする。いや、それはすぐ近くだった。彼の身体を抱きしめて、顔を覗のぞき込みながら呼びかけてきている。

　つんと澄ましている氷の彫像のような美び貌ぼうはどこにもなかった。不安と恐怖で金色の双そう眸ぼうは揺らぎ、口元は見るからに引ひき攣つっている。

　ヒューゴはそれがおかしくて、くぐもった笑いをもらした。エリーゼ・ヴァレンシュタイン。人生の半分以上を共にしてきた〈血ち塗まみれの竜王女〉。互いに利用し、利用され、舞踏会を最後まで踊るパートナー。それだけのはずが、それだけでなくなってしまったのは、いつの頃ころだったろうか。

　思い出すことができずに、ヒューゴは血塗れの左手で彼女の白い頬ほおに触れた。

「なんてざまだ、エリーゼ」

「ヒューゴ……！」

　彼女の表情がぱっと明るくなった。

「可愛かわいい顔が台無しだぜ」

「バカね……！」

　エリーゼは彼の手をきつく握り締めた。さらに言葉を続けようとした時、なにかが爆発して空が明るく輝いた。その光が穴だらけになった天井から差し込んでくる。

「なんですの、一体？」

　反射的に頭上に視線をやり、エリーゼは眩まぶしさに目を細めた。だが、ヒューゴが苦しそうなうめき声をもらし、すぐに彼女は視線を戻した。

「がっ……！　ごほっ……！　エリーゼ！」

「ヒューゴ！　どうしたというの！」

「離れろエリーゼ！　俺おれの身体が――」

　ヒューゴは自分の身体の異変を本能的に感じているようだった。空からの煌こう々こうとした光を真っ青な瞳ひとみに映し込み、彼はひゅうひゅうと喉のどを鳴らしていた。

「俺の身体があああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　ほとんど絶叫に近い声が上がる。

　それはどこか狼おおかみの遠とお吠ぼえにも似ていた。

　エリーゼは生乾きの血ち溜だまりに尻しり餅もちをついた。

「ヒューゴ……！」

　なにが起きているのか分からずに、彼女は目を見開いて掠かすれた声をもらした。

　エリーゼの目の前で、ヒューゴがおかしくなっていく。

　骨格が軋きしみ、筋肉が音を立てて断裂して膨張する。ヒューゴの姿が人ではなくなっていく。衣服が身体からだの膨張に耐えきれずに破れ飛び、全身が灰色の毛並みに覆われた。太い尻尾しつぽが現れ、まったく別の生き物へと変へん貌ぼうしていく。

「あの、錬金魔術士があっ!!」

　苦く悶もんの中で叫びを上げたヒューゴの顔は、ぴんと尖とがった獣耳と真っ青な瞳ひとみ以外はまったく原型を留とどめていなかった。細長く突き出た鼻と顎あごに鋭い犬歯。失われた腕と足も、灰色の毛に覆われた狼おおかみのそれとして再構築されている。ヒューゴ・ザスという存在を構成していた〈タペストリー〉そのものが、猛烈な速度で書き換えられていく。

　彼はもう人じん狼ろうではなく、狼そのものだった。

「俺おれの身体になにをしやがったあああああああああああああああああああああああああ」

　言葉の最後は本物の遠とお吠ぼえへと変わり、ヒューゴは巨大な灰色の狼へと変貌していた。

　だが、変化はそれだけでは終わらなかった。

　発達した筋肉はさらに膨れあがり、骨格がぎしぎしと音を立てて身体が一回りも二回りも大きくなる。まるで時間を早送りしているかのように、ヒューゴだった灰色の狼は一〇メートルを超す巨きよ躯くとなって、逞たくましい四し肢しに力を込めて跳躍した。

　壁伝いの回廊を足場にして、穴だらけの天井を突き破る。

　大小の瓦が礫れきが大量に落下し、エリーゼは咄とつ嗟さに魔術を使って舞い上がった。

　一瞬だけ眼下に視線をやる。ルノアの姿も、リラの姿も、見つけられなかった。瓦礫に埋もれたのか、それとも逃げ出したのか。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、今は舞踏会のことよりも、ヒューゴのことが大切だった。彼がいればいつまでだって踊り続けられる。でも、彼がいなくなってしまったら一秒だって踊れない。

　天井を突き破って外へと出たヒューゴは、その巨きよ躯くに見合わない華麗な身のこなしでアーチ状の屋根の一番上に達し、空に輝く光に向けて遠とお吠ぼえを上げた。

　それは〈竜の箱庭〉都市全体を震わせるような、大きく不気味な声だった。

「ヒューゴ！　わたくしが分かりませんの!?」

　彼を追いかけたエリーゼが、喉のどから血が滲にじむほどに絶叫する。

「ヒューゴ！」

　彼女の声は、もう届かない。



    

  
    
      
第八章



〈竜の箱庭〉の学生が公共安全委員会の庁舎内で魔術による傷害沙汰を起こすなど、前代未聞のことだった。身柄を拘こう束そくされたシャルロッテは頭の怪け我がの治療を受けたあと、庁舎内の拘置所に移された。鉄格子の小さな窓と、覗のぞき窓がついている分厚い鉄扉があるだけの狭い部屋だ。あとは冷たい石壁が周囲を取り囲んでいる。

　頭に包帯を巻かれた彼女は、部屋の隅で膝ひざを抱えて座っていた。

　小さく身体からだを丸めて、唇をきつく噛かんでいる。

　それでも涙はとまらずに、彼女の両目から溢あふれて頬ほおを伝う。

　もうどれくらいの時間そうしているのか、分からない。

「シーくん……シーくん……」

　震える声で彼の名前を呼ぶ。

　シグがどんな目に遭わされたのかを知った時、いてもたってもいられなくなった。頭が真っ白になって、後先考えずに飛び出していた。今まで生きてきて、あんなに頭に血が上ったことはなかった。本気で人を殺してやろうと思ったことはなかった。

　だって、それは、彼のことが大切だから。

　シャルロッテはぐすぐすと鼻を啜すすりながら顔を上げた。

　眉まゆは八の字になって、目は涙で腫はれている。

「だって、わたし、シーくんのことが好きだから」

　そう思える自分に、彼女は少しほっとした。

　この気持ちは、彼に選ばれなかったからといって消えてなくなってしまうものではなかった。ずっとずっと、大切にしてきた自分の気持ちは、彼が振り向いてくれないからといって忘れてしまえるような軽いものじゃなかった。

「わたしに、もう少し、本当の勇気があったらよかったね、シーくん」

　父親がいなくなってしまってから、シグが他人と一定以上の距離に踏み込むことをずっと怖がっていたことは知っていたから。だから、ゆっくりでもいいと思っていた。彼のことを一番分かってあげられるのはわたしなんだと、時間をかけて気づいてもらえればいいと思っていた。

　だけど、そうはならなかった。

「そうはならなかったから――」

　こんなことなら、もっと早くに勇気を出しておけばよかったのだ。機会なんて、本当はいくらでもあったのに。強引に横っ面を引ひっ叩ぱたいてでも、分からせてやればよかった。どうしてそうしなかったんだろう。

「――おしまいですか、本当に」

　シャルロッテはぐしぐしと涙を拭ぬぐった。

　自分のつぶやきを否定するかのように、頭を振る。

　彼は必ず帰ってくると言ったけれど、それをまっているだけの女でいいのだろうか。そんなのは彼が気づいてくれるのをまっていただけの自分と同じだ。

　一度くらい振り向いてくれなかったからって。

「だからって――」

　シャルロッテは大きく深呼吸した。外していた眼鏡めがねをかける。

「まだ、終わらせませんから。わたし――」

　小さく、だが力強く、彼女はつぶやいた。自分自身に言い聞かせるように。

　と、遠くでなにかが弾はじける音がした。

　続けて鉄格子の窓から見える薄暗い空が白く輝く。

　シャルロッテはびくりとして、恐る恐る立ち上がった。自分の身長よりも高い位置にある窓の鉄格子に飛びつき、懸けん垂すいの要領で身体からだを持ち上げる。

　頭だけをどうにか出して、彼女は月光のような淡い光を黒い双そう眸ぼうに映し込んだ。

「え？」

　間の抜けた声を上げる。

　瞬間、全身が沸ふつ騰とうするかのように熱くなった。

　思わず鉄格子から手を離し、シャルロッテは床に転がった。

「な……に……これ……」

　息ができず、掠かすれた声がもれる。身体からだを丸くして必死に耐えるが、叫び声を上げてのた打ち回りたい気分だった。意識が飛びそうになり、とにかく暴れたい衝動に駆られる。

　今の自分なら、こんなところなど簡単に抜け出してしまえる。

　根拠もないのに、本能がそう訴えてくる。

「わたしの、身体、これ――」

　シャルロッテは石壁にもたれかかって立ち上がった。少しでも気を抜いたら、意識がなくなりそうになる。だが、そうなってはダメだと、彼女の理性が警告を発していた。

「分かって、ます。わたしは、大丈夫」

　呪じゆ文もんのようにして自分に言い聞かせ、肩で息をする。喉のどが異常に渇いて、気が狂いそうだった。身体が熱い。熱い。熱い。自分の身体に異常が起きるとするならば、それはきっと狼ろう狂きよう病びように違いなかった。だが、なぜ、突然に。

（でも、これで……ひょっとしたら……）

　彼女はヒューゴ・ザスの姿を思い出した。人にあって、人に非あらずの人じん狼ろうの姿。

　壁伝いに身体を前に進めると、シャルロッテは分厚い鉄扉の前に佇たたずんだ。

　そのまま思いきり蹴けり飛ばす。

　彼女のブーツの形に鉄扉は拉ひしやげ、蝶ちよう番つがいが弾はじけ飛んだ。

　鉄扉は軽々と吹き飛んで、廊下の壁にぶち当たって凄すさまじい金属音を響かせた。

「……やっぱり……」

　シャルロッテはふらふらと外に出た。

　すぐに警備の人間が駆けつけてくるだろうが、今の自分なら特に問題はない。なんとでも片づけられる。本能的に暴力を求めるその思考の不気味さを、彼女自身も気づいてはいなかった。

　ただ、これでシグを助けにいくことができる、とそれだけを思っていた。



　　　◆◇◆◇◆



（くそったれ。外れやしねえ）

　医務室のベッドの上であぐらをかいて、シグは忌いま々いましげに手錠を睨にらんだ。

　手首とベッドのパイプをつないでいる手錠は頑強で、どう足あ掻がいても壊れそうになかった。何度も手錠から抜けようとしたせいで、手首からは血が出ている。

　ドアの向こう側の監視の気配も相変わらずだ。少なくとも二人。六時間ごとに交替している。魔術を使えばこんな手錠の鎖は簡単に引き千切れるが、この距離では〈タペストリー〉を幻視した瞬間に、監視役の連中に気づかれるだろう。

　それに魔術の反動で身体にガタがくる。あれはここぞという時にしか使えない。

「確かに俺おれはド三流の魔術士だ……」

　レニに言われた言葉を思い出し、彼は微苦笑をもらした。

　だが、たとえド三流の魔術士だろうと自分は舞踏会を最後まで踊ると決めたのだ。こんなところでくたばるわけにはいかなかったし、パートナーを失うわけにもいかない。

（ルッツの奴やつ、うまくやれればいいけどな）

　ルノアとリラの二人がどうなったのかが気にかかる。ルッツがレニ相手にどこまで立ち回れるのかは分からないが、信じてみるしかなかった。

　シグがいくら拷ごう問もんに口を割らずとも、あの二人がいくら大図書館に引きこもっていようとも、この〈竜の箱庭〉にいる限りはジリ貧だ。

「だからって、ぼんやりしてるわけにもな……！」

　手錠をどうにかできないかと試行錯誤をはじめた時、外でなにかが弾はじける音がした。

　続けて薄うす闇やみの空が白く輝く。

　医務室の窓からその光が差し込んできて、シグは目を細めた。

「なんだってんだ」

　手錠があることも忘れて、窓から外を見ようとする。すぐに手首に痛みに走り、彼はベッドの上から動けないことを思い出した。

「ええい、くそ！」

　胸騒ぎがする。なにかよくないことが起きている予感がする。

　シグの予感を裏づけるかのように、しばらくして凄すさまじい遠とお吠ぼえが響き渡った。

　それは狼おおかみの遠吠えだった。

　大気を震えさせる声に、窓ガラスが小刻みに音を立てた。

　ガラスだけではなく、シグもぞっとして身震いした。人間ならば誰だれでもそうなる。聞いた者の腹の底から、野生の獣に対する本能的な恐怖を呼び覚ます。そんな声だった。

「おい！　なにが起きてる！」

　シグはドアの向こう側にいるであろう見張りに呼びかけた。尋常な事態でないことくらいは誰にだって分かる。だが、返答は言葉ではなかった。鍵かぎがかかっているドアが勢いよく吹き飛んで、医務室の窓を突き破った。ガラスが砕け散るけたたましい音が鳴り響く。

「な……」

　突然のことにシグは呆あつ気けに取られ、言葉を失った。そして、ドアを蹴け破やぶって医務室へと入ってきた見知った顔に声を上げる。

「……ロッテ！」

「シーくん、助けにきましたよ」

　シャルロッテは肩で息をしていた。それだけでなく、ふらふらとして足元も頼りない。目の焦点もどこか定まっていなかった。

「今、手錠を外しますから」

「お前、大丈夫か。どこか悪いんじゃあ――」

「大丈夫、ですよ」

　彼女は無む理り矢や理りに笑顔をつくった。

　そのままベッドに上がり、手錠の鎖を引き千切る。まるで玩具おもちやのように、あっさりと。

　シグは自由になったことよりも、そんなシャルロッテにぎょっとした。

「シーくん、いってください」

　彼女はそう告げると、力尽きたようにして倒れ込んだ。

　シグは慌てて彼女を抱きかかえた。呼吸が荒く、顔が上気している。そっと額ひたいに手を当てると、素人しろうとでも分かるほどに熱かった。

「おい、ロッテ！」

　この症状はシャルロッテが狼ろう狂きよう病びように感染した時にそっくりだった。病が進行しているとしか思えない。そうであれば、ドアをあそこまでの勢いで蹴け破やぶり、手錠を引き千切ったことも納得できる。スバールスバールの人じん狼ろうと同じ身体からだ。あのヒューゴ・ザスのような。

　だが、なぜ急に。彼女の身体がまったくついていけていない。

　シグは不意に閃ひらめいて、外を見やった。

「あの光に関係あるのか……？」

「シーくん、わたし、大丈夫ですから」

　まだ意識があるらしく、シャルロッテは弱々しく言った。

　額に当てられたシグの手を取って、そっと握り締める。

「でも、嬉うれしいです」

「なにがだよ」

「だって、わたしのこと心配してくれてます」

「当たり前だろうが。俺おれが心配しなけりゃ、誰だれが心配するんだよ。子供の頃ころからずっとそうだっただろ」

　シグはなんの迷いもなくそう言った。

「はい……」

　シャルロッテはそれを聞いて一瞬の間きょとんとしていたが、シグの言葉を噛かみ締めるようにして、それから弱々しく笑った。

「シーくんはわたしの王子様だと思ってました。ホントですよ」

「……知ってるよ」

　シグは微苦笑を浮かべた。そう、自分は彼女の気持ちをずっとずっと分かっていたのに。あと一歩を踏み出すのが怖くて、結局、違う道をいくことになってしまった。

　シャルロッテは握っていた手をそっと放した。

「けど、違ったから」

　シグの胸に手を添えると、無む理り矢や理りに身体を起こす。

「だから、シーくんはもう、いかないと。それがシーくんの決めた道でしょ。わたしなんかの心配をしていたらダメですよ」

「ロッテ……」

「でも、最後に一つだけ、お願いしていいですか」

　彼女はシグの首に腕を回すと、胸に顔を埋めた。

「ぎゅってしてください」

　シグは無言で彼女を抱き締めた。

　ぎゅっと。

　華きや奢しやな身体からだは柔らかくて、体温や吐息すら感じられた。

　シグは耳元で囁ささやいた。

「ごめんな、ロッテ」

「ううん。ありがと、シーくん」

　短く囁き返すと、シャルロッテはシグからやんわりと離れた。

「さよならってわけじゃないって、シーくんが言ったんですから。わたし、覚えてますから。だから――」

　彼女は精一杯、笑った。

「いってらっしゃい」

　その笑顔に、シグは斜に構えた皮肉げな笑みを返した。それはシャルロッテがよく知っている、いつもの彼の表情だった。

「じゃあ、いってくる」

　彼はもう振り返らなかった。ガラスがなくなった窓から身を乗り出し、そして目に飛び込んできた光景に唖あ然ぜんとする。

　月光を思わせる淡く白い光が〈竜の箱庭〉都市を照らし出す中、大図書館の屋根の上で咆ほう哮こうする巨大な灰色狼おおかみがいた。まるで信じられないでたらめな光景だったが、それは確かに現実だった。

　シグは表情を強こわ張ばらせ、だが躊ちゆう躇ちよすることなく外へと身を躍らせた。



　　　◆◇◆◇◆



〈竜の箱庭〉都市を照らす白い光に向けてひとしきり遠とお吠ぼえをすると、ヒューゴ・ザスだった灰色の巨大な狼は、大図書館の屋根から跳躍した。

　その姿が巨大な影となって街に下りる。

　一呼吸を置いて、巨体そのものが立ち並ぶ集合住宅を押し潰つぶした。

　轟ごう音おんと衝撃。

　家の骨組みが壊れるめきめきという音。

　激しい土埃が上がり、舞い上がった大小の瓦が礫れきが降り注ぐ。

『あおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんんんんんんん!!』

　耳を覆いたくなるような遠吠え。

　すでに異変に気づいた住人たちが寝巻き姿のまま家を飛び出し、周囲は大混乱だった。

　どこに逃げればいいのかも分からずに右往左往する。

　通りは人で溢あふれ、怒号と悲鳴がそこいら中で聞こえた。

　狼おおかみの真っ青な瞳ひとみはぎらぎらと輝き、肉食獣の牙きばが並ぶ口元からは唾だ液えきが滴したたり落ちている。

　逞たくましい前足を一振りするだけで、屋根が吹き飛んで、壁が粉々になった。

　蹴けり飛ばされた自動車が軽々と数十メートルを飛んで、鋼鉄が拉ひしやげる音とともに集合住宅の四階に飛び込んだ。

　爆発。

　赤い炎が一気に燃え広がる。

　炎に照らされた灰色の毛並みが白く輝き、引き締まった巨きよ躯くは美しくすらあった。

　もし魔術士がその光景を見たならば、恐怖で引ひき攣つった顔で灰色の狼を見上げただろう。狼が魔術を使おうとしていたから。

　危うく、稚ち拙せつな、〈タペストリー〉の編み変え。

　巨体が一瞬だけ蜃しん気き楼ろうのようにゆらりと揺れた。そして魔術が発動する。

　真っ青な瞳が並ぶ眉み間けんの辺りに、小さな鉄球が現れる。

　書き換えられた仮かり初そめの現実が、本物の世界に取って代わる。

　鉄球は猛烈な勢いで加速した。

　進路上にあるあらゆるものを衝撃波で薙なぎ倒し、貫き、〈竜の箱庭〉都市がある浮島そのものを横断して空の彼方かなたへと抜けていく。

　遅れて空気を切り裂く、ひゅごっ、という爆音が響き渡る。

　その魔術が通りすぎたあとには、なにも残らなかった。

　幅数メートルに亘わたって、抉えぐり飛ばされた大地と建物の残ざん骸がいがあるだけだった。

「〈竜の箱庭〉をぶち壊すつもりか！」

　シグはひたすら暴れる灰色の狼を目指して、逃げてくる人ごみを掻かき分けて走っていた。

　あの魔術は間違いなく、ヒューゴ・ザスの〈弾丸超特急〉。威力は桁けた違ちがいだし、〈タペストリー〉の編み変えは恐ろしく単純化されているが、間違いない。

「あの化物がそうだってのかよ……！」

　シャルロッテの狼ろう狂きよう病びようが急に進行したことに関係があるのかもしれない。元々、ヒューゴはかなり進行している状態だったのだ。そこからさらに症状が進めば――

　シグは頭を振った。だからといって、あの有様はなんだ。

「考えたって仕方ねえ」

　もうどれくらいの距離を全力疾走しているのか分からなかった。

　大きな通りは逃げ惑う人々で溢れているため、曲がりくねった細い路地をいく。そのせいで随分と遠回りをすることになった。息が上がり、足が動かなくなってくる。だが、彼は走るのをやめなかった。

　あの狼は大図書館の屋根に上っていた。

　大図書館にはルノアとリラがいるんだぞ！

　狼が再び魔術を放った。

　灰色の巨きよ躯くが蜃しん気き楼ろうのようにゆらりと揺れて、間髪入れずに街が破壊される轟ごう音おん。遠くでなにかに引火したのか、派手な爆音が上がって巨大な火柱が空を焦がした。

　遅れて響く空気を切り裂く音。

　シグは灰色の巨体を横目に、破壊された家々の瓦が礫れきを飛び越えて大図書館の敷地に転がり込んだ。入口に続く階段を一段飛ばして駆け上がり、唖あ然ぜんとする。

　肩で息をして、言葉が出てこない。

　入口の扉は周囲の壁も含めて完全に吹き飛ばされており、開架区画の奥までが蹂じゆう躙りんされていた。さらには完全に炭化した死体が二人分転がっている。おそろくは図書館警察の人間だろう。

「魔術で、やりやがったのか……」

　シグは滴したたる汗を拭ぬぐい、どうにか息を整えた。

　分からないことが多すぎるが、こんな時こそ冷静にならなければ。感情のコントロールだ。自分自身にそう言い聞かせる度に、シグは皮肉な気持ちになる。自分が今まで生き残ってこれたのは、師の教えが文字通り血肉となっているからに他ほかならない。

「……公安の突入を受けたな」

　ルッツが失敗したのか、あるいは不測の事態が起きたのか。どちらにせよあまりいい方向に物事は動いていないことだけは分かる。

　シグは大きく息を吐いて、完全に呼吸のリズムを整えた。

　薄暗い大図書館の奥を見据えて――

「痛い痛い痛い。肋ろつ骨こつが折れてるんだよ。内臓に刺さる」

「うっるさいわね！　運んでやるだけありがたく思いなさいよ！」

「まったくだ。情けない奴やつめ。わたしだって身体からだ中じゆうが痛いんだからな」

「君たちはあれだね。シグへの優しさの半分でもいいから他人に分け与えるべきだと思うね、僕は」

『うるさい！』

　ルッツに肩を貸してずるずると引きずっている二人と目が合った。

　シグは突然のことになにを言っていいか分からなかった。口を開いてぽかんとする。それはルノアとリラも同じだったようで、ただ唯一ルッツだけがひらひらと手を振った。

「すまない、シグ。穏便にとはいかなかった」

「この状況を見りゃ分かる。ま、結果オーライってところだが」

「なんともありがたい言葉だね」

　そう言って力なく笑ったルッツは、身体を支えてくれていた二人の少女から問答無用で放ほうり出された。肋骨に響いたのか、声にならない悲鳴を上げて苦く悶もんの表情を浮かべる。

「シグ！　お前は本当にいつもいつも！」

「おわ!?」

　ルッツを放り出したルノアがびっくりするくらいの速さで走ってくる。そのまま飛びつかれて、シグは思わず倒れそうになった。恥も外聞もなく、思いきり抱きつかれる。彼女の方が頭一つ分低いので、ぴょこんとしたポニーテールだけがシグの瞳ひとみに映っていた。

　まったく予想していなかった展開で、抱きしめてやることもできずに、彼の両腕はいき場を失った。

「おい、ルノア、お前な――」

「うるさい！　お前はバカか！　なんであの時、わたしたちだけ先にいかせたりしたんだ！　あんなに、一緒だって、言ったくせに！　バカ！　今度あんなことしてみろ、もう知らないからな……」

　ルノアにまくし立てられて、シグは言葉を遮られた。だが、その声は次第に小さくなっていった。彼女は顔を上げずに、シグの胸に額ひたいを当てたままぐしぐしとしていた。ひょっとして、泣いているのだろうか。

「悪かったよ。けど、ああしないと三人とも――」

　あれは編成を組む上で叩たたき込まれてきた魔術士の生存本能だ。リスクを最小限に取り、全滅するよりは一人でも二人でも生き残る選択肢を選ぶ。そういう教育を、彼は骨の髄ずいまで叩き込まれている。

「いいんだ」

　囁ささやくようなか細い声で、ルノアは言った。

「最後まで一緒に踊れるなら、どうなってもいいんだ」

「……そうかい」

　シグは自分の過ちを悟って苦笑した。

　片方だけが生き残ったところで仕方ない。舞踏会を踊るということは、つまりはそういうことだ。地獄の底までも、手に手を取っていかねばならぬ。孤独の怖さを、自分も、そしてルノアも、よく分かっているではないか。

「でも、会えたから――」

　彼女はようやく顔を上げた。

「今回だけは許してやるぞ。ありがたく思え」

「へいへい」

「なんだその態度は！　殺すぞ！」

「よせ！　首を絞めるな！」

　ルノアを強引に引き離すが、腕にくっついて離れようとしない。これが本当にあの凛りん然ぜんとして勇ましかった、ルノア・ローゼンタールなのだろうか。

「シグ」

「ああ」

　名前を呼ばれて視線をやる。ルノアに先を越されたリラが、不満そうにこちらを見ていた。ほっそりとした腰に両手を当てて、唇を尖とがらせている。

「ホントに悪かったって思ってる？」

「思ってるよ」

「ふーん。ホントに？」

　リラは半眼になって値踏みするような視線を送ってきた。

「あんたは毎度毎度、あたしにどんだけ心配かけさせれば気がすむわけ？　真性のバカなの？　猿でもできる反省って言葉を知らないの？　猿以下なの？」

　強い調子で機関銃のように言葉を続け、彼女はつかつかと近づいてくる。

　きっと睨にらみつけてくる瞳ひとみはうるうるとしていて、今にも涙が零こぼれ落ちそうだ。

「お仕置きするわよ」

「な、なんだよ……」

　リラが右手を大きく振り上げたので、シグは一歩、後ろに下がった。

　横っ面を叩たたかれると思い、目を閉じる。

　だが、覚悟した一撃はこなかった。

　その代わりに、そっと頬ほおに触れられる。リラの細い指、柔らかい掌てのひらの感触に目を開けると、彼女は必死に泣くことを堪こらえていた。

「もう、離れたくないって言ったじゃん。バカ……」

「すまん」

「次にやったら死刑なんだからね」

　そのまま頬を思いきり抓つねられる。

「痛い痛い痛い……！」

「このくらい我慢しなさい！」

　リラはぴしゃりと言ってから、舌を出してくすりと笑った。

　シグの頬から名残惜しそうに手を放す。

「あんたも！　いつまでくっついてんのよ！　心許した猫か！」

「うるさいな！　なにをする！」

　ルノアの抗議の声を無視して、リラは強引に彼女をシグから引っぺがした。

　ようやく両腕が自由になり、シグはリラに抓られた頬を擦こすりながら、赤く燃える〈竜の箱庭〉都市と破壊を続ける灰色の狼おおかみを見据えた。

　脇わき腹ばらを押さえながら歩いてきたルッツが苦しげにうめく。

「君たちのメロドラマをいつまでもやってる状況じゃないからね」

「うるせえよ。ったく、魔術士の総本山〈竜の箱庭〉がなんてざまだ」

　シグは皮肉げな笑みを浮かべた。未いまだかつて、何なん人ぴとたりとも侵略を許すことのなかった永世中立重武装都市が、こんなにもあっけなく火の海になるなど。

「あの化物は一体なんなんだよ」

「ヒューゴ・ザスさ。色々あって大図書館でかち合ってね。理由は定かじゃないが、ああなった。君もここにくる途中、あの化物が魔術を使うところを見ただろう？」

「ああ。ありゃ確かに、ヒューゴのおっさんの魔術だよ」

　シグはルッツの言葉にも驚かなかった。なんとなく予感していたとおりだったからだ。問題はあの化物をどうするかだった。どうにも理性があるようには思えない。放ほうっておけば、この〈竜の箱庭〉そのものが灰かい燼じんに帰すだろう。

「おいおい。まさか、あれとやり合おうってのかい」

　シグの気配を敏感に察知したルッツが顔をしかめた。喋しやべるだけで痛みがひどいらしい。

「よせよ。ここは〈竜の箱庭〉だぞ。強力な魔術士は腐るほどいる」

「けどな、執行部が機能しなけりゃ動けもしない」

　絶対的な権力による上意下達の強固な官僚組織。それはすべての委員会にも、すべての教室にも徹底されている。魔術士個人ではなく組織であることこそが、〈竜の箱庭〉の強みだからだ。だが、同時にそれは即応性や柔軟性を失うことにもなった。

　外交による政治の裏側でばら撒まかれる賄わい賂ろ、諜ちよう報ほう工作による脅迫と懐かい柔じゆう、シンパの支援、あらゆる手段を駆使して守り抜いてきた平時。その間の内部での熾し烈れつな権力闘争が招いた結果がこの有様だ。

　あんな化物が暴れて街が火の海になっても、上からの指示がなければ動けもしない。己の利益がなければ動きもしない。ひょっとしたら、多くの魔術士たちはこの騒ぎに対する立ち回りで生じる損得勘定をしているのかもしれなかった。

「時間が経たてばそれだけ人が死ぬ」

　シグは硬い声で言った。

「それに――ヒューゴのおっさんとは決着をつけなきゃな。あれは舞踏会の踊り手だし、向こうもそれをお望みだ」

　灰色の狼おおかみはぴたりと動きをとめて、ぎらぎらと輝く真っ青な瞳ひとみでシグを見据えていた。まだヒューゴ・ザスだった頃ころの記憶が本能的に残っているのか、狼は明らかにシグを敵として認識している。

「ルノア」

「いつでも」

「リラ」

「やってやるわ」

　二人の返答に、シグは不敵に笑った。

「なら踊るとするか。空の彼方かなた、天国だろうが、地獄だろうが、どこまでもな」

　そう言ってから、不意にルノアの方を振り返る。

「そういや、一応聞いておきたいんだが」

「なんだ」

「その格好、なんなんだ？」

　ルノアはそう言われて、自分が下着が今にも見えそうな短いスカートで、普段は着ないいかにも女の子な服装であることを思い出した。しかも大図書館での戦闘でボロボロになってしまったので、そこはかとなく露出が増えているような気がする。

「こ、これは、違う。わたしとしては不本意ながら、仕方なかったのだ！」

　急に恥ずかしくなったのか、彼女は顔を赤らめてスカートの裾すそを両手で押さえた。

「走っただけで見えるぞ、多分。その縞しまパ――」

　最後まで言わせることなく、ルノアはシグを蹴けり倒した。



　　　◆◇◆◇◆



「おーおー、帰ってきたと思ったらまた派手にやってくれちゃって。参ったね、どうも」

　燃え広がった紅ぐ蓮れんの炎が薄うす闇やみを真っ赤に照らし出し、風は熱風となって炎の柱と火の粉を舞い上げる。消火活動はまったく追いついておらず、炎の中にいる巨大な狼おおかみが混乱に拍車をかけていた。

「あの〈竜の箱庭〉が、ざまあない。哀あわれだねえ」

　双眼鏡を覗のぞくザウエルは、煙草たばこを咥くわえている口元をわずかに歪ゆがめた。

〈竜の箱庭〉が誇る時計塔の最上階。頭上には大きな鐘が吊つり下げられている。彼はそこから燃え上がる街並みを楽しそうに睥へい睨げいしていた。熱風が火の粉をここまで運んでくるが、まったく気にした素振りはない。

「随分と嬉うれしそうだな」

「そうか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　背後から声をかけられて、ザウエルは双眼鏡を覗のぞくのをやめた。

　クロイツェルだった。猛もう禽きん類るいのように鋭い眼光はそのままだったが、まるで人形のようにどこか虚うつろで無機質な表情だった。

　彼女は訓練キャンプにいた時のような野戦服ではなく、白いシャツの上から黒革のジャケットを羽織っている。唯一の名残は、首から提げている防砂用のゴーグルくらいのものだ。愛用していた自動小銃も、銃身を切り詰めた散弾銃に変わっている。

「その虫むし唾ずが走るにやけ顔をやめたらどうだ」

「こいつは生まれつきなんでしょうがない」

　ザウエルは不ぶ精しよう髭ひげが生えている口元を撫なでて、くぐもった笑い声をもらした。だが、色いろ眼鏡めがねをかけていない斜視の碧へき眼がんは、凍こごえるように冷たかった。それはグスタフとともに幾多の修しゆ羅ら場ばを潜り抜けてきたクロイツェルですらぞっとするような目だった。

「ま、しかし、メルセデス・ベルケはなんとも厄介なことをしてくれたもんだよ。おもしろいものが見れて本人は満足だろうが、後始末する奴やつの身にもなってほしいもんだ」

　煙草たばこの灰を足元に落とすと、ザウエルは双眼鏡の倍率を調整した。

　再び覗き込む。灰色の毛並みをした狼おおかみにピントが合い、

「ヒューゴの旦だん那なも、なんとも哀あわれだねえ」

　あの錬金魔術士が狼ろう狂きよう病びようの患者を使って実験をしたがっていることは知っていた。だからこそヒューゴの監視役を頼んだのだが、思いの他ほか早くに実験を行う機会となったらしい。できればこうなる前にエリーゼ・ヴァレンシュタインを回収しておきたいところだったのだが。メルセデス・ベルケとはもう連絡もつきはしない。

「ま、大した問題でもないがな」

　短くなった煙草を足元に落とし、踵かかとで踏み躙にじる。

　ザウエルは双眼鏡をクロイツェルに差し出した。

「見てみろ。スバールスバール帝国に長くいたおたくなら、聞いたことくらいはあるんじゃないか。狼狂病の成れの果てさ」

「バカな。確かに狼狂病は末期まで進行すれば、文字通り狂った狼に成り果てるが……あんな巨大な化物になどなりはしない。せいぜいが人と同じ程度だぞ」

　双眼鏡を覗いたクロイツェルは、吐き捨てるようにして言った。

「まあな。だが、そこがあの錬金魔術士の凄すごいところさ。よーく見てみろ」

　ザウエルに促うながされて、彼女は目を凝こらして灰色の狼を観察した。ほんの一瞬だけ、巨体が蜃しん気き楼ろうのように揺らぐ時がある。あれは一体なんなのか……

「気づいたか？　狼狂病ってのは感染すると自身の〈タペストリー〉をじわじわと編み変えられる魔術疾しつ患かんだ。だから現実として定着しちまう。その進行をどんな方法かは知らないが爆発的に加速させた上、その過程で別の〈タペストリー〉をちょいと追加されたのがあの姿だよ」

「つまり、あの姿は魔術で維持しているということか」

「ご名答」

　ザウエルは優秀な生徒を持った気分になった。

「だからあれは現実として定着しちゃいない。強制的に〈タペストリー〉を編み変えている状態だからな。理性なんてものは吹っ飛んでるから魔術士がやるような集中力もなけりゃ、万が一の時の保険もない。かなり不安定な状態さ。だから、ああしてたまに揺らいでるだろ。存在そのものがな」

「惨むごいことを」

　双眼鏡から目を離し、クロイツェルは苦々しい表情になった。苛いら立だたしげにポケットから煙草たばこを取り出すと、オイルライターで火を灯ともす。

　そんな彼女を見て、ザウエルは斜視の碧へき眼がんを色いろ眼鏡めがねでそっと覆い、新しい煙草を咥くわえた。黒革の手袋をしている右手を使って、マッチで器用に火を灯す。

「なら、なんとかしてやったらどうだ、クロイツェル」

「なに？」

「ま、俺おれはこの〈竜の箱庭〉がどうなろうと知ったこっちゃないし、なんならこの蒼そう天てん世界から消えてなくなってくれた方が清々するがね」

　酷こく薄はくで、乾ききった、地獄の亡もう者じやの声。冷たい心の奥底で暗い執念の炎が燃え盛る、ワルサー・ザウエルという男の本当の声。それはいつもの軽口ではなく、彼の本音に違いなかった。

「あの化物に他ほかの竜王女まで殺されたんじゃあ、冗談にもなりゃしない」

「私にあの狼おおかみを狩れということか」

　クロイツェルは煙草を咥えたまま、ザウエルを見据えた。

　落ちそうだった灰が、風に吹かれて飛んでいく。

「ま、腕試しといこうじゃないか、クロイツェル」

　ザウエルはたっぷりと肺に吸い込んだ紫煙を盛大に吐き出した。

「まだ俺に秘密にしてることがあるだろう、おたく。契約した舞踏会のパートナーに、隠しごとはしちゃいかんよ。え、おたく」



　　　◆◇◆◇◆



『あおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんんんんんんん!!』

　狼は一度だけ遠とお吠ぼえを上げると、巨大な四し肢しで瓦が礫れきを蹴け散ちらしながら一歩一歩近づいてきた。ぎらぎらと光る真っ青な瞳ひとみ、剥き出しになっている鋭い犬歯、そしてだらりと伸びた赤い舌。唾だ液えきが口元からだらだらと流れている。はっはっはっ、という荒い息遣いが不気味だった。

「四帝じゃあ竜の化物。帰ってきたら、今度は狼かよ」

　シグは震える自分の脚を力任せに殴りつけ、それでも表情が強こわ張ばるのを自覚した。

　巨大な狼おおかみには、人間が本能的に恐怖してしまうなにかがあった。肉食の獣に対する、自分が狩られる対象であるという漠然とした恐怖だ。

「なにか策はあるのか？」

　ぴたりと隣についているルノアが言ってくる。

「まずは人じん狼ろうの再生能力があるかどうかを確かめる。それ次第で変わってくるぜ、やり方がよ」

　もし人狼の特徴を受け継いでいるなら、銀が効くはずだった。ちらりとリラを見やる。彼女の左耳には、シグが片方をもらった銀十字のイヤリングがついている。

「リラ」

「分かってるわよ。片一方も戻ってこないし、新しいの買ってよね！」

「任せとけって」

　リラがイヤリングを外して、投げて寄越した。それを受け取ると、シグはいよいよ間近に迫った狼を睨にらみ据えた。

「ルノア、先に仕掛けろ。右側からだ。リラは援護を。それでまずは確かめる」

　シグの言葉に二人はうなずいた。

「時間差で俺おれが左側から仕掛ける。銀が効くならどうにか接近してぶち込んでやる」

「もし効かなかったらどうする」

「銀が効かないなら、傷は再生しない。ガチンコで命の削り合いだ」

「上等だ……！」

　ルノアは腰を落として半身になると、〈タペストリー〉の編み変えを開始した。

　リラも大きく右に回り込むようにして後方に走り、同じく〈タペストリー〉を編み変える。半壊した建物の二階に駆け上がり、彼女は編み変えた〈タペストリー〉のイメージを確固たるものにするために魔術の名前を叫んだ。

「〈魔弾射撃〉！」

　なにもないリラの手に、ボルトアクション式の小銃が現れる。彼女は滑らかな手つきでボルトハンドルを握り、初弾を薬室に送り込んだ。すかさず発砲。

　銃声。銃火。ボルトアクションで弾はじき出される空から薬やつ莢きよう。

　刹せつ那なの間に六発の弾丸を撃ち尽くし、仮かり初そめの現実だった小銃が粉々に砕け散った。撃ち放たれた弾丸は六発それぞれが別の軌道を描きながら、灰色の狼に向けて殺到する。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　リラの初弾の発砲を確認すると、ルノアも魔術の刃やいばを手にした。切っ先を地面に擦こするように下段に構え走り出す。巨大な狼の右側から回り込み、懐に入ろうとした。

　だが、狼は標的をルノアにしたようで、低く唸うなると大きく裂ける口を開いた。

　凄すさまじい速さで噛かみついてくる。

「この！」

　ルノアは身を投げ出すようにして転がり、その一撃をかわした。

　がちん、という牙きばが噛かみ合う音が響き、彼女の背筋を凍らせる。

　一瞬だけ遅れて、狼おおかみの顔面に六発の弾丸が殺到した。

　だが、どれも手て応ごたえがない。灰色の毛が小銃程度の口径を通さないのだ。

「ダメか！　ルノア、あたしの魔術じゃ気を逸そらすくらいしかできないわよ！」

　リラが半壊した壁の陰から叫び声を上げた。

　続けざまに再び六発の銃声が響く。

　狼は煩わずらわしそうに、殺到する弾丸を前足で打ち払った。

　ルノアはその隙すきに狼の懐に入り込んだ。

（化物が。わたしの〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉も通るかどうか！）

　大木のような後ろ足を、強烈な踏み込みとともに斬きり上げる。

　刃やいばが肉に喰くい込んで微動だにしなくなった。

「くそ……！」

　どうしようもなくなって、ルノアは魔術の刃から手を放した。

　瞬間、後ろ足で蹴けり飛ばされる。

「なあ!?」

　全身を横殴りにされたような衝撃を受け、ルノアは軽々と吹き飛んだ。

　破壊された石畳を転がり、瓦が礫れきの山に激突して、それでもとまらずに薬局の壁にぶつかってようやくとまる。

　ルノアはふらふらと立ち上がった。全身、打撲と擦り傷だらけだ。頭を打ったのか、くらくらした。無意識に頭に手をやると、べっとりと血がついた。

「やってくれたな……！」

　それでも気力だけで前を向き、ルノアはぎょっとした。

　巨大な爪つめと肉球が目の前に迫ってきていた。

　前足だった。

　かわせない！

　そのまま思いきり押さえつけられる。

「ああああああああっっっっ!!」

　全身の骨が砕けるような感覚に悲鳴を上げる。

　狼の荒い呼吸が聞こえ、彼女の顔のすぐ近くに唾だ液えきが落ちてくる。

　こいつは本気で餌えさにする気だ。

「こ、の、バカ犬めえ！」

　ルノアはほとんど怒りだけで意識を保っていた。〈タペストリー〉を編み変えて、どうにか動かせる右腕に魔術の刃を出現させる。刀身は一〇メートル近くあり、彼女の手に顕けん現げんした瞬間、狼の舌を貫いた。

　ルノアはそのまま強引に刃を振るい、長い舌の先までを斬り裂いた。

　甲高い悲鳴が上がり、血が降り注ぐ。

　さすがに前足の力が緩み、ルノアはごろごろと転がって抜け出した。編み変えていた〈タペストリー〉が維持できなくなって、魔術の刃やいばが砕け散る。

　斬きり裂かれた狼おおかみの舌は、時間を早送りするかのようにして再生を始めていた。後ろ足の傷は、もうすっかり治っている。人じん狼ろうの特性はそのままだ。

　狼が血ち塗まみれになった口を開いた。

　もう今度はかわせない。

「シィィィィグッッ!!」

　ルノアは叫んだ。

　瞬間、どごん、という音とともに狼の顔が横にぶれた。

　いや、死角からの強烈な蹴けりを顔面に喰くらったのだ。

　牙きばが折れ飛んで、巨きよ躯くがぐらつく。

「まんまとルノアに気を取られやがって！」

　蹴りの反動で大きく宙を舞ったシグは、着地するなり一足飛びに距離を詰めた。〈仄ほの暗ぐらき人狼〉の効果で、シグの身体能力は爆発的に強化されている。一時的とはいえ、あのヒューゴ・ザスとまともにやり合えるほどのイカサマだ。

　真っ青な瞳ひとみに怒りの光を灯ともし、狼はぐるぐると低く唸うなった。

　鼻先に皺しわを寄せて、完全に頭にきているようだった。

「女の子とじゃれ合う時間は終わりなんだよ！」

　狼が右の前足を横に払った。

　シグは腰をぐっと落とし、歯を食い縛ってその一撃を正面から受けとめた。左腕を右腕で支え、全身の骨を砕くような衝撃に耐えてみせる。軽く吹き飛ばされ、それでも彼は一瞬で身を起こした。

　間髪入れずに地面を蹴る。

「だらあっ！」

　狼の左の前足に、強烈な蹴りを入れた。

　肉を打ち、骨を断つ、強烈な打撃音。

　足があらぬ方向に折れ曲がり、狼が体勢を崩す。

「喰らえ！」

　シグは跳躍した。

　そのまま狼の顎あごを蹴り上げる。

　ごがん、という骨を砕く音。

　大きく顎が跳ね上がり、狼の巨体がたたらを踏んだ。

「とどめをさしてやるぜ、ヒューゴ！」

　シグは空中で銀十字のイヤリングを握り締めた。

　だが、狼の身体からだが蜃しん気き楼ろうのように揺れる。

「しま――！」

　魔術がきた。仮かり初そめの現実が、世界に顕けん現げんする。

　シグは反射的に空中でどうにか身体からだを捻ひねった。

　そのすぐ横を音速の鉄球が擦過する。

　凄すさまじい衝撃波に襲おそわれて、世界が回った。天地が逆さまになり、なにも分からないまま半壊している集合住宅の壁をぶち抜いて、無人の部屋の家具を巻き込んだ上に廊下への壁もぶち抜いた。

「っそったれ！」

　埋もれた瓦が礫れきを押しのけて、シグはどうにか立ち上がった。

　せっかく与えたダメージも、あの狼おおかみはすぐに回復してしまう。魔術の効力が切れる前にかたをつけなければならない。だが、握り締めていたはずのイヤリングがないことに気づき、シグは背筋が寒くなった。

「なんてこった……！」

　この状況で探し出すことなど、不可能に近い。

『あおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんんんんんんん!!』

　身震いするような遠とお吠ぼえが上がる。

　それはまるで勝利の雄お叫たけびだった。完全にシグを標的と定めたようで、ゆっくりと近づいてくる。まだ前足は治っていないようだったが、すぐに再生するだろう。

　シグは口元を引ひき攣つらせて、自分がぶち破った壁の穴から狼のぎらぎらと輝く真っ青な双そう眸ぼうを見返した。

「詰めが甘かったのは、今回は俺おれの方かよ……」

　それでもやれるだけはやってやろうと拳こぶしを強く握り締めた時、

「ヒューゴ！　もうおやめなさい！　わたくしのことが本当に分かりませんの!?」

　悲鳴じみたそんな声がした。

　狼の顔の近くを、生乾きの血に塗まみれた一人の少女が飛んでいる。

「エリーゼよ！　エリーゼ・ヴァレンシュタインですわよ！」

　その言葉のとおり、それはエリーゼだった。代名詞でもある騎き兵へい槍そうはなく、懇こん願がんするように言葉を続けている。

「正気に戻って！　ヒューゴ！　お願いだから！」

　それはもう、悲痛な絶叫だった。

　エリーゼはただただ金色の双眸に恐怖の光を灯ともして、今や言葉すら話せない巨大な狼に向けて懸命に呼びかけていた。なにも狼が怖いのではない。舞踏会のパトーナーである、ヒューゴ・ザスを失うことが怖いのだ。

「ヒューゴッッ!!」

　彼女の声は、だがなにも届かない。

　狼は顔の周りを飛び回るエリーゼに低く唸うなると、煩わずらわしそうに前足を振るった。

「きゃっ……！」

　か細い悲鳴を残し、エリーゼが弾はじき飛ばされる。彼女は魔術の制御を失って数十メートル先の瓦が礫れきに激突した。衝突の音がして、土埃が舞い上がる。

　シグはその光景の苦々しさに奥歯を噛かみ締めた。

　あの二人は傍はた目めに見てもお互いのことを深く信頼し合っていた。心を寄せ合っていた。それがこんなことになるとは。同情をするわけではなかったが、二人の舞踏会の残酷な運命は後味が悪すぎる。

「あんたは哀あわれだよ、ヒューゴ。俺おれを殺したって、もう舞踏会を踊れやしない」

　シグは精一杯、皮肉げな笑みを浮かべた。

　狼おおかみがぐるぐると低く唸うなり、今にも飛びかかってくる！

「〈死神きたりて哄こう笑しようす〉！」

　どこからともなく、凛りん然ぜんとした女の声が響き渡った。

　それはシグの頭上、半壊した集合住宅の屋上からだ。

　間髪入れずに誰だれかが飛び降りてくる。

　褐かつ色しよくの肌をした女の魔術士。鮮やかな金髪をばっさりと短くして、猛もう禽きん類るいのような鋭い眼光をしていた。

　彼女は肩に長い棒を背負っていた。その先にはゆらゆらと揺れる漆黒の刃やいばがある。巨大な鎌だ。まさに死神の鎌――

　女は狼と擦れ違い様に大鎌を振るった。

　刃が景色と同化して見えなくなる。

　瞬間、狼が咆ほう哮こうした。

　深々と首筋に鎌の刃が喰くい込んでいた。

　真っ赤な血が噴出し、狼が痛みに身体からだを捩よじった。

　鎌の柄に掴つかまっていた女は、反動を利用して狼の背に飛び移ると、背負っていた散弾銃を構えてポンプアクションをした。そのまま暴れる狼の背から鎌が喰い込んでいる首を飛び越え、頭から鼻筋へと走り抜け、振り向き様に発砲。

　真っ青な目に十数発の散弾が直撃し、狼は狂ったように甲高い悲鳴を上げた。

　激しく暴れて女は振り落とされたが、なんなく着地する。

「な……」

　その戦いぶりにシグは唖あ然ぜんとした。〈竜の箱庭〉の魔術士なら、ここまでの使い手を知らないはずはない。何者かは分からなかったが、あの女がことさらに実戦を数多く経験していることだけは理解できる。

「哀れな狼ろう狂きよう。すぐに楽にしてやる」

　女はそれだけを言った。〈タペストリー〉を幻視したのがシグにも分かった。だが、狼の首に喰い込んだままの大鎌も魔術のはずだ。

（二種類の魔術を使う……？）

　女は一瞬で〈タペストリー〉を編み変えた。すかさず魔術が発動する。

「〈氷ひよう筍じゆん聖域〉」

　狼おおかみを中心に地表が円形に凍りつく。四し肢しを氷に囚とらわれて、狼は身動きが取れなくなった。

　水を媒ばい介かいにしない氷の魔術など、シグは目にするのもはじめてだった。だが、その魔術はまだ終わりではなかった。

　次の瞬間、凍りついた地面から無数の氷柱つららが飛び出した。

　剣山のように隙すき間まなくぎっしりと、長さ数メートルの鋭い氷の柱が立ち並ぶ。

　狼はその巨きよ躯くを無数の氷柱に貫かれ、灰色の毛並みは一瞬で血みどろになった。苦しげな唸うなり声をもらす。これでは傷は再生できない。身動きも取れない。

「死にきれないか。タフな奴やつだ」

　女はさすがに呆れたようだった。

　狼の身体からだが今までも何度かあったように、ゆらゆらと揺れていた。

　これほどの傷を受けても狼の闘争心はまだ衰えてはおらず、本能で魔術を使おうとしている。〈タペストリー〉を幻視して、編み変えようとしている。

（失敗するぞ……！）

　シグは直感的にそう感じた。

「やめておけ。無駄な足あ掻がきだ」

　女はそう告げると、散弾銃を背負い直した。

　シグは放ほうっておくこともできずに、女に向けて叫んだ。

「おい！　そこから離れろ！　巻き込まれるぞ！」

「分かっている。あの身体を維持している〈タペストリー〉も崩壊しかかっている。〈矛盾の蛇〉が起きるな」

　女の返事はそっけなかった。

　彼女は踵きびすを返すと、軽い身のこなしで瓦が礫れきを飛び越え、すぐに姿が見えなくなった。

「そうだよ、〈矛盾の蛇〉に呑のまれるぞ……！」

　とっくの昔に魔術の効果が切れて、身体がガタガタになっているシグは、逃げることもできずにつぶやいた。

　魔術士によって編み変えられた〈タペストリー〉は、矛盾を正そうとして常に元の姿に戻ろうとする作用が働いている。魔術はそれを誤魔化して一時的に現実を書き換え、うまく元に戻してやる技術だ。だが、編み変えに失敗すると〈タペストリー〉が元に戻ろうとする力を制御できなくなり、魔術士自身にしっぺ返しがくる。

　それが〈矛盾の蛇〉。魔術士が〈タペストリー〉の元に戻ろうとする作用に呑み込まれ、その後になにが起こるのかは誰だれも分からない。

　そして、それはなんの前触れもなくやってきた。

　狼の身体の一部が、消えてなくなった。

　まるで最初から存在していなかったかのように。有と無の境目が曖あい昧まいになり、どんどんと存在そのものが消えていく。それはまるで、ノートに描いた絵を少しずつ破り捨てていくような光景だった。

　絵が破られたあとには、後ろにある真っ白なノートのページが現れる。

　その現象は狼おおかみだけに起きているのではなかった。

　周囲に伝でん播ぱしている。

　ガラス細工のように世界がひび割れ、ぼろぼろと崩れ出していた。

　狼の身動きを封じていた氷柱つららが、粉々に砕け散る。あの女の魔術士が離れたせいで〈タペストリー〉が維持できなくなったのだ。

　ぼたぼたと大量の血を滴したたらせ、それでも狼は倒れなかった。みるみると傷が癒いえ、同時に身体からだの一部が見えない怪物に喰くわれたかのように削られる。

　ぎらぎらと輝く真っ青な瞳ひとみは、それでもシグを睨にらみ据えていた。ぐるぐると低い唸うなり声をもらし、ふらつきながらも巨大な四し肢しを動かして近づいてくる。

「冗談じゃないぞ……！」

　シグは強こわ張ばった表情で視線を彷徨さまよわせた。ここは集合住宅の四階だ。飛び降りることもできない。

　だが、巨大な狼が一歩を踏み出すたびに、世界がひび割れては崩れていく。〈矛盾の蛇〉が伝播して、存在がどんどんと消されていく。瓦が礫れきの山が、まだ姿を留とどめていた商店が、編み変えた〈タペストリー〉が維持できなくなった魔術のようにして砕け散っては消えていく。

　シグの視界のその先で、逃げ遅れて尻しり餅もちをついていた女の子にびしりとひびが入った。次の瞬間、粉々に砕け散る。

「くそ！　くそくそくそ！」

　どうしようもなくて、シグは握った拳こぶしを壁に打ちつけた。

　巨大な狼はもう目と鼻の先だった。

　なにかに喰い千切られるようにして、右の前足が持っていかれる。

　バランスを崩し、狼が巨大な音とともに倒れ込んだ。密集する建物を巨体が押し潰つぶし、伝播した〈矛盾の蛇〉が世界を構成している〈タペストリー〉を次々と破壊していく。

「矛盾を、なかったことにされてるのか」

　シグはぞっとした。

　矛盾した存在であるヒューゴをなかったことにするために、〈タペストリー〉を元に戻すために、関係ないものまで巻き込まれてなかったことにされている。

　放ほうっておいてもヒューゴ・ザスだったあの狼は消えてなくなるだろうが、のんびりまってもいられない。下手をすれば〈竜の箱庭〉そのものが消えてなくなる。

「ヒューゴ！」

　シグは絶叫した。

　かたをつけるしかない。だが、どうやって。

　右の前足を失った狼は、それでもふらふらと立ち上がった。

　尖とがった鼻筋に皺しわを寄せ、歯茎を剥き出しにして唸うなり声をもらす。

　瞬間、顔の半分が喰くわれてなくなる。

　もし神だとかそういう者の所業だというのなら、シグは信じたかもしれない。

　痛みがあるわけでもなく、本当にその部分がなかったことにされていく。ヒューゴ自身、自分の身体からだがどうなっているのか分かっていないように思えた。

　シグが見ている目の前で、今度は左の前足がもっていかれる。

　両足を失った狼おおかみは身体を支えることができずに、伏せをするような格好で無様に崩れ落ちた。

『え――』

　鋭い牙きばの並んだ口を喘あえぐようにしてぱくぱくとさせる。

『――エリーゼ』

　ほとんど消え入るような声は、だが確かにヒューゴ・ザスのものだった。少なくとも、シグにはそう聞こえた。

「ヒューゴ！　あんたは！」

　いても立ってもいられなくなり、シグは半壊した部屋を飛び出した。傾いた非常階段を駆け下りて、途中の踊り場から一階へと飛び降りる。

　心臓を鷲わし掴づかみにされたような気分だった。苦々しい味がする。

　あんな姿になってなお、ヒューゴは彼女の名を呼んでいる。手に手を取り合って舞踏会を踊ってきた敗者の末路を、あの男が身をもって見せてくれている。最後の最後までパートナーの名を呼び、苦しみ足あ掻がく姿は、他ひ人と事ごとなどではなく明日の我が身なのかもしれなかった。

　シグは身動きが取れなくなった巨大な狼の眼前に佇たたずんだ。

　彼のすぐ側そばで世界にひびが入り、音を立てて崩れていく。〈矛盾の蛇〉がいつ、シグ・ヘンケルスという存在を構成している〈タペストリー〉に伝でん播ぱするともしれない。

　それでもシグは、今や顔の一部と、胴の半分が残っているだけの狼の前に立ち尽くした。一つだけになった真っ青な瞳ひとみが、彼を見つめていた。

『シグよ……』

　赤い舌をだらりと口から出して、ヒューゴはうめいた。

『俺おれはくたばらねえぞ。あいつを一人にはしねえ』

　シグはなにも言えなかった。

　もうすぐにでも、ヒューゴは消え去る。残されたエリーゼ・ヴァレンシュタインはどうなるのだろうか。二人で踊れなくなった時、残された者は、どれほどの孤独と苦しみを味わうのだろうか。

『エリーゼはどこだ、エリーゼ――』

　ヒューゴはうわ言のようにして彼女の名前を繰り返した。ぎらぎらと輝いていた獣の目からは急速に光が失われていた。

「彼女なら、もうすぐにくるさ」

　シグは奥歯を噛かみ締めて、それだけを言った。

『嘘うその下手な野郎だぜ』

　それがヒューゴの最期の言葉だった。

　残された身体からだが、頭が、次々と削られていく。見えない怪物に喰くい千切られていく。

　気がつけば、シグの足元にもひびが入っていた。

「くそったれ！」

　シグは力の限り叫んだ。それは自分が置かれた状況に対してなのか、ヒューゴ・ザスの末路に対してなのか、彼自身もよくは分からなかった。

〈矛盾の蛇〉の影響が及んでいないところまで、一心不乱に駆け出す。半壊した建物を通りすぎ、瓦が礫れきを乗り越え――だが、膝ひざが笑って足が前に出ない。

　シグは足をもつれさせて派手に倒れ込んだ。世界が崩れる。

『あおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんんんんんんん!!』

　断末魔のような遠とお吠ぼえ。

　瞬間、狼おおかみの姿は消えてなくなった。

　同時に、シグは身体を支えるものをなくして落下していた。

〈矛盾の蛇〉によって、狼を中心にしてごっそりと存在していたものが消えてしまった。そのせいでぽっかりと大穴が空き、現象が終わった途端に崩落がはじまったのだ。

「くそ」

　シグはそれだけをつぶやいて、大小の瓦礫や家具、あるいは半壊した部屋そのものと一緒に落下していった。どこまで続いているのかも分からない、暗くら闇やみの底へと。
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「嘘……」

　瓦礫の山から身を起こしたエリーゼは、存在そのものをなかったことにされていくヒューゴの様子を呆ぼう然ぜんと見ているしかなかった。

　どうすることもできない。

「嘘よ……」

　頭を振る。

　涙が溢あふれてきてとまらない。

　あれほど誓ったではないか。二人で地獄の底までだって踊るのだと。

　だというのに、一人、取り残されてしまった。長い歳月、一歩一歩、二人でやってきたというのに。それがすべて、意味のないことになるなんて。

　そんなこと。そんなこと――

「耐えられるわけないでしょう……！」

　エリーゼは膝ひざから崩れ落ちた。

　全身から力が抜けていき、魂までもなくなってしまうような気がした。

　いや、いっそ魂なんてなくなってしまえばいい。そう思った。

「ヒューゴ……」

　その場にひれ伏すようにして、拳こぶしをきつく握り、彼の名前を呼んだ。

「ヒューゴ……！」

　こぼれた涙の雫しずくが、破壊された家の残ざん骸がいをさめざめと濡ぬらした。

「ヒューゴ！」

　どれだけ名前を呼んでも、応こたえてくれる彼はもういない。

　エリーゼは声を押し殺して、身体からだを震わせた。

　嗚お咽えつがもれ、やがて彼女は悲鳴を上げた。

「いやああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　喉のどから血が滲にじみ、声が掠かすれて、それでもエリーゼは悲鳴を上げた。

　髪を振り乱して瓦が礫れきに額ひたいを打ちつけ、拳を叩たたきつける。

　拳が傷つき血に塗まみれても、彼女はやめようとはしなかった。

　どれくらいの時間、そうしていたのかは分からない。

　一分にも、一日にも、永遠にも思える時間だった。

　そして、恐ろしいほどの虚無感が襲おそってくる。

　なにもかもがどうでもいいと思えてくる。

　彼のいない人生になんて、なんの価値もない。

　拳を打ちつけるのも、泣き叫ぶのもやめて、エリーゼは小さく笑った。

　ゆっくりと上半身を起こすと、虚うつろな光を灯ともす双そう眸ぼうは死んだ魚のように濁にごっていた。

　彼女は顔面を蒼そう白はくにして、薄ら寒い笑みを口元に浮かべた。

　だが、表情そのものはこれっぽっちも笑っていない。冷たい美び貌ぼうの面影は最早なく、一〇歳近く年を取ってしまったようだった。

「これから、わたくしはどうすればいいのかしらね、ヒューゴ」

　感情のない声でつぶやく。

　このまま死んでしまえればいいと思った。

「舞踏会の敗者は、敗者としての役割をまっとうしなければね。エリーゼ・ヴァレンシュタイン。違うかしら？」

　暗い女の声に、エリーゼはゆっくりと振り返った。

　そこには見覚えのある顔があった。眉まゆから頬ほおにかけて大きな傷が走っている右目を黒い眼帯で覆った、陰いん鬱うつな女の顔だ。濁った隻せき眼がんが憐れん憫びんもなく、ただ彼女を見つめている。

　エリーゼは薄ら寒い笑みを浮かべたまま言った。

「そうですわね。レニ・ルクセンブルク」

　死人のような、顔だった。



    

  
    
      
第九章



〈矛盾の蛇〉に呑のみ込まれて狼おおかみが姿を消しても、〈竜の箱庭〉都市は赤く燃え続けていた。白々と太陽が昇りはじめているはずの蒼そう天てんは、黒い煙で覆われている。紅ぐ蓮れんの炎はあらゆるものを焼き尽くし、墨と灰に変える。数百年の歴史を誇る魔術士の総本山が、あっけなく無む惨ざんな姿に成り果てていく。

「なんとも愉快痛快というやつさ」

　時計塔の鐘の下から火の海を見下ろして、ザウエルはくつくつと笑った。喋しやべった拍子に咥くわえていた煙草たばこから灰が落ちる。

　彼はそんなことなどお構いなしに、ただ笑っていた。両手をポケットに突っ込むと、普段よりもどこか陽気に、軽い足取りで展望台へと続く階段を下りていく。

　時計塔はルクセンブルク教室と特別高等分室が使う活動拠点の一つだった。〈竜の箱庭〉創設以来、脈々と受け継がれてきた最も古い犬小屋。

　ザウエルは階段の途中で短くなった煙草を壁に擦こすりつけて火を消した。

　時計塔の巨大な文字盤の上に位置している展望台は、正方形の比較的大きな部屋だった。中央には一階から直通のエレベーター乗り場があり、部屋の隅にひっそりとあるドアは整備用の螺ら旋せん階段へと続いている。

　せっかくの眺めは、転落防止用の金網が張られているせいで台無しだった。

　いつの間に戻ってきたのか、クロイツェルが煙草を咥えて無言で佇たたずんでいる。

　ザウエルは彼女を見やると、にやりと笑ってわざとらしく拍手をした。

「さすがだよ、クロイツェル。あの極東の砂漠を、地獄の一丁目一番地を、長い間庭にしていただけのことはある。見事なもんだ」

「見え透いた世辞などいるものか」

　彼女は煙草を燻くゆらせたまま、にこりともしなかった。

「そいつは失敬。だが、いいものを見せてもらったとは思ってるさ」

　ザウエルの声と表情から、潮が引くようにして軽薄さが消えていく。

「一人、喰くっていたとはねえ、おたく」

「…………」

「伊だ達てに棺ひつぎから出て何十年も経たっちゃいないか」

　新しい煙草を咥えると、彼はゆっくりとクロイツェルに近づいていった。

　二種類の魔術。七分割された〈血ち塗まみれの竜王女〉は一人につき、一つの魔術。舞踏会を踊る竜王女を殺す度に、その力を取り戻していく。

「七分の二の竜王女。なぜ黙っていた」

「貴様が聞かなかったからだ」

「なるほど」

　マッチで煙草たばこに火を灯ともし、ザウエルは肩をすくめた。

「なら、これからは隠しごとはなしでいこうじゃないか。俺おれとおたくは利害関係が一致しているだけのパートナーだけどな、最低限のマナーってものがある。違うか？」

　ザウエルの吐き出した紫煙を浴びて、クロイツェルは眉み間けんに皺しわを寄せた。自分が吸っていた煙草を、金網の間から外へと放ほうり出す。

「それはそっくりそのまま貴様に返してやる。貴様は一体、リンドブルムの叡えい智ちを手に入れてなにをするつもりだ」

「些さ細さいなことさ、クロイツェル。俺以外、この蒼そう天てん世界の誰だれ一人、なんにも思いやしないことだ。だが、俺にとってはこの世界なんかよりも遥はるかに大切なのさ」

　そこまで言ったザウエルは、いつの間にか普段の胡う散さん臭くさい雰囲気を身に纏まとっていた。彼の言葉が本当なのか嘘うそなのか、誰にも分からない。

「ま、いずれ分かる。おたくがあと五人殺したならな」

　光の当たらない部屋の片隅に、彼は視線を向けた。

　闇やみに溶け込むようにして、椅い子すに座っている人影がある。よく見れば座っているわけではなく、拘こう束そくされているのだということが分かる。手と足に何重にも手錠をかけられて、さらには革のベルトを身体からだに巻かれて身動きがとれないようにされていた。

　小柄で華きや奢しやな少女だった。漆黒の髪を赤いリボンでツインテールにして、白を基調にしたドレスを着ている。そのドレスの右みぎ袖そでは焼け落ちて、剥き出しになっている肌は焼け爛ただれていた。

　金色の瞳ひとみには暗い影が落ち、彼女はうわ言のようになにかをつぶやいている。

「エミー、どこなの、エミー。あなたがいないと、わたしは生きていけないわ。だってだって、あなたが魔術士を殺してくれないと、わたしは誰から生いけ贄にえをもらったらいいの。ねえ、エミー、ねえ……」

　それは誰が見てもぞっとする光景だった。

　目の焦点の定まらない虚うつろな暗い表情で、少女は呪じゆ文もんのようにつぶやき続けている。口元は引ひき攣つり、蒼あお白じろい顔は幽鬼のようだった。

　レニが捕とらえた七分の一の竜王女。名前は分からない。なにせ、まともに会話をすることができないのだから。彼女はただ自分の世界に閉じこもり、エミーという名前を呼ぶばかりだった。

　ザウエルは色いろ眼鏡めがねの奥の瞳をすっと細めて、完全に頭がイカれてしまっている竜王女を見据えた。咥くわえている煙草を最後に一吸いして吐き捨てる。小さな火を踵かかとで踏み躙にじりながら、彼は言った。

「俺の忠犬は、実によく働いてくれる」

「レニ・ルクセンブルク、だったか」

「ああ。もう長いつき合いだ。出会った頃ころは、まだ二人ともガキだった」

　ヘイゼル・ルドルフ教室に入ったのは一二歳。二歳年上のレニは同学年の優等生だった。

　ザウエルはその頃ころからすでに、天才肌の魔術士として〈竜の箱庭〉の外にも名前が知られていた。様々な異名で呼ばれるとともに羨せん望ぼうと畏い怖ふと嫉しつ妬とを一身に浴び、それをものともせずに肩で風を切って歩き、史上三番目の若さで〈竜の箱庭〉を卒業して神聖連合皇国指導部の宰相官房第三部に上った。

　そして、そんなくだらない名声にのぼせて、調子に乗っていただけのガキだった。

「だから、なんにも分かっちゃいなかった」

　その言葉は誰だれに言ったわけでもなく、吹き込んでくる風に乗って消えた。

「ま、くだらん話さ」

　ザウエルは微苦笑を浮かべると、気を取り直すかのように嘆たん息そくした。単刀直入にクロイツェルに言い放つ。

「殺せ」

「是非もなし」

　彼女はしばらく沈黙したあと、それだけを答えた。

　猛もう禽きん類るいを思わせる眼光をより一層鋭くし、小さな声でなにかをつぶやき続けている少女を見やる。クロイツェルの金色の瞳ひとみの奥は乾ききり、そこにはなんの感情もなかった。

　クロイツェルは展望台に足音を響かせて少女に近づいていきながら、〈タペストリー〉を幻視した。世界を構成している設計図の一部を自らの意志によって編み変え、仮かり初そめの現実を出現させる。

「〈死神きたりて哄こう笑しようす〉」

　右手に巨大な鎌が顕けん現げんした。不定形の漆黒の刃やいばがゆらゆらと揺れている。

　彼女は大鎌の長い柄を両手でしっかりと握ると、床を蹴けって一気に駆け出した。

　闇やみに溶け込む少女の虚うつろな表情がはっきりと分かり、暗い声が耳に届く。

「エミー、あなたがいなくなるわけないわ、エミー。だってだって、わたしたちは姉妹だもの。姉妹だもの。わたしはあなたのために、あなたはわたしのために、永遠に生きて魔術士を殺しましょう。そう、わたしたち二人は特別なの」

「楽にしてやる」

　クロイツェルは擦れ違い様に大鎌を真横に薙なぎ払った。

「二人で永遠に生きて――」

　少女の言葉はそこでぷっつりと途切れた。

　首を見事に切断されて、身体からだから離れた頭が中空を舞う。

　ごとっ、という音とともに生首が床に落下して、少女はそれでも自分の身になにが起きたのかも分からないままに口をぱくぱくとさせていた。

　一瞬の間を置いて、血が盛大に噴き上がった。天井にまで達して血の雨を降らせ、クロイツェルは頭からその雨を浴びた。それでも彼女は表情一つ変えなかった。編み変えていた〈タペストリー〉が維持できなくなって、彼女の手にある大鎌が粉々に砕け散る。

　首を斬きられた少女の頭と身体は光の粒子へと変わり、徐々にそのかたちが人の姿を留とどめていられなくなっていた。

　ほんの数秒で完全に光の粒子へと変わった少女は、ガラスが割れるような音を残して突然に消えてなくなった。きれいさっぱり、最初から誰だれもいなかったように。盛大に飛び散った血ですら、消え去った。あとには彼女が着ていた衣服や、拘こう束そくするために使っていたベルトや手錠だけが残される。

「これで二人」

　その光景を眺めていたザウエルは、満足そうにうなずいた。

　クロイツェルはこれで七分の三の竜王女。残るは四人。いや、正確には三人だ。

「もう少ししたら、レニがエリーゼ・ヴァレンシュタインを連れてくる。あの〈狼おおかみの営巣〉の〈串くし刺ざし令嬢〉だよ」

　くつくつと笑い、ザウエルは新しい煙草たばこを咥くわえた。

「ありがたいことに、彼女は一人喰くっている」
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「だあっ……くそ！」

　身体からだの上に圧のしかかってくる瓦が礫れきを力の限り押し上げる。

　シグは自分の身長ほどもある石壁の残ざん骸がいを背負うようにして立ち上がると、力任せに投げ下ろした。肩で息をして、泥と汗に塗まみれた額ひたいを拭ぬぐう。全身の筋肉が引ひき攣つり、骨が軋きしんでいた。魔術を使った影響もあるし、落下した際の傷もある。

「魔術士諸共、世界の矛盾をなかったことにしやがるとは――」

　シグはぐるりと周囲を見渡してから、遥はるかな頭上を仰あおいだ。

〈矛盾の蛇〉によってヒューゴを中心にした一定範囲の世界がなかったことにされてしまっていた。瓦礫の中にはナイフで切られたバターのように滑らかな切断面を持つものがあり、恐らくはなかったことにされた現実との境界線に位置していたものだろうと思われた。

　魔術とは世界に矛盾をつくり出す。魔術士たちは長い歴史の中で、その危険性をできる限り削ぎ落としてきた。だが、失敗した時の有様をこうもまざまざと見せつけられて、シグは小さく身震いした。

「にしても、どこだってんだ、ここは」

　水に濡ぬれた髪をかき上げて、ゆっくりと歩き出す。

　頭上からは地下水路のものと思われる水が流れ込んできていた。どうやら地上だけではなく、その下に張り巡らされている地下水路の一部もなかったことにされてしまったらしい。足元が抜けたせいで、建物と一緒に地下水路のさらに下まで落下したようだった。

　シグは瓦礫と一緒に水浸しの本が無数に散乱していることに気づき、

「大図書館の地下なのか……？」

　だが、閲えつ覧らん不可の希少資料が保管されているのは地下一階のはずだった。この深さはどう考えてもそれ以上だ。

「どうなってやがる」

　うめくように独りごち、彼は広がる瓦が礫れきの上を慎重に歩いた。

　ぽっかりと開いた頭上の巨大な穴からは黒い煙に覆われた空が見えている。〈竜の箱庭〉都市の火災はまだ続いているらしい。この落下してきた瓦礫からして、かなりの広範囲が〈矛盾の蛇〉に巻き込まれたことは間違いなさそうだった。

「一緒に消えてるなんてことだけは勘弁してくれよ」

　シグはあの二人がどうなったのか心配になって、表情を強こわ張ばらせた。隣から彼女たちがいなくなってしまうことで、こんなにも動揺するとは思ってもみなかった。

　想像するだけでぞっとして、息を呑のむ。心臓が脈打ち、ほとんど叫び出しそうになった。

　もう二度とこんな気持ちを味わいたくないと思っていたのに、いつの間にか、彼女たちの存在は自分の中でこんなにも大きくなっていたのだ。本当にいつの間にか。

　顔を両手で挟むようにして叩たたき、シグは大きく深呼吸した。

「感情の、コントロールだ。先生に言われなかったか、シグ」

　自身に言い聞かせるようにして声に出す。

　憧あこがれていた父親が突然にこの世界から消えてしまった時、自分はただのガキだった。ただ、怖くて怖くて堪たまらなかった。そこからずっと逃げ続けてきて、ひょっとしたらこの蒼そう天てん世界のどこかで生きているのではないかとも思っていた。

　ずっと思ってきて、今、ここでこうしている。

「違うのは、もうただのガキじゃなくなったってことだ」

　逃げていたって、なにもはじまりはしないのだ。そんなことは本当はとっくの昔に分かっていたはずなのに。運命だろうが偶然だろうが、彼女たちに出会うことがなければ、きっと気づかなかったに違いない。

　そんな彼女たちに、シグはまだなにも応こたえてやれてはいないのだ。

　だから、いなくなられたら、困る。

　とても、困る。

　シグは大小の瓦礫や壊れた家具を飛び越えていった。

　ここはやはり大図書館の一部のようだった。崩落に巻き込まれた部分も含めて、かなり広大な空間だ。小高い山のようになっている集合住宅の残ざん骸がいの上から周囲を見渡せば、必要最低限の照明が等間隔で設置され、遥はるか彼方かなたまで大量の書架が整然と並んでいるのが分かった。

　前後、左右、どこを見ても部屋の端が分からない。延々と書架が続いている。まるでこの〈竜の箱庭〉都市全域に広がっているかのように。

「大図書館の、地下二階？」

　そんな話は誰だれからも聞いたことがなかった。父親からも、ザウエルからも、聞いたことはない。〈竜の箱庭〉にまつわる数多くの噂うわさ話ばなしでも、記憶にない。

　シグは首を傾かしげて足元を見やった。

「な……」

　人が一人、倒れている。地下水路の水が何本もの小さな滝となって降り注いできている中、リラがうつ伏せになって倒れていた。

「リラ！」

　シグは瓦が礫れきの山を滑り降り、彼女の元に駆け寄った。

　慌てて上半身を抱き起こす。見たところ目立った怪け我がはしていないようだったが、全身が水でずぶ濡ぬれだった。彼女の顔は透き通るように白く、肌は氷のように冷たかった。

　シグは無意識に口元を引ひき攣つらせ、リラの頬ほおを軽く叩たたいた。

「しっかりしろって、リラ。大丈夫か、おい」

「う……」

　彼女が小さなうめき声をもらし、シグはほっとした。息はある。

　頬をぺちぺちやりながら、なおも呼びかける。

「リラ！　俺おれだよ、分かるか！　リラ！」

「うー……」

　身じろぎをして、リラは目を見開いた。

「リラ！」

「痛いでしょうが！」

　彼女は叫んだ。

「ええ……!?」

　シグは困惑した。

「あたしの大切な顔になんてことしてくれんのよ。傷物になっちゃうでしょうが。責任取りなさいよ。一生涯面倒見なさいよ」

「なにを言ってんだお前は……！」

　とはいえ、これだけしっかりと話せれば大丈夫だろう。

　シグは一息ついてリラから離れようとした。だが、その手がしっかりと掴つかまれる。ひんやりとした細くて白い指が、シグの手を離さない。

「もうちょっとだけ……このままがいい」

　彼女の声は、ほとんど囁ささやくようだった。先ほどからは一転して、切なげな表情で見上げてくる。金色の瞳ひとみは不安に揺れて、その奥にはシグの顔が映り込んでいた。

「ごめん、あたし――」

　リラはぎゅっと目を閉じた。シグの手を握っている彼女の手が小さく震えて、さらに力が込められる。

「――なんだか、怖くて」

「大丈夫だって。大丈夫」

　シグは彼女の耳元で囁き、手を握り返した。生来の勝気で気丈な性格もあって次々と襲おそいかかってくる事態をどうにか乗りきってきたが、こんな目に遭った上に一度気を失って緊張の糸が切れたのだろう。

　まるで濡ぬれそぼった猫のように、彼女はシグの腕の中で震えていた。

「お前、俺おれに言っただろ。あたしを頼りなさいって。だから、お前も俺を頼れよ。怖いなら、守ってやるよ。なにからだって」

　なにかを考えるよりも先に、そんな言葉がシグの口をついて出る。いつもは弱い部分を見せないだけに、リラがとてもか弱く思えた。本能的に、守ってやりたいと思った。

　そんな言葉を囁ささやかれて、リラは少しの間きょとんとしていた。

　それから少しだけ頬ほおを赤くして、そっぽを向く。

「な、なに格好つけてんのよ。バッカじゃないの」

　少し落ち着いたのか、きつく力が込められていた彼女の手が緩んだ。

　大丈夫。いつもの彼女だ。

「へいへい。どうせ頼りにならないバカですよ」

　シグは嘆たん息そくしてそう言った。そっと彼女の手を離そうとすると、それをいやがるようにしてまた握り締められる。そっぽを向いていたリラが、今度はしっかりと見つめてくる。

「嘘うそ。ごめん。ホントは嬉うれしいの」

　真剣な眼まな差ざしに射い竦すくめられて、シグは目線を外せなくなった。

　リラの震えはとまっていた。その代わりに目が潤み、表情はどこか熱っぽい。

「守ってやるなんて言われたら、胸がきゅんきゅんしちゃうよ」

「ちょ……リラ！」

「分かるでしょ？」

　握り締められていたシグの手が、リラの胸に当てられる。濡れた服の冷たい感触と、その向こう側にある温かくて柔らかい感触が一緒に伝わる。

「小さい方が、ドキドキが伝わったりすればいいのに」

　いつの間にかリラの顔がすぐそこにあって、シグはぎょっとした。反射的に身を引こうとして、だが固まってしまってなぜか身体からだが動かない。

　リラがじっと見つめてくる。なにかをまっているようだった。

　彼女がゆっくりと目を閉じて、シグは完全に雰囲気に呑のまれてしまった。

　ほとんど流れに身を任せるようにして――

　瞬間、シグの側頭部になにかが直撃した。

「ぐはっ!?」

　悲鳴を上げて、倒れ込む。

「ちょっ……！　シグ!?」

　リラが唖あ然ぜんとして悲鳴を上げた。

「なんだあ……？」

　がんがんと痛む頭を押さえて、シグは身を起こした。



    

  
    
      



    

  
    
      　どうやら拳こぶし大だいの石を投げつけられたらしい。

　凍こごえるような殺気を感じて、シグは反射的に振り返った。

　彼が滑り降りてきた小高い瓦が礫れきの山の上に、腕を組んでいるルノアがいた。冷え冷えとした半眼でこちらを睥へい睨げいしている。

「シィィグゥゥ……！」

　呪のろわれるのではないかと思うような声で、彼女は低く唸うなった。

　シグは得体の知れない恐怖を覚えて、ずざっと身を退ひいた。

「ルノア、さん？」

「こんな状況下でなにをしているんだ、お・ま・え・ら、は！」

　彼女はその場から勢いよく飛び降りた。短いスカートが捲まくれ上がるが、気にせずに滑り降りてくる。そのままシグの胸倉を掴つかみ上げ、力任せに前後に揺すった。

「お前は、バカか！　死ね！　死んで詫わびろ！」

「し、死ぬ……！」

　頭をがくがくと揺すられながら、シグはか細い悲鳴をもらした。

　それでもルノアは手を緩めない。

「心配して探してやればこれだ！　お前という奴やつは！　わたしが、どれだけ――」

「お、落ち着け……！」

「これが、落ち着いて、いられるか！」

「ひぃ、すいません」

　睨にらみ上げられて、シグは思わず謝った。

　ルノアは眉み間けんに皺しわを寄せて目を吊つり上げていたが、少しだけ涙目だった。

「どうせなら、わたしだって、倒れているところを介抱されて、お前となんかそういういい雰囲気になりたかったのに！」

「そっちかよ！」

　シグは自分の胸倉を掴つかんでいるルノアの手を取って、どうにか揺するのをやめさせた。

　彼女は不満全開で唇を尖とがらせ、

「うー……！」

　と、唸うなった。

　シグは呆れたように嘆たん息そくした。凛りん然ぜんと気高い、普段の彼女とはまるで別人だ。

「だからって石を投げることないだろうが」

「だって、完全に雰囲気に流されていたじゃないか」

「いや、そんなことは――」

「ちょっと！　そんなこととはなによ！　あたしの胸触ってやる気満々だったでしょうが！」

「こらあ！」

　半眼になってじっとりとした視線を投げかけてくるリラに、シグは振り返り様叫んだ。

「誤解を招くようなことを言うんじゃねえ！」

「ほーう」

　ルノアも同じような視線になった。

　シグは二人の顔を忙せわしなく交互に見やり、じっとりとしたいやな汗が滲にじむのを自覚した。

「どうやら、お前には正義の鉄てつ槌ついを下すしかないようだな」

「そうね。乙女の気持ちを弄もてあそんだ罪は、一国の存亡より重いわ」

「重すぎる！」

　ルノアはシグの胸倉から手を離し、目の奥は冷え冷えとしたままでにっこりと笑った。きつく拳こぶしを握り、無言で振り上げる。

　シグが一歩下がると、背後のリラも同じような笑顔だった。こちらもしっかりと拳を握っている。

「ちょっ……グーは勘弁」

　シグは息を呑のみ、それだけを言った。

　二人は笑顔のまま答えた。

『問答無用！』

「ぎゃああああ！」

　シグは断末魔の悲鳴を上げた。
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　展望台に到着したエレベーターが、それを知らせる合図を鳴らして停止した。音を立てて扉が左右に開いていく。

「ようこそ、〈串くし刺ざし令嬢〉。おたくをまってたよ」

　扉の向こうには、色いろ眼鏡めがねをかけた胡う散さん臭くさい男が煙草たばこを咥くわえて佇たたずんでいた。

　エリーゼはその男のことをよく知っている。

〈蒼そう焔えん使つかい〉、〈竜の箱庭〉の斜視の魔術士。あるいは〈党〉筆頭副幹事長にして、総裁を輩出している第一派閥〈晴せい嵐らん会かい〉の事務総長。

　蒼そう天てん世界の表に裏に影響力を行使して利益を貪むさぼる現在の〈党〉の姿に異を唱え、リンドブルムの叡えい智ちを手に入れるという〈党〉本来の目的を果たすことを目指す急進的な若手の代表格。だが、この男は本当に〈党〉のために働いているのだろうか。

「いきなさい」

　背後にいたレニが自動拳けん銃じゆうの銃口を背中にぴたりと当ててくる。

　エリーゼは虚うつろな表情のまま、ふらふらとエレベーターを降りた。

「あなたの望み通り、〈串刺し令嬢〉を連れてきたわよ」

「ああ。お前は最高の女だよ」

　ザウエルは色眼鏡を外すとスーツの胸ポケットに引っかけた。咥えていた煙草を揺らして、レニに向かってそっと笑いかける。

「お世辞くらい、もう少しうまく言えないものかしらね」

　暗い声でつぶやいたレニは、だがいつもの陰いん鬱うつな表情ではなかった。化粧気のない疲れた女の顔は、ほんのわずかだが少女のようにはにかんでいた。濁にごった隻せき眼がんも、心なしか活いき活いきとしている。

　そんな彼女に、ザウエルは苦笑した。

「違いない」

「あとの二人は、恐らくはシグ・ヘンケルスと一緒に〈矛盾の蛇〉に巻き込まれたはずよ。下に落ちたわ。恐らくあの穴は〈黒の図書館〉まで続いているはず――」

「〈黒の図書館〉ねえ」

　大図書館の地下深くにある、〈竜の箱庭〉のもう一つの図書館。なかったことにされて決して歴史の表には出てこない、黒い事実の記録が眠る場所。

「ま、シグのことだ。うまくやる」

「随分とまあ彼のことを買ったものね。あなたらしくもない」

「なにせあのルガー・ヘンケルスの息子だ。最初はただの興味本位だったんだがな。けどまあ、本当に怖いのはああいう奴やつさ。あれは典型的な本番に強い実戦タイプだ。なにをしてくるか分かったもんじゃない」

　黒革の手袋をしている右手を眺め、ザウエルは低く笑った。短くなった煙草の灰を足元に落とし、エリーゼへと近づく。

「ヒューゴの旦だん那なは残念だったな」

　耳元で囁ささやかれた言葉に、彼女はびくりと肩を震わせた。

　そう、ヒューゴはもうこの世にいない。エリーゼ・ヴァレンシュタインはパートナーを失って、今やただの女にすぎない。生きている意味のない、哀あわれな女。

　彼女は弱々しく笑った。

「誰だれも彼をも利用して、利用され、出し抜き出し抜かれるのが魔術士の世界。わたくしたちは、それに負けた。それだけのことでしょう」

「ああ。ヒューゴの旦那はさすがになかなか周到だった。場合によっちゃ、旦那とおたくを担ぐことも考えていたんだがな。旦那はおたくのことを最後まで言いはしなかった。だからこうなったのさ。ひょっとしたら、おたくが舞踏会の勝者になっていたかもな。だが、そうはならなかった。そうはならなかったんだよ。お分かり？」

　ザウエルの言うとおり、そうはならなかったのだ。

　ヒューゴ・ザスとエリーゼ・ヴァレンシュタインは、舞踏会の勝者にはなれなかった。だから、この物語はこれでおしまいだ。

（ヒューゴ……）

　彼は最後まで、二人で踊ることを選んだのだ。ザウエルの誘いに乗るよりも、利用することを選んだ。その結果がこれだとして、彼を恨むことなどこれっぽっちもあるものか。だが、それで一人残された自分は――

　エリーゼはレニに言われた言葉を思い出した。

「敗者には、敗者の役割――」

「ご名答」

　ザウエルは満足そうににやりと笑った。煙草たばこを吐き捨て、踏み躙にじる。

「おたくには死んでもらう。俺おれの竜王女の手で」

「それは〈党〉のためかしら、それともあなたのためかしら」

　敗北は事実だ。なんであれ、自分は死ぬだろう。それはどうでもいい。彼がいない世界など、最早、どうでもいい。だが、エリーゼは死ぬ前に知りたいと思った。自分たちを舞踏会の舞台から引きずり降ろした男は、一体、何者なのか。

「さあな」

　ザウエルは口元を歪ゆがめてわずかに笑った。エリーゼですら寒気のする、擦り切れた声と冷え冷えとした眼光だった。そして、碧へき眼がんの奥にはちろちろと薄暗い炎が燃えている。

　それは執念の炎だ。

　彼女はもうそれだけで分かった気がした。この男はヒューゴ・ザスと同類だ。なにかを得るために覚悟を決め、そのためになにが犠牲になろうとも形なり振ふり構わないと腹を決めている。自分の目的のために、〈党〉など端はなから利用するつもりでしかない。

「ま、俺のことなんざ心底どうでもいいことだ。けどな、俺はおたくらには感謝してるのさ。おたくも、ヒューゴの旦だん那なも、最後まで二人揃そろってよくよく俺おれの役に立ってくれる。見えるか、このざまを」

　ザウエルは展望台から見える〈竜の箱庭〉都市の光景に視線を移した。

　巨大な狼おおかみと化したヒューゴが暴れた傷跡は痛々しく、瓦が礫れきと化した街は今もいたるところで火が上がり、黒煙が上空に立ち込めていた。

「数百年に亘わたり権謀術数を駆使し、無数の魔術士の屍しかばねの上に栄華を極めた〈竜の箱庭〉が、こんな姿になるとはな」

　言葉とは裏腹に、ザウエルの表情は実に晴れやかだった。

「栄・枯・盛・衰。俺は今、実に気分がいい」

　彼はエリーゼに視線を戻し、

「ヒューゴの旦那のおかげで、手間が省けたよ。おたくを回収する前に、メルセデス・ベルケが実験を開始した時はどうなるかと思ったがな」

　それを聞いたエリーゼは乾いた唇を噛かみ締めた。

　この男は〈竜の箱庭〉相手に戦争でもするつもりなのか。メルセデス・ベルケがヒューゴの身体からだに細工をすることも、ヒューゴをあんな姿にして捨すて駒ごまにすることも、そしてパートナーを失った自分を殺すことも、すべては脚本通りということか。

　エリーゼは拳こぶしを握り締めた。噛み締めた唇から血が流れる。

「……許せない」

　誰だれにも聞こえない微かすかな声音。だが、確かに彼女はそう言った。

　これはこの男の私闘だろう。そんなことのためにヒューゴはあんな最後を遂げたのか。私闘はお互い様だろうが、だからといって愛いとしい者を利用され尽くして殺されたことを許してやれるほど、彼女は博愛主義者でもお人ひと好よしでもない。

　エリーゼは暗い怒りが心の奥底に沈ちん殿でんしていくことを自覚した。

　目の前の男を殺してやりたいと思った。心底から。そのためならば、自分はどうなっても構いはしない。どうせ、生きていても仕方のない命だ。

　虚うつろだった彼女の目に、深く暗い炎が灯ともる。簡単に殺されてなど、やるものか。この男を苦しめ、追いつめ、一矢報いるまでは、死んでも死にきれない。

「レニ、クロイツェルを呼んできてくれ。上にいる」

　ザウエルはそう言って、新しい煙草たばこを取り出して口に咥くわえた。

　指示されたレニが、釣り鐘に続く階段に向かって歩き出す。

　瞬間、エリーゼは身を低くして床を蹴けった。

　背後からレニに飛びつくようにして押し倒し、ベルトに吊つるしてあったナイフを奪い取った。そのまま金網に向かって弾丸のように駆け抜ける。

　あまりにも一瞬のことに、レニは意表を突かれてなにもできなかった。

　ザウエルは咥えていた煙草を床に落とした。

「〈蒼そう焔えん使つかい〉！　わたくしはあなたを決して許さない！　許しはしませんわ！」

　エリーゼはナイフを一いつ閃せんして金網を切り裂くなり、なんの躊ちゆう躇ちよもなくその身を外に投げ出した。五〇メートル以上の高さだ。飛翔の魔術が使えない彼女は、どう考えても助からない。

「しまった！」

　起き上がったレニが舌打ちをして駆け寄るが、最早エリーゼの姿はなかった。一瞬後、どごん、という音と金属が拉ひしやげる音が響く。

　彼女は珍しく蒼あおざめた顔をしていた。まるで失態に怯える子供のようだった。

「すぐに追うわ。まさか死んで――」

「いいや、あの女は死にやしない」

　ザウエルは落とした煙草たばこを拾い上げて、マッチで火を灯ともした。彼の言葉には、根拠はないが確信めいたものがあった。

「執念ってのは怖いからなあ。あの仄ほの暗ぐらい炎が燃え続けている限り、すぐ自分から俺おれのところにやってくる。それよりも、次のお客さんへのもてなしの準備もしなけりゃな」

　紫煙を燻くゆらせて低く笑い、ザウエルは言った。

「可愛かわいい教え子と感動の再会だ」



　　　◆◇◆◇◆



　どこまで歩いても整然と並べられた書架が延々と続いている。

　書架に収められているのは歴史書だった。すべては年号順に整理されており、神聖連合皇国成立以前の列強九帝国による一〇〇年戦争時代、リンドブルムによって滅ぼされた神聖皇国の時代まで、この蒼そう天てん世界のすべての歴史が分かるのではないかと思えるほどの蔵書量だ。そして、その中には〈竜の箱庭〉が表に裏に行ってきたすべての記録も含まれている。裏の裏まで、すべてだ。そのため本や資料のすべてには、禁書指定と厳重管理を示すシールが貼はられていた。

「公安が欲しがるわけだ」

　シグは小さくうめいた。

　どれくらい彷徨さまよっているのかは分からないが、どうにかこの部屋の壁にまでたどり着いた。今は左手側にずらずらと書架が並んでいる状態で、反対側の壁は見えない。並べられた書架によって幾本ものまっすぐな道がつくられているかのようだった。

　さすがに〈竜の箱庭〉全域に広がっているわけではないだろうが、大図書館の敷地よりは遥はるかに広大な空間であることは間違いなさそうだった。

「うー……服が身体からだに張りついて気持ち悪いんだけど。下着までぐっしょりだし」

　後ろからとぼとぼついてくるリラが不満の声を上げる。

　シグは振り返ることもなく言った。

「どうしろってんだよ。脱ぐわけにもいかないだろうが」

「まー、脱げだなんて、変態よ。ド変態よ」

「お前は一度死んだ方がいいぞ」

　リラに続いてルノアの声が響く。

「小さいのから大きいのまでなんでもありなのよ」

「鬼畜め」

「なんでだ！」

　背後から浴びせられる暴言に、シグは足をとめた。身体からだごと振り返り、やぶ睨にらみになって並んで歩いている二人を見やる。

「なにを怖い顔をしているのだ。単にリラと話をしていただけではないか」

「そーよ。黙ってると暗い気持ちになると思って話してやってんだから、ありがたく思いなさいよ」

「もっとなんかこう、別の話題とかあるだろ！」

　シグは嘆たん息そくして頭をがりがりとやった。

　とはいえさすがに気が滅め入いる。書架に掲げられている分類項目を示す案内板だけが、ほとんど唯一の変化する景色だった。どこかに出入り口があることは間違いないが、一向にその気配がない。

　シグは気を取り直して再び前を向いて歩きはじめた。

　左右を書架に囲まれた無限の道への入口だけが、いくつもいくつも通りすぎていく。書架の高さは天井付近まであり、威圧感が凄すさまじい。

　シグはぼんやりと天井を見上げた。

（上か……これだけでかい空間だ。まともな出入り口が一つだけなんてのは、ナンセンスな話だよな）

　この上階は地下水路。〈竜の箱庭〉都市を網羅する地下水路の全容は、管理している都市整備委員会も完全に把握していない。

（俺おれなら知りたい情報がある書架の近くにすぐいけるよう、何ヶ所も出入り口を設置する。地下水路の無数にある細い水路を利用してな……！）

　シグはほとんど確信して、書架の上にある資料を取るための梯はし子ごを探した。各列を覗のぞいて回り、ようやく目につくところにかかっているのを発見する。

「どうしたのだ？」

　やや怪け訝げんそうなルノアの声。

　シグはにやりと笑って天井を指さした。

　それに合わせて、ルノアとリラが天井に視線をやる。

「出入り口は上だ」

「上？」

「多分、天井にある」

　シグは梯子を目指して、壁沿いから書架に囲まれた通路へと足を踏み入れた。

「『〈竜の箱庭〉特務編成記録～白色作戦～』、『〈竜の箱庭〉特務編成記録～黒色作戦～』、『〈竜の箱庭〉特務編成記録～冬の目覚め作戦～』、『〈竜の箱庭〉特務編成記録～春の嵐あらし作戦～』……なんだこりゃ」

　シグは左右の書架を見渡し、それぞれに掲げられている案内板の表示を口に出した。一つの書架には、掲げられている作戦に関する記録が収められているらしい。

　そして、梯はし子ごがかかっている書架の一つ手前で、

「『〈竜の箱庭〉特務編成記録～絶対皇帝作戦～』」

　そう表記された案内板を見て、シグはぴたりと足をとめた。

「ちょっと、急にとまると危ないじゃない」

　背中にぶつかりそうになったリラが非難の声を上げるが、シグの様子が少しおかしいことに気づいて彼の顔を横から覗のぞき込んだ。

「シグ？」

「〈絶対皇帝〉だと……？」

　シグの声は少し震えていた。それは彼の父親の異名だ。その名を冠されているということは、決して無関係ではないのだろう。

　手近にあるファイルを手に取り、シグはぱらぱらとページをめくった。しっかりと綴とじられた誰だれかの報告書のようだった。他ほかにもそれと同じようなものがぎっしりと書架に並んでいる。この作戦が開始された日付を見て、シグは背筋が凍るような気持ちになった。

　それは彼が父親の背中を最後に目にすることになった年と同じだったからだ。

「悪い。ちょっと先にいってまっててくれ」

　シグは息を呑のんだ。引ひき攣つった硬い声になっている。

　彼の様子が明らかにおかしくて、ルノアとリラは顔を見合わせた。

　嘆たん息そくしたルノアが言ってくる。

「バカ。こんなになってるお前を放ほうっていけるか」

　そっと右手を握られた。

「震えているぞ」

　ルノアにそう言われて、シグははじめて自分が小さく震えていることを知った。

　空の彼方かなた。雲の向こう側に姿を消した父親のことが、ここにあるものから分かるかもしれない。そう思うと、怖かった。確かに彼は帰ってこないが、どこかで生きていると思っている方がまだ楽だ。

　続けて左手をリラが握ってくる。

　彼女はシグの耳元で優しく囁ささやいた。

「怖いなら、一緒にいてあげるわよ」

「へっ……」

　シグは皮肉げに笑った。不思議と身体からだの震えがとまった。

　大きく息を吐き、彼はルノアとリラの横顔を順番に見た。

「親父おやじのことが、なにか分かるはずだ。多分な」

「〈絶対皇帝〉……ルガー・ヘンケルス」

　リラが書架を見上げてつぶやいた。

　七つの魔術を自在に使い、マウザーの再来とまで言われた黒ずくめの天才魔術士。任官を拒否してどの勢力にも与くみせず、自分が思ったように自由に生きた。そして、雲の向こう側へと姿を消して名声を地に落とした男。

「お父さんのこと、知りたい？」

「ああ……」

　リラの声音は優しくて、シグは二人の手をぎゅっと握った。

　彼の心境を察して、二人も握り返してくる。

「舞踏会のパートナーはどんな時でも一緒だ」

「……分かったよ。じゃあ、一緒にいてくれ」

　シグの言葉は静かだったが、力強くもあった。

　書架を見上げ、彼は『１』という番号が振ってあるファイルを手に取った。

　そこには確かに、彼の父親についてのことが記されていた。そして、連綿と続く〈竜の箱庭〉特務編成による目的がなんであるのかも――
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　シグの読みどおり、出入り口は天井に設置されていた。いきなり地下水路に出るわけではなく、図書館警察の詰め所と思われる部屋に続いていたが、この騒ぎのせいもあって部屋には誰だれもいなかった。

　ロッカーから図書館警察の装備を拝借して部屋を出ると、予想したとおりの地下水路だった。地上へのマンホールを押し上げて外へと出ると、〈竜の箱庭〉都市の旧市街。ここは比較的、ヒューゴが暴れた影響が少ない場所のようだ。

「ほら」

　一番最初に外に出たシグが、あとから上ってくるルノアとリラに手を貸して引き上げる。シグは図書館警察に支給されている戦闘服を着込んでいた。〈竜の箱庭〉の生徒が実地講習で使用するものと大差ないが、こちらの方が装甲板が簡略化されていて動き易い。生徒用のものは生還を考えて重装甲なのだ。

「ようやく外か――」

　ルノアがさすがに少し疲れた声をもらした。

　彼女も、そのあとから上ってきたリラも、同じ格好だ。シグのような戦闘服ではなく、ズボンに二本の赤いラインが入っている武装司書の黒い制服姿。戦闘服の方が安全なのだが、合うサイズがなかったのだ。ルノアは一回り大きいものを着ているので、袖そでも裾すそも何回か折り曲げていた。

「外って言っても、どうすんのよ、これから」

　リラが長い手足を伸ばして屈伸する。細い水路は彼女には少し窮きゆう屈くつだったらしい。

「どうするったってな」

〈竜の箱庭〉では孤立無援。隠れる場所もどこにもない。ルッツはここから出る手て筈はずを考えていたようだが、合流しようにも街がここまで混乱していては難しいだろう。それに、シグには気になっていることもある。

（あのヒューゴを殺やった魔術士……）

　ばっさりと短くした金髪に褐かつ色しよくの肌をした女。〈竜の箱庭〉の魔術士ではないことは確かだが、外部の魔術士だとしても、何者だというのか。この〈竜の箱庭〉では、まだシグの知らないなにかが起こっている。それは間違いない。カーリンとエミーと名乗った双子、ヒューゴ・ザスとエリーゼ・ヴァレンシュタイン――

（おいおい……）

　この〈竜の箱庭〉に〈血ち塗まみれの竜王女〉がどれだけいるのかに考えが及び、シグははっとした。もし、あの女もそうなのだとしたら、ほとんどすべての〈血塗れの竜王女〉がここに揃そろっていることになる。まさに舞踏会の舞台として、誰だれかが用意周到に、この時を準備してきたのだとしたら。

「一体、誰だ」

　胸中のつぶやきが声に出る。

「シグ！　あれ！」

　猫のように背伸びをしていたリラが、悲鳴じみた声を上げて時計塔を指さした。

　その光景はシグにも見えていた。

　時計塔から誰かが身を投げ出したのだ。

　風に煽あおられるピンクがかった金髪が強烈に印象に残る。

「エリーゼ・ヴァレンシュタイン……！」

　そう言ったのはルノアだった。

　確かに、あれはエリーゼだ。だが、ヒューゴを失った今、彼女は魔術を使えない。あんな高さから飛び降りれば絶対に助からない。

　エリーゼは空中で姿勢を整えると、時計塔の壁面にナイフを突きたてたようだった。もちろんそんなものでは落下の勢いはとまらない。それでも多少は速度が遅くなったが、ナイフが耐えきれずに折れ飛んだ。

　シグには彼女が空中で身体からだを丸くするところまでが見えた。

　一瞬後、なにかに激突する音と、金属が拉ひしやげる凄すさまじい音がここまで聞こえてくる。

「な……なんだってんだ……」

　呆ぼう然ぜんとその光景を見ていたシグは、それだけしか言えなかった。

「シグ！　ぼうっとするな。あいつが死ねば棺ひつぎに戻られてしまう」

　ルノアの声に、シグは我に返った。

　あんなことになれば無傷ですむわけはない。ルノアの言うとおり、棺ひつぎに戻られてしまえば見つけ出すのにどれだけの歳月がかかるか分からない。

「くそ。よりにもよって時計塔かよ……！」

　あそこは確か、ルクセンブルク教室が持っている犬小屋の一つだ。悪い予感しかしなかったが、ルノアはすでに走り出していた。

「シグ、どうすんのよ！」

「一人でいかせるわけにもな！」

　戸惑うリラに応こたえて、シグはルノアのあとを追いかけた。

「ちょっと！」

　そのあとからリラがついてくる。

　三分もかからずに、時計塔の真下に広がる広場に到着した。

　先に着いていたルノアが、ぐしゃぐしゃになった自動車の前に立っている。

「エリーゼはどこだ？」

「わたしがきた時にはもういなかった。死んではいないはずだ」

　ルノアが顎あごをしゃくると、引きずった血の跡が石畳にべっとりと付着して、街の中にまで続いていた。かなりの出血だが、即死することはなかったらしい。尋常ではない生きるための執念に、シグは薄ら寒いものを感じた。

「ルノア、気づいてるか」

　シグは息を整えながら、先ほど思いいたった考えを彼女に言った。

「本来は蒼そう天てん世界で舞踏会を踊る〈血ち塗まみれの竜王女〉が、この〈竜の箱庭〉に集められてる。エリーゼにあの双子、それにお前とリラ。分かるか、この意味が」

　ルノアは腕を組むと数瞬だけ考え、

「誰だれかが、脚本を書いている？」

「ああ、それでもって演出もつけてる」

　シグは確信を持った。なんのためにそんなことをするのか。それは自らが舞踏会の勝者になるために他ほかならない。つまりはまだ見ぬ竜王女を連れた舞踏会の踊り手がいるはずなのだ、この〈竜の箱庭〉に。それが誰なのか――

「あんたに聞けば分かるんだろう、レニ・ルクセンブルク」

「そうねえ」

　時計塔の入口から姿を現したレニは、濁にごった隻せき眼がんでこちらを睥へい睨げいしていた。

「けれど、私に謳うたわせることができると思っているのならお笑いだわ、シグ。この〈鳴かない雌めす犬いぬ〉にね」

　彼女は暗い笑みを浮かべて、右目の上から頬ほおにかけて走る傷にそっと触れた。駆け出しの公安魔術士だった頃ころに拷ごう問もんを受けた痕あと。噂うわさでは右目は抉えぐり出されたという。それでも彼女は謳わなかった、と言われている。

「飛んで火に入るなんとやらといったところかしら？」

「その言葉はあんたにそっくり返してやるよ」

　シグは精一杯皮肉げに笑った。

　この時計塔にレニが一人ということはないだろう。それに彼女が舞踏会の踊り手であるということもない。そうであれば、彼女のやり口からしてもっと早くに動きようはいくらでもあったはずだ。脚本に従って、動くのをまっていたのだ。

　だからこそ、必ず他ほかに誰だれかいる。脚本を書いて演出をつけている誰かが。レニは演者にすぎない。だが、他人を一切信用しないこの女を利用することができる者など――

「身のほどを弁わきまえなさいな」

　レニの表情から暗い笑顔すら消えた。鬼気迫る空気を身に纏まとい、白い手袋をしている手をきつく握り締める。

「あなたが囲っている二人を渡してもらいましょうか。私は犬としての役割を忠実に果たさなければならない。失敗は、許されない……！」

「なにをそんなにムキになってるんだ、あんたらしくもない」

「知った風なことを言わないでくれるかしら」

「そうかい」

　シグは腰を落として右足を引いた。

　彼女は明らかに感情的になっている。なにごとにも動じない陰いん鬱うつで暗い表情も、底冷えするような隻せき眼がんの光も、いつもとは違う気がする。

「ガキがズケズケと、私の中に足を踏み入れてくれるなよ」

　考えている時間はそれ以上はなかった。

　レニが魔術を使うために〈タペストリー〉を編み変えた。

「ルノア、くるぞ……！」

「分かっている」

　左にいるルノアに目配せする。彼女も〈タペストリー〉を編み変えていた。

「同期させる」

　シグは自らが幻視できる〈タペストリー〉と、ルノアが幻視している〈タペストリー〉の共通部分を入口にして、強引に幻視できる範囲を拡大した。干渉はできないが、視野がルノアの分まで広がる。本来は自分のものではない魔術を、無む理り矢や理りに手元に持ってくるような感覚。

　シグは右みぎ脇わきを絞って正眼の構えを取り、ルノアは左足を引いて下段に構えた。

　二人が同時に言葉を放つ。

『〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！』

　半透明の魔術の刃やいばが、それぞれの手に現れる。

　同時に散会した。

　シグは右、ルノアは左。わずかにルノアの方が早い。

　いや、意図的に仕掛ける順番を遅らせている。時間差で攻撃するつもりだ。

　レニは一つだけの目で冷静にその動きを捉とらえていた。

「〈灼しやく熱ねつの教きよう鞭べん〉！」

　振り翳かざした右手に、空気を焦がす炎の鞭むちが現れる。生きているかのようにしなり、不気味に蠢うごめく炎の鞭を、彼女は巧みに操った。

　すでに眼前に迫っているルノアを無視して、シグの足元を打ち払う。

「ちぃ……！」

　舌打ちをして、シグは軽く跳んだ。

　それを追いかけて炎の鞭がしなる。

　堪たまらず魔術の刃やいばで鞭を打ち払うと、ものの見事に刀身に絡まった。

　絡め取られまいと力を反射的に込めて足がとまる。

「しまっ……！」

　相手の意図に気づいたシグは、魔術の刃を投げ捨てて再び石畳を蹴けったがもう遅い。

　レニは魔術の鞭を投げ捨て、眼前のルノアに向かって一歩を踏み出した。

「一緒にいきましょうか、ルノア・ローゼンタール」

「お断りだ！」

　ルノアは本来の間合いよりも半歩だけ遠くから、魔術の刃を一いつ閃せんした。両手持ちから右手一本にして、真一文字に薙なぎ払う。

　空気を裂く鋭い音。

　レニは上半身を反らし、紙一重でその一閃をかわした。

　本来ならばここでシグが攻撃を仕掛けるのだが、足をとめられた分間に合わない。

　ルノアは薙ぎ払った魔術の刃に左手を添え、右肩に背負うようにして大きく振りかぶった。腰を落として一気に振り下ろし――その腕を思いきり蹴り上げられる。

「じゃじゃ馬には、調教が必要かしら」

　がら空きになった懐にレニが滑るようにして入ってきた。

　ルノアは咄とつ嗟さに間合いを取ろうとするが、強引に左手で胸倉を掴つかまれて引き戻された。

　重い衝撃が腹部にくる。右の膝ひざ蹴げり。

「……っ！」

　身体からだをくの字に曲げたところを、右の肘ひじで一閃された。

　こめかみに衝撃がきて、ルノアはもんどり打って倒れた。投げ出された魔術の刃が転がり、〈タペストリー〉を維持できなくなって砕け散る。

　ルノアは胃液が逆流してくる感覚に顔をしかめ、それでも何度か転がってから跳ね起きた。こめかみに喰くらった肘打ちのせいで頭がくらくらして膝が震える。立っていることができず、彼女は思わず膝をついた。

「レニ・ルクセンブルク！」

　シグの声。どこからかと思った瞬間、ルノアの頭上を黒い影が飛び越える。

　そのままレニに跳び蹴りを喰らわせたのは、シグだった。

　鈍い打撃音。

　腕を交差して受けとめたレニが、勢いを殺しきれずにたたらを踏む。

　シグは着地するなり石畳を蹴けってレニとの距離を詰めた。

　擦れ違い様に足払いをかけて彼女を転倒させ、容赦なく顔面を踏みつける。すんでのところでレニがかわし、鉄骨を仕込んであるブーツが容赦なく石畳を打ち据えた。

　彼女は距離を取らなかった。上半身のバネを使って跳ね起きるなり、今度は逆にシグの足を蹴り払った。

「くそっ！」

　身体からだが一瞬だけ宙に浮き、シグは転倒するよりも先にレニの左足で強烈な蹴りを叩たたき込まれた。ボールを蹴り飛ばすような一撃に、軽く吹っ飛んで石畳を転がる。

「言ったはずよ。私をあまり甘く見ないことね、ド三流」

「ああ、肝に銘じとくよ」

　シグはやぶ睨にらみになってゆっくりと立ち上がった。

「そろそろ遊びは終わりにしましょうか、シグ」

　レニはウェーブのかかったブラウンの髪をかき上げて、自動拳けん銃じゆうを抜き放った。

　銃声。

　だがこれはレニのものではない。

　彼女の手にあった自動拳銃が、硬質な音と火花を上げて弾はじけ飛んだ。

　さらに銃声。銃声。

　咄とつ嗟さに身を翻ひるがえしたレニの足元に一発が跳弾し、もう一発は耳元を風を切って擦過した。そのまま大きく弧こを描いて戻ってくる。

　続けざまにさらに二発。

　シグはぐるりと広場を見渡して、

「リラ！」

「あたしは、あんたらほど、体力ないんだから、ちょっとはまちなさいっての！」

　遅れてようやく追いついたらしいリラが、魔術で顕けん現げんさせた小銃を構えていた。肩で息をして言葉が途切れ途切れになっている。

「これで役者は揃そろったというわけね」

　レニは〈タペストリー〉を編み変えて、炎の鞭むちを手にした。追いかけてくる魔術の弾丸を薙なぎ払う。それでもすべてを打ち払うことはできずに、左肩からぱっと血煙が舞った。だが、彼女は表情一つ変えない。

「シグ！　この女はあたしが面倒見てやるわ！」

　リラは最後の一発を発砲した。同時に魔術によってつくられた仮かり初そめの現実である小銃が音を立てて砕け散る。

　シグは思わず叫んだ。

「バカ！　相手はレニ・ルクセンブルクだぞ！」

「バッカじゃないの！　この女はどうせあたしを殺せやしないわよ！　だから、さっさと中になにがあるのか見てきなさいっての！」

　最後の弾丸も炎の鞭むちで打ち払われる。だが、リラの言うとおり、レニは彼女を殺しはしないだろう。なぜなら、リラ・フィオーレは七分の一の竜王女だから。

　それに時計塔には間違いなくいるはずだ。舞踏会の踊り手が。どの道、逃げも隠れもできないのなら、打って出るより他ほかはない。

　シグは奥歯をきつく噛かむと決断した。ルノアの手を取って時計塔に向けて走り出す。

　彼女はちらりとリラを見てからシグに視線を戻した。

「本当にいいのか！」

「ここで三人揃そろってまごまごしてても仕方ない。要は脚本家をぶっ飛ばせばいいんだよ」

　時計塔の中に姿を消す二人を目で追うだけで、レニはなにもしようとはしなかった。首を傾かしげるようにしてから、濁にごった隻せき眼がんでリラを捕とらえる。

「安心なさいな。すぐに連れていってやる。あの二人と同じところにね」

　リラはほっそりとした腰に両手を当てると、まっすぐにレニを見返した。

「はっ。そう簡単にいくと思わないでよね、オ・バ・サ・ン」



　　　◆◇◆◇◆



　展望台直通のエレベーターに乗り込み、四角い箱が動き出す。

　ルノアの手を握ったままだったことに気づいて、シグは慌てて離そうとした。だが、指を絡めるようにして彼女の方から握り直してくる。

　二人きりになったせいなのか、ルノアはどこか今までとは違った。

「お前の読みが正しければ、シグ。誰だれかが舞踏会を踊るため竜王女をここに集めたのだとしたら、その踊り手は何人か喰くっているだろうな」

「ああ。多分な」

　エリーゼは取り逃がしたようだが、少なくともレニが身柄を押さえた双子の片割れは喰われていると考えて間違いないだろう。実際、あの女はヒューゴ相手に二種類の魔術を使った。だが、あれが双子の片割れの魔術であるかどうかは分からない。ひょっとしたら七分の三の竜王女になっていることだってあるかもしれない。

　それにあの女の実力も相当なものだが、一緒に舞踏会を踊っているパートナーが何者なのかも分からない。

　シグは微苦笑を浮かべた。

「珍しいな。お前が弱気かよ」

「強気になんて、なれるものか」

　小さな声。ルノアはうつむいていて、その表情は窺うかがい知れなかった。

「舞踏会に負ければ、わたしとお前は離れ離れなんだぞ……！　わたしはお前とずっと一緒に踊っていたい。お前のことが大切だから、だから――」

「バカだな、お前は」

　シグは静かに言うと、ルノアを引き寄せた。空いている左手でなだめるようにして頭をぽんぽんとしてやる。

「最初から負けることを考える奴やつがあるか。それにな、俺おれの取り柄はしぶとさくらいのもんだ。そう簡単にはくたばらない」

　一緒に踊るパートナーとの絆きずなが深ければ深いほど、この舞踏会は残酷さを増していく。パートナーを失うことの喪失感や絶望が恐ろしくなる。

　ルノアはシグの言葉にこくりとうなずいて、それでも顔を伏せたままだった。

　シグはそんな彼女の両りよう頬ほおを思いきり引っ張った。

「ひゃにをふる！」

　堪たまらずに顔を上げたルノアが抗議の声を上げた。

「俺が好きなルノアは、もっと凛りんとして格好いい女なんだよ。相手にびびってめそめそしたりはしないんだ」

　頬を引っ張られたまま、ルノアはぴたりと停止した。彼女は耳の先まで赤くなると、シグの手を振り払って目を吊つり上げた。

「だ、誰だれがめそめそするか！　お前が弱いからちょっとだけ不安になっただけだ、バカ！　いい気になるな！　死ね！」

「おわ！　バカ、狭いんだから腕を振り回すな！」

　殴りかかってくるルノアの腕をどうにか掴つかんでやめさせる。

　そうやってがたがたとエレベーターの中で暴れていると、展望台に着いたことを知らせる音が鳴った。扉が左右に開いていく。

　シグもルノアも、暴れるのをぴたりとやめた。

「さて、鬼が出るか蛇が出るか」

　ルノアの腕を離し、シグは展望台に足を踏み入れた。

　エレベーターは正方形の部屋の中央。すっかり朝になりつつある街の景色が、転落防止のための金網の向こう側に広がっている。火災はほとんどが鎮火されたようだった。瓦が礫れきと、半壊した家々の様子が痛々しい。

「シグ、あれを見ろ」

　ルノアに言われて視線をやると、そこにはあの双子が身に着けていた服だけがあった。レニに身柄を押さえられた、確かカーリンとかいう方だ。

「案の定、喰くいやがったな……」

「ご名答」

　独りごちた言葉に返事があって、シグはぎょっとして振り返った。

　そして、言葉を失った。目を見開き、無意識に一歩下がる。

「な……」

　そこにいたのは、よく見知った顔だった。整髪料で無む理り矢や理りにシチサン分けにしているくすんだ金髪も、胡う散さん臭くさい色いろ眼鏡めがねによれよれのスーツも、咥くわえ煙草たばこと不ぶ精しよう髭ひげも。なにもかも、彼が知っているままだった。

「ザウエル、先生……？」

　肺から絞り出すようにして声が出た。

「またまたご名答」

「なんで、あんたが――」

「生きている？」

　ザウエルはにやりと笑った。

「俺おれの魔術は炎の魔術。飛行船の爆発から身を守ることくらいはわけない、と言いたいところだがな、さすがに死ぬかと思ったよ。くっくっ……」

　その時のことを思い出したのか、彼は押し殺した笑い声をもらした。

「嬉うれしいぜ、シグ。こうして再会できてな」

　ザウエルは色眼鏡をそっと外した。冷え冷えとして乾いた斜視の碧へき眼がんが、じっとシグを見据える。それだけで人を殺せるのではないかと思えるほどだった。

「あんたが――」

　なにかを言おうとしたが、シグはそれ以上言葉が出なかった。

　思いもよらなかった、と言えばそれはきっと嘘うそになるのだろう。この男が死ぬはずはないと心のどこかでは思っていた。そして、なぜ気づかなかったのだ。あのレニを利用できる人間など、この世界にたった一人しかいない。

　この男が脚本を書き、演出をつけ、今こうなっているのだとしたら、それは奇妙なほどに納得できるものだった。〈蒼そう焔えん使つかい〉という魔術士は、平気でそれくらいのことはやってのけそうな、そんな空気を持っている。

「〈党〉とかいう連中のためですか、先生」

　まだこの男のことを先生と呼んだことに、シグは驚いた。目の前の男は、姿かたちは同じでも、彼が知っているワルサー・ザウエルではない。だが、この男とて〈竜の箱庭〉で育った魔術士ではあるはずだ。

　シグは叫んだ。

「あんたは、〈竜の箱庭〉をこんなにしちまったんだぞ！」

「だからどうした」

　擦り切れた声に一いつ蹴しゆうされて、シグは口ごもった。

「くだらんね、シグよ。〈竜の箱庭〉なんてものはな、この世からなくなっちまえばいい」

　ザウエルは薄ら寒い笑みを口元に浮かべ、見たこともない表情になった。その言葉は嘘も偽りもない本音に違いないと感じて、シグは全身が総毛立った。

「あんたは、一体なにを考えてる」

「さあな。だが、一つだけ言えることはな、シグ。お前の竜王女は殺さなきゃならんってことだ。俺おれの竜王女によってな」

　ザウエルが咥くわえていた煙草たばこを手にして、灰を落とした。

「お前の竜王女になった覚えはないが、一つだけいいことを言った」

　女の声。釣り鐘に続く階段から、誰だれかが下りてくる。それはシグが目撃したあの魔術士だった。ばっさりと短くした金髪に、猛もう禽きん類るいを思わせる鋭い眼光、褐かつ色しよくの肌。首にかけている防砂用のゴーグルはそのままだったが、散弾銃は持っていない。

　彼女は獲物を確かめるようにして、ルノアを睨にらみ据えた。

「私が竜王女を殺すということだ」

「紹介しようか。俺の舞踏会のパートナー、クロイツェルだ」

「誰が貴様のパートナーだ。軽々しく言うな。死ね」

「ま、このように非常につれないんだが、実力は折り紙つきだ」

「黙っていろ」

　クロイツェルはぎろりとザウエルを睨むと、ルノアに淡々と宣告をした。

「すぐ楽にしてやる。苦しまないようにな」

「随分と自信過剰だな」

　ルノアは一歩も引き下がることなく、いつでも戦端を開けるように腰を落とした。左足を引いて半身になり、剣の柄を握るようにした両手を左の腰辺りに持ってくる。

　シグはぴたりとルノアに寄り添って囁ささやいた。

（俺が見た魔術は二つ。一つは大鎌を顕けん現げんする。もう一つは足元を凍らせて氷柱つららで攻撃する。これで全部かは分からないけどな――あいつを抑えられるか？）

（任せておけ）

　魔術士の戦闘における鉄則は常に数的優位を保つことだが、ザウエルとクロイツェルは連携しないのではないかとシグは思った。一対一でも十分な自信があるだろうし、二人にはヒューゴとエリーゼにあったような雰囲気がない。お互いの背中を預け合うことで生まれる信頼感のようなものが、これっぽっちも感じられない。

　もしそうであるならば、必ず勝機はある。

「シグ、お前にはこの腕の借りを返さないとな」

　煙草を持っているザウエルの右手には黒革の手袋がはめられていた。シグが飛行船で斬きり飛ばした右腕は、今は恐らく義手なのだろう。

　魔術士が睨み合えば、誰かが〈タペストリー〉を幻視することが口火になる。

　シグはじりじりと間合いを詰めた。彼は〈タペストリー〉の編み変えが苦手なので、他ほかの三人と同時に魔術は使えない――ザウエルはそう思っているはずだ。

（だったら、それを逆手に取ってやる）

　ザウエルが右手に持っていた煙草を握り締めた。

　四人が同時に〈タペストリー〉を幻視する。

　睨み合っていたルノアとクロイツェルが、一気に間合いを詰めた。

「〈戦乙女は蒼槍に貫かれ〉！」

「〈死神きたりて哄こう笑しようす〉」

　ザウエルの右手に蒼あお白じろい炎の槍やりが、大きく振りかぶったクロイツェルの両手には長い柄と不定形の黒い刃やいばを持つ大鎌が現れる。

　強烈な左足の踏み込みとともに、ザウエルが炎の槍を投とう擲てきした。

「だあっ！」

　炎の槍を蹴けり上げたシグは、ルノアと同時に叫んだ。

『〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！』

　二人の手にまったく同じ魔術の刃が出現する。

　シグとザウエルの距離はもうすぐそこだった。

「同期幻視……！」

　ザウエルはわずかに笑った。

　相手が丸腰だろうが容赦せず、シグは右みぎ脇わきを絞る構えから袈け裟さ懸がけの一撃を見舞った。

　魔術の刃が電光の軌跡を描いて宙を駆ける。

　だが、ザウエルはいつの間にか器用に右手だけでマッチに火を灯ともしていた。

「〈戦乙女は右手より焔もゆる〉」

　蒼白い炎に包まれた右腕が、魔術の刃を跳ね上げた。

　鋼鉄を斬きりつけたような衝撃に腕が痺しびれ、削り取られた火の粉が舞い散る。

（とんでもねえっ！）

　シグは胸中で叫んだ。魔術を発動させるまでが早すぎる。

　腕が跳ね上げられて胴ががら空きになる。

　すかさず、ザウエルは短い息吹をもらして強烈な蹴りを放った。

「っ！」

　装甲板を叩たたく衝撃が内臓に響く。

　シグは身体からだを折り曲げて吹き飛んだ。

　床を転がって金網に激突する。だが、間髪入れずに立ち上がった。ダメージはない。

　戦闘服のベルトからナイフを左手で抜き放ち、投擲する。

　同時に姿勢を低くして駆けた。

「いい目をするようになったじゃないか、シグ！」

「いつまでも先生気取りかよ、あんたは！」

　ザウエルがナイフを右手で叩き落とす。

　その一瞬の隙すきに、シグは刃を水平に寝かせ、大きく右足を踏み込んだ。

　右腕一本で強烈な刺突を繰り出す。

　魔術の刃の切っ先が、ザウエルの喉のど元もとでぴたりととまった。

　蒼白い炎に包まれた右手が、刃を握り締めていた。

「くっ……！」

　そのまま魔術の刃やいばが握り潰つぶされる。魔術が維持できなくなって、ガラスが砕けるような音を残して粉々になる。

「俺おれもそろそろ本気出していいか？」

　ザウエルの言葉は、そっと耳元で囁ささやかれた。

　その事実にシグはぞっとした。なんの気配もなく間合いを詰められ、いつの間にか二人の距離は密着するほどだった。

　ザウエルが蒼あお白じろい炎に包まれた右の拳こぶしを、小さな踏み込みと身体からだの捻ひねりを利用して繰り出してくる。ゼロ距離であるにもかかわらずその一撃は凄すさまじく、戦闘服の装甲板を拉ひしやげさせる衝撃が腹から背中に抜けた。

「げっ……!?」

　シグは内臓がバラバラになったのではないかと思った。意識が飛びそうになり、だが髪の毛を左手で掴つかまれて引き戻され、もう一発くる。

　装甲板を打つ、ごがん、という衝撃音。

「があっ！」

　堪たまらず胃の中のものをぶち撒まけて、膝ひざから崩れる。

　なにかを考えるよりも先に、顔面に衝撃。

　容赦のない前まえ蹴げりを喰くらい、シグは床に転がった。

「シグよ、お前は撃剣も体術も、まあまあ及第点なんだが」

　魔術を維持できなくなったザウエルが、煙草たばこに火を点つけながら近づいてくる。

「全部が平均点ってのが欠点でもあるんだよな。特に自分より実力が上の奴やつとやる時にはしんどいだろ？　なにせ相手をハメられる一発逆転の得意技がないからな」

「へっ……」

　シグは倒れたまま皮肉げに笑った。ザウエルの言っていることはそのとおりだった。だから、このしぶとさでどうにかするしかないのだ。

　金網に掴まって身を起こし、シグは血が混まじった唾つばを吐き捨てた。顔面に喰らった蹴りのせいで口の中が血ち塗まみれだ。それでもザウエルを見据え、言ってやる。

「俺はそう簡単にはくたばらないからな。仕留めるのは骨が折れるぜ」

　迷うことなく〈タペストリー〉を幻視した。

「バカ野郎が」

　ザウエルは咥くわえていた煙草を吐き捨てると同時に〈タペストリー〉を編み変えた。空中で煙草を握り締め、シグよりも先に魔術を発動する。

「〈戦乙女は蒼槍に貫かれ〉！」

　手にした蒼白い炎の槍やりを、彼は容赦なくシグに向けて突き立てた。

　右足を踏み込み、右手一本で、その突きは一筋の蒼あおい閃せん光こうとしか映らない。

「バカはあんただよ、〈蒼そう焔えん使つかい〉！」

　シグは端はなからかわすつもりはなかった、覚悟を決めてその一撃を見据える。

　素手で炎の槍やりを掴つかみ、猛烈な熱さと痛みが全身を襲おそった。

　手の肉が焼け焦げる嫌な臭におい。

　さらには戦闘服の拉ひしやげた装甲板を貫かれ、炎の槍が腹に突き刺さった。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　シグは絶叫した。身体からだの内側から焼き尽くされるような激痛。

　だが、それでも彼はにやりと笑った。〈タペストリー〉の編み変えは、続けている。

　こうでもしなければ、時間を稼げない。だが、一度魔術が発動すれば、死なない限りは傷は癒いえる。シグの魔術はそういうイカサマができる魔術だ。

　ザウエルはこちらの意図を悟ってさすがにぎょっとした。

　だが、もう遅い。編み変えが完成する。仮かり初そめの現実が、本当の現実に取って代わる。

「〈仄ほの暗ぐらき人じん狼ろう〉！」

　シグの髪が逆立った。唸うなる狼おおかみのように鼻先に皺しわが寄り、犬歯がさらに鋭くなる。全身の筋肉が発達し、一回りほど体格が大きくなる。

　炎の槍を強引に引き抜いて投げ捨て、シグはザウエルを蹴けり飛ばした。

「っ！」

　数メートルを宙に浮き、そのまま壁に激突する。

「俺おれを甘く見たよ、あんたは！」

　壁をずり落ちるザウエルに向けて、シグは右みぎ拳こぶしを打ち放った。

　どごん、という衝撃音。

「ごあっ！」

　鍛え抜かれた肉体も関係ない。

　骨を折り内臓を抉えぐる一撃に、ザウエルが声を上げた。

　磔はりつけになるような格好になり、衝撃で壁にひびが入った。

「くっくっ、やるねえ」

　だが、彼の戦意はまるっきり衰えていなかった。自分の腹に突き刺さるようになっているシグの右腕を左手で掴み、乾ききった碧へき眼がんで睨にらみ上げる。

「実戦はどんなに泥どろ臭くさくても生き残った者勝ちだ。そういうところを、お前はよく分かってるよ。そこの勘所は俺の生徒の中でもピカイチかもな」

　いつの間にか、ザウエルが右手だけでマッチの火を灯ともしている。

「〈火刑台上の戦乙女〉……！」

　マッチが握り締められ、一瞬で〈タペストリー〉が編み変えられる。

　ザウエルの全身が蒼あお白じろい炎に包まれ、掴まれている右腕が凄すさまじい熱さに焼かれた。

「な……！」

　シグは力任せに右腕を引き抜いた。

　魔術の炎に焼かれた傷が、すぐに癒えはじめる。

「勝負はここからだ。なあ、シグ？」

　蒼あお白じろい炎を身に纏まとい、ザウエルは言った。



　シグがザウエルと戦端を開くと同時に、ルノアもクロイツェルと相対した。

　大きく振りかぶられた大鎌の黒い刃やいばがゆらゆらと揺れて、景色に同化して見えなくなる。

（間合いが分からない……！）

　彼女は胸中で毒づいた。

　それでもクロイツェルが持つ柄から見当をつけ、魔術の刃をかち上げる。

　凄すさまじく重たい手て応ごたえ。金属がぶつかり合うような耳障りな音が響き、派手な火花がぱっと散る。クロイツェルの腕は跳ね上がらなかった。

　そのまま力任せに、刃の見えない大鎌を押し込んでくる。

「くっ……！」

　ルノアはその圧力にじりじりと押され膝ひざを折った。

　なんの感情も窺うかがい知れない金色の双そう眸ぼうが、獲物を襲おそう猛もう禽きんのごとく見下ろしてくる。

「あまり抵抗するようだと、痛い目を見ることになるぞ」

「そんな台詞は舞踏会の舞台を降りた奴やつに言うことだな」

　強気に言い放ってみたが、大鎌の圧力に耐えている〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉に亀き裂れつが入りはじめていた。このままでは――

「だああああっ！」

　ルノアは渾こん身しんの力を込めて大鎌を押し返した。

　同時に見えない鎌の刃に沿って〈幻刀虎鉄〉を走らせる。金属の絶叫と火花。魔術の刃が折れ飛んで、粉々に砕けて消え去った。

　だが、彼女はクロイツェルの懐に入り込む。大鎌では対応できない至近距離。

　ふっ、という短い息を吐いて、ルノアは右手を突き上げた。頭一つ分背の高いクロイツェルの顎あごを、彼女の掌てのひらが打ち据える。

　それだけでは終わらずに、ルノアは左膝の関節目がけて足を振り下ろした。

　だが、身体からだを半身にするようにして足を引かれて空振りする。それは同時にクロイツェルが大鎌を身体の横に構える動作だった。

「しまっ……！」

　大鎌が真一文字に薙なぎ払われる。

　ルノアはほとんど尻しり餅もちをつくようにしてその一いつ閃せんをかわした。

　白銀の髪を掠かすめて、切り落とされた髪が舞い落ちる。

　まさに紙一重で、ルノアは全身の血液が冷えたような感覚を味わった。だが、得物が大味な分、即座の追撃は繰り出せない。

　彼女は床を転がった勢いで立ち上がり、〈タペストリー〉を幻視した。

「〈幻刀虎鉄〉！」

　刀身が一〇メートル近い魔術の刃が下段に構えた手に現れる。大鎌の間合いよりもさらに外から、ルノアは右足を大きく踏み込み、その刃やいばを右斜め上に一いつ閃せんした。

　大鎌の柄で受けとめられる。

　再び金属がぶつかるような悲鳴。

　ルノアはすかさず手首を返した。魔術の刃の向きを変化させ、大鎌の柄に沿って振り下ろす。狙ねらいは柄を握っているクロイツェルの両手だ！

「ちぃ……！」

　さすがに舌打ちして、クロイツェルは大鎌を手放した。

　瞬間、ルノアも魔術の刃を手放す。

　二人の魔術が同時に砕け散り、そして同時に〈タペストリー〉が編み変えられる。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

「〈死神きたりて哄こう笑しようす〉！」

　二人の凛りん然ぜんとした声が響いた。

　クロイツェルの方がわずかに早い。

　大鎌を大上段に構えた彼女は、それを回転させて投とう擲てきした。

「なあ！」

　ルノアはぎょっとして、魔術の刃をかち上げてそれを弾はじいた。

　大鎌が方向を変えて展望台の天井に突き刺さる。

　腕が痺しびれる衝撃に、ルノア自身も魔術の刃を放ほうり出して吹き飛ばされた。

　クロイツェルがすでに魔術を使おうとしている。

　ルノアは悪寒を感じて、咄とつ嗟さに〈タペストリー〉を編み変えた。魔術の名前を声にしてイメージを確固たるものにする時間もない。そのまま編み変えを完成させる。

「〈氷ひよう筍じゆん聖域〉！」

　クロイツェルの言葉と同時に、ルノアが転がった床の一帯が凍りつく。

　ルノアは自分の身長よりも尺のある魔術の刃を床に突きたて、刃のしなりで身体からだを持ち上げた。そのまま棒高跳びのようにして、クロイツェルの魔術の範囲から脱出する。

　次の瞬間、無数の鋭い氷柱つららが凍った床から伸びて虚こ空くうを貫いた。

　床に着地したルノアは、その魔術を見て息を呑のんだ。あんなものに捕とらえられれば、助かる術などありはしない。

「なかなかの巧者ぶりだが――」

　いつの間にかクロイツェルがすぐそこにいた。黒い刃の大鎌を振りかぶって。

「ここまでだ！」

　大鎌が振るわれる。刃が見えなくなる。

　鮮血が舞う。

　ルノアは左肩に激痛が走り、それでも奥歯を噛かみ締めて悲鳴を上げなかった。咄嗟に差し出した両手で、見えない刃を挟み込んでとめている。

　それでも届いた大鎌の先端が、左肩に喰くい込んでいるのだ。

「しぶといな」

「生あい憎にくと、わたしと相棒は往生際が悪いんだ……！」

　ぎりぎりと押し込まれ、左肩に見えない刃やいばが喰くい込む。傷が焼けるように熱く、激痛が走る度に気を失いそうになる。それでもルノアは必死に耐えた。

　必ずシグがどうにかしてくれる。助けにきてくれる。

　だからどんな状況でも諦あきらめないし、這はいつくばってでも生きてみせる。

　そう思うだけで、不思議と力が湧いてくる。

　だから、ルノアの瞳ひとみに灯ともる光は、こんな状況でもまったく絶望していなかった。

　そんな彼女を、クロイツェルは虚うつろな瞳で見下ろしている。

　二人の視線が交錯し、クロイツェルはぼそりと言った。

「気に入らないな」

「なに？」

「その目が気に入らない」

　大鎌にさらに力が込められる。

　ルノアはぶるぶると震える両腕で、どうにかしてその圧力に耐えた。

　それでもじりじりと押され、片かた膝ひざをついてクロイツェルを見上げるような格好になる。左肩からの出血で、彼女の左半身はぐっしょりだった。

「貴様のその目はイライラする」



    

  
    
      



    

  
    
      　クロイツェルの虚うつろな光を湛たたえる鋭い目が、感情を窺うかがい知れない表情が、少しだけ変わっている。形勢はルノアの方が圧倒的に不利なのに、まるでクロイツェルの方が――

　ルノアはシグがするようにして、皮肉げな笑みを浮かべた。

「怯えているな」

　そう告げられて、クロイツェルは口元を引ひき攣つらせた。

　ルノアは彼女に感じていた違和感がなんなのかを、ようやく理解した。この空虚さ。パートナーと手に手を取って踊る舞踏会で、まるで相手が見つからないかのような、一人で踊っているかのような、この空虚さはどうだ。エリーゼ・ヴァレンシュタインには、ヒューゴ・ザスのために舞踏会を踊る燃えるような情熱があった。

　ルノアにも、ある。自分のためだけではなく、パートナーのために、という思いが。そうでなければ舞踏会は踊れない。だが、この女にはそれがない。

「わたしが怖いか？」

「黙れ」

「お前はまるで舞踏会を踊れていない」

「黙れ！」

「本当のパートナーはどうした」

「黙れええええええっ！」

　クロイツェルは絶叫した。

「貴様になにが分かる！　私に残されたのは、舞踏会を勝ち抜くことだけだ！　それだけが、それだけが……！」

　強こわ張ばった表情で叫び続けるクロイツェルに、ルノアは言い放った。

「分かるものか！　わたしはお前じゃないからな！　それでも――」

　歯を喰くいしばって、ぎりぎりと大鎌を押し返す。

「一人で踊っている奴やつに負けられるかっ！」



　シグが放った回し蹴げりが、右手を添えた左腕でがっちりと防御された。

　蒼あお白じろい火の粉が舞い、逆にシグの肌を焦がす。

「お互いに決め手を欠くって感じか？」

　蹴りに耐えたザウエルがくつくつと笑う。

　事実、そのとおりだった。彼の全身を覆う蒼白い魔術の炎は攻防一体。強力な緩衝材となって、魔術で身体能力を爆発的に高めたシグの攻撃を緩和してしまう。

（いや。俺おれの方が不利だ）

　シグは激しく肩で息をし、胸中でつぶやいた。

　魔術がいつまで維持できるか分からない。一度効果が切れれば、もう一度使う時間をこの男が与えてくれるとは思えなかった。逆にザウエルは媒ばい介かいとなる火さえあれば、一瞬で〈タペストリー〉を編み変えることができる。

　持久戦はシグに不利になる。それはザウエルも分かっていることだろう。ならば。

（俺おれより先に、向こうの魔術を消すしかない）

　シグは大きく息を吐いて、右足を引いた。腰を落として半身になる。

　ザウエルもまったく同じ体勢になった。

「お前に格闘の基本を叩たたき込んだのは俺だ。勝てると思うのか、シグ」

「そうやって時間を稼ごうってのが見え見えなんだよ、おたく」

　シグは挑発するようにして言った。それはいやになるほど、目の前にいるかつての師とそっくりだった。

「そうかい。言っておくが、俺は力ずくも嫌いってわけじゃない」

　ザウエルが動いた。足音もせず、気配もなく、まるで煙草たばこを取り出すかのように自然な動き。一瞬で間合いが詰まり――貫き手にしたザウエルの右手が繰り出される。

　顔面。それも狙ねらいは目だ。

　シグは最小限の動作でその一撃をかわした。

　こめかみを掠かすめ、肌が焼ける激痛が走る。だが、そんなものは無視した。身体からだが交差するほどに大きく左足を踏み込む。

　魔術の炎に焼かれながら右みぎ拳こぶしをザウエルの身体にぴたりと当てた。間髪入れずに右足を踏み込んで拳を突き出す。だが、軽く後ろに跳んですかされた。

「くそっ……！」

　突き出した右腕を引かれて体勢を崩されるところを、シグは腰を落として堪こらえた。

　逆にザウエルを引きずり込み、右足を軸にして左足を振り上げる。

　ごっ、という骨を打つ強烈な打撃音。

　側頭部に回し蹴げりを喰くらったザウエルの首が曲がる。

　シグは右手を離さなかった。蹴りの勢いで吹き飛ぶザウエルを強引に引き戻し、今度はみぞおちに右足での蹴りを喰らわせる。

　身体をくの字に曲げてザウエルが吹き飛んだ。

（どうだ……！）

　分厚いゴムでも蹴っているような感触だった。ザウエルにどこまでダメージがあるのかは正直分からない。だが、壁に激突したザウエルはずるずると崩れ去り、〈タペストリー〉を維持できなくなって全身の蒼あお白じろい炎が音を立てて消え去った。

　シグはそれでも警戒心を解かずに、ザウエルに近づいた。

　ぐったりとしたザウエルはぴくりとも動かない。

「……やった、のか？」

「いいや！」

　突然、ザウエルが顔を上げた。右手には火の点ついたマッチ。〈タペストリー〉が一瞬で編み変えられる。

「〈戦乙女は蒼そう剣けんに斬きり裂かれ〉！」

「……っ!?」

　シグの背中から、蒼あお白じろい炎の剣が生えた。一瞬で傷口が焼かれ、血は出ない。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　遅れてやってきた激痛と、身体からだの内側から焼かれる感覚に、シグは絶叫した。そこいらをのた打ち回りたいが、ザウエルがそれを許さない。

「覚えておけ、シグ。大人おとなはずるいんだよ」

「くそったれ……！」

　シグは声を絞り出し、奥歯をぎりぎりと噛かみ締めた。

「身体を内側から焼かれても耐えるとは。本当にスバールスバールの人じん狼ろう並みだな」

　ザウエルが呆れたような声をもらした。

　どうにかして炎の剣を抜こうとするが、身体に力が入らない。このままでは魔術が維持できなくなる。だが、そうなれば確実に自分は死ぬ。

「よくがんばったよ、お前は。だが、俺おれにも譲れないことがあるんでな。邪魔立てするなら、可愛かわいい教え子だろうが殺さにゃならんのさ」

「そうかよ。けど、あんたは、同じことを、ヘイゼル・ルドルフにも言えるのか……」

　それは本当に、最後の皮肉のつもりだった。ザウエルの師の名前。その美び貌ぼうと魔術士としての実力で、ほとんどアイドルのような存在だったという。

「気安く彼女の名前を口に出すなよ、シグ」

　そう言ったザウエルは、どこか静かな怒りを堪こらえているようだった。そして、癇かん癪しやくでも起こしたかのように彼は叫んだ。

「よくもまあ、俺に向かってそんなことが言えたもんだ！」

「何度でも言ってやるよ……！」

　ザウエルの力が一瞬緩み、シグはその隙すきに炎の剣を強引に抜き放った。

「あああああああああああああああああああああああああああああああっそったれが！」

　激痛に絶叫しながらも、ほとんど精神力だけで意識を保ち、魔術を維持する。ここで卒倒でもしようものなら、そのままあの世いきだ。

　シグは咄とつ嗟さに近くにあったナイフを拾い上げた。彼が投とう擲てきして、ザウエルが弾はじき飛ばしたあのナイフだった。ザウエルの胸倉を掴つかんで壁に押し当て、力任せにナイフを右腕に突き立てる。

　刃やいばが義手を突き貫け、そのまま石壁に深々と突き刺さった。

「シィィィィグ！」

　ザウエルは珍しく焦った表情になって叫んだ。魔術によって強化されたシグの腕力で突き刺されたナイフは、簡単には抜けなかった。さらにシグの左ひだり拳こぶしが抉えぐり込むようにして彼の脇わき腹ばらに突き刺さる。

「がっ……！」

　ザウエルは短い悲鳴と血を吐き出した。

「先生よ、あんた俺おれに言わなかったか」

　シグは皮肉げな笑みを浮かべた。

「感情の、コントロールだ」



　力任せに大鎌を押し返し、ルノアはどうにかして間合いを取った。

　肩から流れる血はすぐに腕を伝って、指先から床に流れ落ちた。

　左腕に力が入らない。

　もう二度と、あんな芸当であの大鎌をとめることはできないだろう。

　クロイツェルは悪い夢でも忘れるように頭を振っていた。

「貴様は、もう殺す」

「言ったはずだ。わたしと相棒はしぶといぞ」

　ルノアは左肩を押さえながら、それでも不敵に笑った。

　瞬間、クロイツェルの背後からシグが飛びかかる。

「なあっ!?」

　そのまま押し倒されて、二人はごろごろと床を転がった。大鎌がクロイツェルの手を離れ、音を立てて砕け散る。

　転がっている途中で、シグが蹴けり飛ばされて二人が別々になった。

　ルノアは肩の痛みを無視して、ふらふらと立ち上がるシグに駆け寄った。

「シグ！」

「お前も随分やられたなあ」

「うるさい。お前がぐずぐずしてるからだぞ」

「へいへい。なら、さっさとかたをつけないとな」

　クロイツェルは眩まぶしいものでも見るかのように、二人から顔を背けていた。それでもどうにか言葉を搾しぼり出す。

「ザウエルはどうした」

「向こうで動けなくしてやったよ。ざまあない」

　シグがエレベーターで遮られて見えない反対側に視線をやる。

「まさか貴様のようなガキが、あの男の上うわ手てをいくとはな」

　クロイツェルは虚うつろな表情のまま、低く笑った。

「つくづく分からないものだ」

「おかげで俺はガタガタだし、ルノアもあんたにやられてこのざまだがな」

　言葉とは裏腹に、二人に悲ひ愴そう感かんはなかった。ぴったりと寄り添うようにして立ち、お互いに相手を信頼し、身を任せるような雰囲気がある。

　ルノアは血を失って蒼あお白じろくなった顔に笑みを浮かべた。

「紹介しよう。わたしの舞踏会のパートナー、シグ・ヘンケルスだ」

「イラつくんだよ、貴様らは……！」

　クロイツェルは小刻みに震える手で煙草たばこを咥くわえた。

　オイルライターで火を点つけて、紫煙を肺いっぱいに吸い込む。

　そんなことでは少しも落ち着かず、彼女は煙草を床に叩たたきつけた。

「私にはもう、舞踏会で勝ち残るしかない。そうでなければ、なんのために――」

　ゆらりと両手を振りかぶり、〈タペストリー〉を編み変える。

「なんのために私はこうして生きている！」

　彼女の両手に黒い不定形の刃やいばを持つ大鎌が現れた。

「ルノア、まだ魔術は使えるな」

「？　ああ、どうにか」

「なら、じっくり狙ねらってろ」

　シグの言葉がどういう意味なのか、ルノアは一瞬分からなかった。

　だが、彼がクロイツェルに向かって一歩を踏み出し、

「バカ、お前一人で……！」

「安心しろ。俺おれはそう簡単にはくたばらない。言ったろ？」

　シグに制されて、ルノアは足をとめた。

「それとも俺の言うことは信用できないか」

「そんなことはない」

　不思議と、シグがそう言うのだからそうなのだろう、という気がした。

　彼は絶対に約束を破ったりしない。そう思える。心の底から。

「俺もガタガタだが、一回くらいなら隙すきをつくってやれる。あとはどうにかしてくれ」

「分かった」

　ルノアは自然とそう言った。どうせこんな状態ではまともには戦えない。シグに賭かけるしかない。彼の背中を見ていると、なぜだか胸が締めつけられるような気がした。ボロボロになっていてもその背中は頼もしくて――ドキドキして、きゅんきゅんする。

（わたしは、本当にもうダメなのかもしれない）

　心の底では分かっていたけれど。いつからか、自分はもう完全に参っている。

　だけど、こんなに自覚したことはなかった。

　頭がくらくらするのは、きっと貧血のせいだけではないのだ。

　顔が熱くなる。シグに見られていなくてよかった。

「シグ、信じてる」

　ルノアはそれだけを言って意識を集中した。〈タペストリー〉を慎重に編み変える。

　大鎌を構えて床を蹴けったクロイツェルの動きは、先ほどよりも明らかに緩慢でキレがなかった。

　シグは腰を落とすと同時に、右足で大鎌の見えない刃ではなく柄を狙って蹴り上げた。

　ブーツに仕込まれた鉄骨がいやな音を立てる。

　さすがにクロイツェルの両腕が跳ね上げられた。

　蹴けり上げた足を下ろすと同時に、シグはそちらを軸足にして後ろ回し蹴りを放つ。

　二発の蹴りで、クロイツェルの手から大鎌が弾はじけ飛んだ。

「物騒な得物はなしにしようぜ、おたく」

　言った側そばから、彼女の右みぎ拳こぶしが飛んできた。

　鋭い踏み込みで、シグのこめかみを横っ面から直撃する。

　ごっ、という骨を打つ音。

「望みどおりに、してやる！」

　倒れそうになるところを、今度は左の拳が顎あごを突き上げる。

　再び鈍い強烈な打撃音。

「ちぃっ！」

　骨がぶつかり合う拳の痛さに、クロイツェル自身も舌打ちした。

　シグは意識が飛びそうになるところを堪こらえ、膝ひざから崩れ落ちた。だが、それを利用してクロイツェルに足払いをかける。

　軽く跳んでかわした彼女の腰に、シグは肩からぶつかった。そのまま押し倒す。

　もみ合いになり、何度かお互いに体勢を入れ替え、逃れようとするクロイツェルをシグは逃がさない。背後を取り、首に腕を回してぎりぎりと絞め上げた。

「あんた、なにをイライラしてるのかは知らないが、動きが悪いじゃないかよ」

「くっ……貴様は！」

　掠かすれる声をクロイツェルがもらした。

　シグはがっちりと首を絞めたまま、彼女を吊つるし上げるようにして立ち上がった。じたばたともがくクロイツェルを力任せに押さえ込む。

「ルノア！　やれ！　早く！」

　そう言われて、ルノアはぎょっとした。

　そんなことをしたら、シグも一緒に手をかけることになる。

「バカを言うな！」

「お前の腕なら、俺おれごとやっても外せるだろ！　これを解かれたらどうしようもないぞ！」

「しかし――」

　難しくはあるが刺突ならば背後にいる彼だけ致命傷をさけることもできる。だが、それでも彼女は逡しゆん巡じゆんし、どうしても決断できなかった。

　舞踏会の勝者になるためには、クロイツェルを殺さねばならぬ。だが、よりにもよってシグと一緒に。もし万が一のことがあったら――そう考えたら、ルノアは身体からだが動かなくなった。

　こんなに――好きなのに。彼のことがたまらなく好きなのに。自分の手で彼を殺すことになってしまったら、どうすればいい。そんなことに果たして自分は――

（耐えられない）

　想像しただけで、ルノアは泣き出しそうになった。どんなに勇気を出そうとしても、身体は一向に動いてくれなかった。

　小刻みに首を振って、ルノアはシグを見つめた。

　そんな彼女を奮い立たせるように、彼の声が飛ぶ。

「ルノア！　やれ！　やるんだよ！」

　シグの声に、ルノアは視線を彷徨さまよわせた。

　クロイツェルが強引にシグの腕を振り解こうとしている。もう時間がない。

「俺おれはお前に殺されるなら構わないなんて言わねえぞ！　俺の他ほかに、お前は誰だれと舞踏会を踊るってんだ！」

　シグの声に射い竦すくめられて、ルノアは吸い寄せられるようにして彼と視線を交錯させた。

「俺はお前を信じてる」

　彼がいつものように皮肉げに笑った。

「お前はどうだ、ルノア」

「わたしは――」

　問われて、彼女は拳こぶしを握った。

　自分で言ったはずだ。ついさっき。

　わたしはシグのことを信じてる。

　彼が大丈夫だと言うのなら、それに応こたえなければ。

　ルノアは静かに言った。

「わたしが手を取って踊るのは、お前だけだ、シグ。だから――」

　腰を落とし、右手を引き絞るようにして構える。

「だから、絶対にお前を死なせない。わたしも、こんなところでくたばらない」

「ああ！　そうだよ、ルノア！」

　シグが最後の力を振り絞ってクロイツェルを絞め上げた。

　狙ねらいを定め、ルノアは凛りん然ぜんと言った。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　右手に現れた魔術の刃やいばを水平に寝かし、猫のようにしなやかに駆ける。

　そのまま躊ちゆう躇ちよせずに、ルノアは右足を踏み込んで魔術の刃を突き出した。

　下から突き上げるようにしてクロイツェルの身体からだを斜めに貫き、彼女の首を絞めるために腕を上げているシグの左ひだり脇わきを掠かすめるようにして刃が抜ける。

　クロイツェルはかっと目を見開いて、自らの身体を貫いた魔術の刃を見やった。

「こんな……」

　言葉と一緒に込み上げてきた鮮血が口からもれる。

　それでも彼女は奥歯を噛かみ締めて、自身の身体を貫いている魔術の刃を鷲わし掴づかみにした。

「こんなことが――あってたまるか。あってたまるかあっ！」

　魔術の刃を握る手がぶるぶると震え、血が滴したたる。

「私は、舞踏会で勝たなければ――そうしなければ――」

「なら、お前はどうして一人で孤独に踊ってる」

　ルノアは魔術の刃やいばをさらにぐっと押し込み、クロイツェルの耳元で囁ささやいた。

「がっ……くっ……わ・た・し、は――」

　口元からさらに血を溢あふれさせ、クロイツェルはルノアを睨にらみ据えた。

「それが、約束だからだ。彼との、約束――貴様になど、分かるまい！」

　絶叫する。

　言葉とともに血が飛び、クロイツェルが握り締めた魔術の刃を押し返してくる。

「彼は私のすべてだったんだ！　そんな彼が言ったんだぞ、お前の戦争をしろと！　一緒にきてくれとは言わずに！　そう言ってさえくれれば、私は――」

「言ったはずだ。分かるものか、わたしはお前じゃないからな。だが――」

　ルノアは歯を喰くいしばり、押し返される魔術の刃をさらに押し込んだ。生温かい血が彼女の手を伝って滴したたり落ちる。

「本当にそうだったのなら、そう言えばよかったのだ。それとも、お前は彼とやらに本当の気持ちも話せないのか……！」

「貴様……」

　クロイツェルは低くうめいた。ルノアの言葉に対してなのか、それとも傷の痛みのせいなのかは分からなかったが。

「パートナーとは、そういうものだ。違うか」

「……誰だれもが、貴様のように、舞踏会を踊れると、思うな」

　クロイツェルは力が尽きていくかのように、魔術の刃を握っていた手を離した。

　首を絞められていた腕から解放されると、膝ひざをついて崩れ落ちる。

「くっくっ……」

　ルノアを見上げ、クロイツェルは低く笑った。

　背後のシグをちらりと見やり、それからルノアへと視線を戻す。眩まぶしいものでも見るかのように目を細め、金色の瞳ひとみに彼女の姿を映し込む。

　魔術の刃が砕け散り、傷口から一気に血が溢れ出た。

「やはり、舞踏会はこうでなくては」

　赤く染まったクロイツェルは、そのまま横に倒れ込んだ。

　血ち溜だまりが広がっていく。

　虚うつろな表情は変わらず、もうその視線はどこか遠くを見つめていた。

　彼女の身体からだが光の粒子に変わり、どんどんとその輪郭がぼやけてくる。

「お前は、私のすべてだったんだ。私はお前なしでは生きていけない。なのに、お前ときたら――」

　乾いた瞳から、涙は流れなかった。

　あの夜の砂漠で、彼女の涙はかれ果ててしまった。

「それとも、私がもう少しわがままだったらよかったか」

　クロイツェルは力なく笑った。

「なあ、グスタフ」

　ほとんど消え入るような声でそう言った瞬間、彼女は跡形もなく消え去った。

　一滴の血も残さず、まるで存在していなかったかのように。

　あとには彼女が身に着けていた黒革のジャケットや防砂用のゴーグルだけが残った。



　　　◆◇◆◇◆



「〈魔弾射撃〉！」

　リラの凛りんとした声も、凄すさまじい音を立てて回転する大小の歯車にかき消された。

　それでも魔術は発動する。なにもない手に現れたボルトアクション式の小銃を、彼女は躊ちゆう躇ちよなく発砲した。

　銃声。同時に跳弾の火花。

「もう！」

　リラは苛いら立だたしげに舌打ちした。

　縦横に噛かみ合い、上下左右に回転する様々な歯車の向こう側にレニの姿が見える。

　時計塔に備えつけられた巨大な文字盤を回る短針と長針、そして一時間ごとに現れる機械人形とオルゴールによる演出。ここはそれらを駆動させている時計塔の心臓部だった。

　この巨大な機械仕掛けを整備するための狭い階段が螺ら旋せん状じように展望台まで続いており、回転する歯車へと降りることもできる。

「ちょっと！　出てきなさいよ！」

　螺旋階段の小さな踊り場にいるリラは、回転する歯車に向かって叫んだ。

　レニは時計塔の整備をするための裏口からここに入り込んだ。

　彼女はそれを追ってきたのだが、こうも窮きゆう屈くつな場所ではリラの魔術はその優位性をまったく発揮できない。レニにしてみれば障害物がほとんどない広場でやり合うよりも、かなりリスクが少ない場所だ。それに気づいた時にはもう後の祭りで、彼女はこうして時計塔の奥まで引きずり込まれてしまった。

「どこよ！」

　リラは相手が見えない苛立ちで、堪たまらず引き金を絞った。

　銃声が歯車の音を切り裂き、再び跳弾の火花を上げる。ここでは彼女が弾丸の軌道を制御する前に歯車に当たってしまうのだ。

「どこなのよ……？」

　次弾を薬室に送り込み、リラは不安げに周囲に視線を巡らせた。苛立ちがじわじわと恐怖に変化していく。相手の姿が見えないことが、精神的な負担となって圧のしかかってくる。

　リラは忙せわしなく周囲を見渡し、銃口を彷徨さまよわせた。

　どこもかしこも回転する歯車と、それを支えて交差する鉄製の軸だらけだった。並行軸、交差軸、食い違い軸――様々な種類の歯車が複雑に噛かみ合い、回り続けている。どれか一つに巻き込まれれば、助かる術はない。

　不意に頭上に影がよぎり、リラは反射的に視線をやった。

　上の踊り場からレニが飛び降りてくる！

　どこから手に入れたのか、六〇センチくらいの整備用のスパナを手にしている。

「ちょっとおっ!?」

　悲鳴じみた声を上げ、リラは咄とつ嗟さに小銃を横に向けた。

　スパナが容赦なく振り下ろされ、魔術で顕けん現げんしている小銃を強したたかに打ち据える。

「……っ！」

　リラは腕が痺しびれる衝撃に顔をしかめ、小銃を取り落とした。魔術が維持できなくなり、音を立てて仮かり初そめの現実が砕け散る。

「まったく、〈血ち塗まみれの竜王女〉はじゃじゃ馬揃ぞろいだわ」

　うんざりしたようにレニが言った。

　リラは濁にごった隻せき眼がんに気け圧おされて一歩下がり、すぐに欄らん干かんが背中に当たった。

　その向こう側は回転する歯車だ。

「殺しはしない。安心なさいな」

　レニが威圧するようにして振ったスパナに、リラはびくりと震えた。

　身体からだが竦すくんで声が出なかった。完全に追い詰められている。目の前の女は百戦錬磨の古ふる強つわ者もの。実戦経験も豊富な公安魔術士だ。対する自分は、いくら魔術が使えようが他ほかは素人しろうと同然で、取っ組み合いをして勝てる可能性など〇パーセントに違いない。

（考えろ。考えるのよ、あたし）

　リラは必死で自分を鼓舞した。そうしていないと怖くてなにもできなくなる。とにかく今は逃げるんだ。逃げて広い場所に出ないと魔術が効果的に使えない。

　だが、レニはまってくれない。

　無造作に近づいてくるなり、右手にあるスパナを振り下ろす。

「こんのお！」

　リラは背後の欄干に手を置くと、抜群の身のこなしで飛び越えた。彼女がさっきまでいたところをスパナ通りすぎ、欄干を激しく叩たたいて金属のぶつかり合う音を響かせる。

　右回転する歯車の上に着地して、リラも一緒に回転をはじめた。

　途中、鉄のパイプの上に放置してあった錆さびたレンチを手に取る。

（シグのバカ……！　守ってくれるって言ったくせに！　あたしのトキメキを返せ！）

　レンチを両手で握り締め、リラはさらに隣の歯車に飛び移った。

　後ろを振り返ると、レニも踊り場の欄干を飛び越えていた。

「おいたはほどほどが可愛かわいいものよ、お姫様」

「うるっさい！」

　歯車が回転する勢いに乗って、リラはレンチを横に払った。

　レニのスパナとぶつかり合って、鉄同士が絶叫し火花が散る。

　衝撃にふらつきながらも、リラは縦に設置されている歯車に掴つかまった。

　上にいく。が、噛かみ合っている歯車がすぐそこに迫り、彼女は縦回転する歯車の上に立ち上がって逆方向に走り出した。その場で停止しているような状態になる。少しでも足をとめたら歯車に挟まれてしまう。

　ほとんど涙目で、彼女は叫んだ。

「シグのバカー！　こんな目に遭ってるあたしを放ほうっとくなんて、次に会ったら絶対に許さないんだから！　キスくらいじゃ許さないんだからあっ！」

「随分とまあ可愛かわいいことを言うものだわ」

　別の歯車を使ってレニも上ってくる。

　彼女は巧みな身のこなしで別の歯車に飛び移り、さらに片手で鉄棒に掴まって、身体からだの反動を利用してまた別の歯車に飛び移る。挟まれないように走っているだけのリラよりも上にいく。

「そうよ！　あたしはね、あいつのことが好きなのよ！　悪い!?　だから、こんな目に遭ってんでしょうが！」

　リラは力の限り叫んでやった。

　どうせシグが聞いているわけでもないし、もうどうにでもなれと思った。こうでもして気合を入れないと、普通の女の子をやっていた自分には辛いのだ。

　そう、シグのことが好きだ。大好き。だから、こんなところでくたばるわけにはいかない。絶対にもう一度会うまでは。会って、会ったら――どうしてくれよう！

「青臭い恋愛ごっこには、虫むし唾ずが走るわ」

　レニがすぐ隣の歯車に飛び降りてくる。この女のことをリラはそう知っているわけではなかったが、いつもよりもどこか感情的な気がした。

「せいぜい苦味を知ればいいわ！」

「大人おとなぶってんじゃねーわよ！」

　お互いに歯車の回転とは逆に走りながら、レンチとスパナを振り回す。

「あんただって、小娘の時があったでしょうが！」

「この私を、エルンスト・ルクセンブルクの娘を、そこいらのガキと同じにするな！」

　何度もぶつかり合う、レンチとスパナ。

　その度に鋼鉄が悲鳴を上げ、赤い火花が散っては消える。

　リラはレンチを両手で握ると、渾こん身しんの一撃を繰り出した。

　それを受けたレニの姿勢が大きく崩れ、だがどうにか立て直す。彼女は口元を引ひき攣つらせていた。様々な感情が入り乱れ、陰いん鬱うつで暗い表情は崩れている。

「あなたに私のなにが分かるっていうの！」

「そんなこと知るかあっ！」

　今度はレニがスパナを横殴りに振り回した。

　どうにか受けとめると、大きく腕が弾はじかれる。

　レンチを離すまいと、リラは必死に腕に力を込めた。

「私は一七歳で太陽の下を歩けなくなった！　そんな女が、恋だ愛だと、言っていられると思うの!?」

「バッカじゃないのあんたは！　そんなのはね、逃げてるだけなのよ！」

　レニの言葉に、リラは無性に腹が立った。自分の生まれや、周りの環境なんて、どうだっていい。で、結局あんたはなにをしたの、と思ってしまう。

「あたしはなにがあっても諦あきらめない！」

　叫んだリラが振り回したレンチが、力任せに弾かれて手からすっぽ抜ける。数メートルを飛んで、回転している歯車に当たって遥はるか下へと落下していく。

「あたしは、絶対逃げない！」

　彼女は今までもそうしてきたし、これからもそうするのだ。

　歌だけが生いき甲が斐いだったから、必死で努力してがんばった。彼と一緒にいたいから、彼に振り向いてほしいから、これから精一杯やれることをやってやる。

　リラの言葉はまるで糾きゆう弾だんだった。

「違う。違うわ。私は……っ！」

　レニは濁にごった隻せき眼がんに怯えるような光を宿して、奥歯をきつく噛かみ締めた。

「私は！」

　スパナに横殴りにされて、リラは短い悲鳴を上げた。

　そのまま歯車から足を滑らせて落下する。

「しまっ……！」

　レニが本当に珍しく焦りの声をもらした。

　リラはよく分からない鉄のレバーに激突して派手な音を立てた。

　さらには歯車を支えている太い鉄の軸にぶつかり、身体からだが跳ね上がりそのままさらに下へと落下して、

「こんのおっ！」

　痛みを堪こらえて叫んだ。整備用に設けられている狭い鉄板の通路が見えて、彼女はとにかく手を差し出して掴つかめるものを力の限り掴んだ。自分の体重がかかった腕に痛みが走るが、それでも絶対に離さない。

　リラはどうにか右手だけで通路の手すりに掴まっていた。すぐ下は歯車が不気味な音を立てて回っている。

「こんなところで死んでたまるもんですか！」

　完全に据わった目で叫び、空いている左手も手すりをがっちりと掴む。

　彼女は自分のどこにそんな力があったのかと思ったが、懸けん垂すいの要領で自らの身体を引き上げた。足を通路の端に引っかけて、手すりを強引に乗り越える。

　ぜえぜえと肩で息をして、リラは大の字になった。危機一髪だったが、これで危機が去ったわけではない。レニが慎重に足を運びつつ、こちらに向かってきている。

　だが、ごとん、という奇妙な音がした。

　回転していた歯車の動きがゆっくりになり、やがて停止する。

「なに？　なんなの？」

　わけが分からずにリラは立ち上がった。身体からだ中じゆうが痛くて、どこが痛いのか分からない。

　数瞬ののち、今度は逆回転で歯車が動きはじめた。

　リラははっとした。

　落下する時に激突したレバーだ。あれは恐らく時計塔の整備のために歯車を停止させたり、任意の方向に回転をさせたりするためのものに違いない。

　そして、耳を覆いたくなるような悲鳴が時計塔の中に響いた。

　骨が砕かれ、肉が潰つぶされる生々しい音。

　リラは悲鳴が聞こえた頭上を見上げ、胃の中のものを嘔おう吐としそうになった。

　レニが急に逆回転をはじめた歯車に右足を巻き込まれていた。徐々に身体が引きずられている。彼女は声にならない悲鳴を上げながら、手にしていたスパナを近くの歯車に捻じ込んだ。

　鉄を噛かむ異音ががりがりと響き、それ以上は歯車が回らなくなる。

　一つの歯車がとまり、すべての動きが停止した。

　静せい謐ひつが訪れる。

　右足を根元まで失い、レニは激痛と出血で動けなかった。必死で声を押し殺し、彼女はいやな汗が全身から噴き出るのを感じた。

　リラは整備用の通路から螺ら旋せん階段を上り、哀あわれな姿になったレニを一いち瞥べつした。

　彼女は停止した歯車の上で、天を仰あおぐようにして転がっていた。嘘うそみたいに血が流れ出て、歯車を赤く染めている。

「あなたのような小娘相手に、私も焼きが回ったものだわ。彼に申し訳も立ちはしない」

「彼？」

　リラの言葉に、彼女はなにも答えなかった。

　それはもう、ほとんどうわ言のようなものだった。

「私は逃げてなんていない、リラ・フィオーレ。私の人生、すべてを捧ささげたわ。それでも彼は彼女に夢中で、だから、私は――」

　暗い笑みを浮かべるレニから、急速に血の気が引いていく。白い肌と赤い唇が、まるで死に化粧のようだ。

「私は彼の犬なのよ」

「人と獣の恋物語はね」

　リラはほんの少しだけレニという女のことが分かった気がした。だからといってどうすることもできはしない。それは人生のどこかにあった分かれ道で、レニ自身が選んだ道の結果なのだから。

「悲劇しかないのよ、レニ・ルクセンブルク」

「違いないわね」

　吐き捨てるようにして、レニは言った。

　隻せき眼がんからほんの一筋涙が零こぼれ、すぐに乾いて消え去った。

　そして、彼女はひどく緩慢な動きで右目の眼帯に手をかけた。

「もし生まれ変わるなら、次は人になりたいものだわ」

　眼帯をむしり取り、レニはゆっくりとリラの方に首を傾けた。

　無機質な義眼が右の眼がん窩かに収まっている。

　彼女はその義眼にそっと触れた。

「向こうには、彼も一緒に連れていく」

　いつもの陰いん鬱うつで暗い笑みではなく、柔らかく優しい笑み。

　リラは彼女の言葉と表情から、直感した。

　死ぬ気だ。それも、叶かなわぬ恋の相手を道連れにして。

「ちょっ……バカなことやめなさい！」

　だが、もう遅い。

　レニが義眼をぐっと奥へ押し込んだ。

　リラはそれを見ることもなく、全力で螺ら旋せん階段を駆け上がった。



　　　◆◇◆◇◆



「お前にはやられたよ、シグ。何年もかけて、ようやくここまできたんだがな。自分の生徒が立ちはだかるなんざ、笑い話にもなりゃしない」

　展望台の壁にナイフで磔はりつけになったままのザウエルは、そう言って弱々しく笑った。

　シグとルノアはお互いを支え合うようにして、黙ってザウエルを見つめていた。

「舞踏会の勝者にはなり損ねたが、まあ今はいい。〈竜の箱庭〉には十分に意趣返しはできたからな」

「あんたは一体、なんでこんなことを」

　シグは改めて、展望台から見える〈竜の箱庭〉都市の有様に絶句した。瓦が礫れきの山と火がすべてを焼き尽くした跡がいたるところに広がっている。復旧にどれくらいかかるのか、まったく分からない。そして、こんなことが世間に知られれば〈竜の箱庭〉の名声は地に落ちるだろう。

「あんただって、〈竜の箱庭〉には恩があるはずだ」

　ザウエルとてここに見みい出だされ、教育を受けた魔術士だ。もし〈竜の箱庭〉に拾われなければ、今いま頃ごろはもう野たれ死んでいたかもしれない。だが、彼は擦り切れた亡もう者じやの声でたった一言だけ言った。

「ヘイゼル・ルドルフを殺したからだ」

　ぞっとするほどに冷たい、長い間積もり続けた怨えん嗟さが込められた声。

「彼女は俺おれのすべてだった。そう、すべてだった」

　単に師と慕っていただけではないのだろう。つぶやくザウエルの表情や声は、どう控えめにいったところで焦がれていた。自分の思い出の中のヘイゼル・ルドルフにさえ。だから、シグが彼女の名を出した時、珍しく動揺して感情的になったのだろう。

「それに、これは他ひ人と事ごとじゃないんだぜ、シグ。お前、大図書館のさらに下で見たんじゃないのか。〈竜の箱庭〉特務編成記録ってやつをな」

　ザウエルはくつくつと笑い、折れた肋ろつ骨こつが痛むのか顔をしかめた。

　シグはその言葉に息を呑のみ、乾いた唇を無意識に湿らせた。そう、確かに見た。〈竜の箱庭〉特務編成――それがなにを目的にして組まれた編成であるのかも。

「ヘイゼルはお前の親父おやじさんと同じさ。雲の向こう側にいかされたんだ。この〈竜の箱庭〉の老人どもにな。連中はくっだらない理由で、今まで腐るほどの魔術士を雲の向こう側に送り込んで、そして殺してきた。違うか？」

〈竜の箱庭〉特務編成とは、雲の向こう側に派遣される腕っこきの魔術士たちによる編成だ。シグの父親は自らの異名を冠した作戦の指揮を執り、雲の向こう側に消えた。

「雲の向こう側にある楽園？　くっだらない戯たわ言ごとだ。この世界の謎なぞなんてものは、今を必死に生きている奴やつにしてみればどうでもいいことさ。そんなことのために、ヘイゼルは死んだ。死んじまったんだ……！」

　そうシグの父親も。もう戻ってこない。だが――

「俺とあんたは違う」

　シグはザウエルに向けて言い放った。

　ルガー・ヘンケルスは自分の意志で雲の向こうへ挑戦したに違いない。〈竜の箱庭〉にいかされたわけではない。あの人は自分がいやだと思えば、誰だれの意見にも従わない。それがたまたま〈竜の箱庭〉と利害が一致した。それだけの話だ。

　だからこそ、シグは父親の意志を尊重しようと思った。

　こうなったのは、誰が悪いわけではない。彼が選んだ道の結末だ。

「そうかい。お前なら、少しは分かってくれると思ったのにな」

　ザウエルは残念そうに頭こうべを垂れた。その動きは演技にしか見えなかった。いや、この男は本当は自分の気持ちなど、理解してほしいとはこれっぽっちも思っていない。

「シグ、俺を殺せ」

　頭を垂れたまま、ザウエルは言った。悲ひ愴そうさのかけらもない声だった。

「俺はしぶといよ。今、ここで殺しておかないと、後悔するぜ」

「これだけやっておいて、あんたはまだ満足じゃないってのか」

「くっくっ……そりゃそうさ。まだ舞踏会の勝者になってやしない。リンドブルムの叡えい智ちを手に入れるまでは、俺は泥水を啜すすって地べたを這はい回ることになっても生きてみせる」

　彼が頭を上げた。左目が斜視の碧へき眼がんで、七分の四の竜王女となったルノアを見据える。

　まるで獲物を狙ねらう肉食獣のような眼光。

　ルノアは思わずシグにぎゅっと寄り添った。

「そんなに〈党〉とやらが大事かよ？」

「〈党〉なんざ、関係ない。あんなものは、俺おれが利用するために近づいただけだ。今いま頃ごろは俺の勝手に慌てふためいているだろうよ。ざまあない。俺はなシグ。個人として、ほしいのさ。リンドブルムの叡えい智ちを」

　ザウエルの言葉の端々から、必死さが伝わってくる。この男には本当に、塗と炭たんの苦しみを味わおうが、誇りを踏み躙にじられようが、どんなことをしてでもやってやるという覚悟がある。あのワルサー・ザウエルが、形なり振ふり構わずそれだけを人生の目的にしている。

　シグは皮肉げに笑った。

「何度でも、相手をしてやるよ、先生。俺と、舞踏会を踊るパートナーとでな」

　不思議と誰だれにも負ける気がしなかった。

「あんた前に言ったよな。教え子を殺すのは忍びないって。俺だって、先生を殺すのは忍びない」

「お前のそういう甘いところは、いずれ命取りになるぞ、シグ。ま、そいつがお前のいいところでもあるんだが」

　ザウエルは微苦笑を浮かべ、割れずに胸ポケットに残っていた色いろ眼鏡めがねをかけた。

　整備用の扉が派手な音を立てて開け放たれ、リラが走り込んできたのはそんな時だった。

　彼女はシグを見つけるなり、そのままの勢いで抱きついた。

「ちょっ……！　おい、俺は怪け我が人にん――」

「逃げて！」

　息を切らしながら発したリラの第一声は、凛りん然ぜんと展望台に響いた。

　シグは意味が分からずに困惑し、リラに対抗するように無言のままさらにきつく抱きついてくるルノアからどうにか離れる。

「なんなんだよ、いきなり」

「バカ！　このままじゃ、あたしたちみんな――」

　リラの言葉が終わるよりも先に、開け放たれた扉はもとより、時計塔の隙すき間まという隙間から純白の光がもれだした。音もなくただすべてを呑のみ込むようにして広がっていく。

　光はそのまま時計塔の外へともれ出した。

　太陽のような白い閃せん光こうが〈竜の箱庭〉都市を煌こう々こうと照らし出す。

　次の瞬間。

　凄すさまじい爆音が轟とどろいた。

　それは一瞬で時計塔を吹き飛ばし、真っ白な炎とともに大気を震えさせた。

　熱風を伴った衝撃波が周囲に伝でん播ぱして、〈竜の箱庭〉がある浮島そのものを揺るがす。

　家々は薙なぎ倒され、石畳は捲めくれ上がり、それに続いて無数の火の玉が雨のようにして降り注いだ。

　大地は割れて崩落し、浮島の一部が遥はるかな雲海へと落下していく。

　それはまさに〈竜の箱庭〉にとどめをさすような一撃だった。

　シグもルノアも、そしてリラも。どうしようもなかった。

　ただ、ザウエルだけは違った。ナイフで壁につながっている機械の腕を生身との結合分から無む理り矢や理りに引き千切り、左手だけで器用にマッチに火を点つけた。

　俺おれの魔術は炎の魔術――シグは最後に、ザウエルのそんな言葉を思い出した。



    

  
    
      
終章



「メルセデス・ベルケ、仰おおせによりただ今まかり越しました」

　己の好奇心を満たしたあとは傍観者としてすべてを見届けてきたメルセデスは、跪ひざまずいて恭しく頭こうべを垂れた。

　静まり返っている歌劇場。その舞台の中央で、彼女はいつもどおり大きめの白衣を着て、いつもよりは神妙な顔つきで総裁の言葉をまっていた。

　吹き抜け構造の円形空間は闇やみ色いろに染まり、観客席には誰だれの姿もない。舞台をぐるりと取り囲む高い位置には貴き賓ひん席せきがあり、メルセデスが跪く舞台の背後には、巨大なパイプオルガンがその威容を見せつけていた。

　彼女はまつことには慣れている。なにせ第四帝国の〈白鳥城〉で三〇〇年以上もまち続けていたのだ。あるいはその前からずっと。

『〈党〉が――』

　低い男の声が響いた。声は反響して、どこから発せられたものなのか見当もつかない。だが、闇に包まれている貴賓席のどこかであることだけは間違いなかった。

『結党以来、これほど揺れたことはない。〈竜の箱庭〉とともに長年の間大きな勢力を誇ってきた〈清せい流りゆう会かい〉は最早なく、大派閥の連合による執行部体制は早晩崩壊することになるだろう。〈晴せい嵐らん会かい〉が、〈党〉を壊して改革する』

「逆らう者は？」

『〈党〉の同志であれ、すべて抵抗勢力として排除する』

　総裁の口調は落ち着いて静かなものだったが、冷徹な響きは隠しようもなかった。

『メルセデス・ベルケ』

「はい」

『〈党〉幹事長として、これからの改革の先頭に立ってもらいたい』

「仰おおせのままに」

　メルセデスは頭こうべを垂れたまま、それだけを言った。

　ルノア・ローゼンタールは七分の四の竜王女となり、エリーゼ・ヴァレンシュタインは七分の二の竜王女、そしてリラ・フィオーレ。七分割された〈血ち塗まみれの竜王女〉は、近いうちに一人となり、マウザーの悪趣味な遊戯は終わりを告げるだろう。

　リンドブルムの叡えい智ちがあれば、雲の向こう側の世界にいく方法が必ず分かる。

　時折、この世界そのものが『誰だれか』によって創られた箱庭のようなものではないかと思う時がある。では、箱庭が置かれている本当の世界が雲の向こう側にあるのだろうか。

　総裁はもう、なにも言わなかった。

　メルセデスはそれでも頭を垂れたまま微動だにしない。

（玩具おもちやは飽きれば捨てられる。それがいやなら、玩具おもちや箱ばこから出るより他ほかはない）

　彼女は胸中でつぶやいた。

　もっとも、飛び出した先が楽園かどうかなど誰も分かりはしなかったが。



　　　◆◇◆◇◆



　整然と立ち並ぶ墓ぼ碑ひは、どこまでも続いているようだった。

〈竜の箱庭〉都市が広がる浮島から橋でつながる小さな浮島。〈竜の箱庭〉の創設以来、命を落としてきた魔術士たちの墓だ。緑の草原に、等間隔で並ぶ石の板にはただ無機質に名前だけが刻まれている。

「静かなもんだね、どうも」

　墓碑の前に佇たたずむザウエルは、煙草たばこを咥くわえたままで誰に言うともなしにつぶやいた。

　胡う散さん臭くさい色いろ眼鏡めがねによれよれの黒いスーツという格好は変わりなかったが、右腕がなかった。それでも彼は特段に不自由そうな素振りを見せることもない。

　わずかな風が吹き、煙草の灰を飛ばす。

　ザウエルはそっとしゃがみ、なんの名前も刻まれていない石板の上に咥えていた煙草を置いた。〈竜の箱庭〉の歴史の中で、語られることなく死んでいった魔術士たち。名前を墓に刻まれることもなく、ただ一つの墓に押し込められている。

　彼女も、この中にいる。

　ザウエルは左ひだり脇わきに挟んでいた新聞を墓の前にかざした。

　ここのところ連日連夜、〈竜の箱庭〉の騒ぎでマスコミは持ちきりだ。一連の事件は〈竜の箱庭〉に対する大規模なテロとして処理され、神聖連合皇国指導部は犯人に一〇億マルスの賞金をつけた。

「一〇億マルスね、くっくっ……」

　もっとも、顔写真などの犯人を特定できる情報は皆無だったので、捕とらえることなど不可能だ。賞金は単なる政治的なパフォーマンスにすぎない。

　ザウエルは込み上げてくる笑いを噛かみ殺し、煙草たばこの隣に新聞を置いた。

「見たかよ、ヘイゼル。君を殺した〈竜の箱庭〉が、ざまあない」

　懐から取り出した新しい煙草を咥くわえると、ザウエルはゆっくりと立ち上がった。左手で器用にマッチを擦こすり、火を灯ともす。

「次は君を取り戻す。何年かかろうと、どんな手段を使おうと、必ずな」

　舞踏会は終わっていない。最後の最後に竜王女と契約していた者が舞踏会の勝者だ。横から掻かっ攫さらうことだってできる。絶対に諦あきらめるわけにはいかない。

（ヘイゼル……）

　胸中で彼女の名前を呼んだ。

　笑顔が見たい、声が聞きたい。

　もし時間が戻るなら、自分はきっと彼女の側そばを離れないだろう。神聖連合皇国指導部になど上るものか。だが、時間は戻らない。ならば、リンドブルムの叡えい智ちを手に入れて、必ず生き返らせてやる。

　ヘイゼル・ルドルフに、もう一度でいいから会わせてくれ。

　暗い執念の炎が、色いろ眼鏡めがねの向こうの瞳ひとみにちろちろと燃える。

　そのためならば自分はなんだってするだろう。

　悪魔に魂を売ることなど容易たやすいことだ。

「だが、まずは様子見といくか」

　潜伏している〈竜の箱庭〉を抜け出して、第七帝国を経由してスバールスバール帝国に入る。〈党〉の連中は自分を許しはしないだろう。必ず刺客を送り込んでくる。極東の砂漠なら身を隠すには最適だ。

　ザウエルは左手をポケットに忍ばせると、名前のない墓石に背を向けて歩き出した。

　自分と同じように墓参りをしている小柄な少年がいた。帽子を目深く被かぶり、襟えりを立てたコートを羽織っている。

　背後を通りすぎる時に少年が急に立ち上がったせいで、軽くぶつかった。

「おっと……！　すまんね、どうも」

　ザウエルは軽く左手を上げた。

　ぶつかった拍子に帽子が落ちて、無む理り矢や理りに収められていたピンクがかった鮮やかな金髪が解放される。少年ではなかった。

「ごきげんよう、〈蒼そう焔えん使つかい〉」

「ああ、久しぶりだな、おたく」

　そこには薄汚れ、すっかりやつれたエリーゼがいた。

「よく、俺おれを見つけたもんだ」

「ヒューゴの忘れ形見はまだ生きていますのよ。彼はかつて、エルンスト・ルクセンブルクを補佐してルクセンブルク・ネットワークを管理していましたもの」

「なるほど。そいつは迂う闊かつだったかな」

　ザウエルは不敵に笑うと、

「だがな、なんでまたこんなことを」

「分かりませんの？」

　エリーゼがゆっくりと離れた。

　ザウエルの足元に数滴の血が落ちた。

「いいや。分かるさ」

「そう。結構なことね」

　エリーゼが右手を振った。

　手にしていたナイフから血が飛び、誰だれのものとも知れない墓石に血けつ痕こんをつける。

　腹部を刺されたザウエルは、今や血ち塗まみれだった。

　白いシャツは真っ赤に染まり、足元には血ち溜だまりができている。



    

  
    
      



    

  
    
      （ああ、くそ）

　大切な人を失うという絶望や後悔を、その後に生まれる暗い執念の炎を、自分は一番よく知っているというのに。なぜ、エリーゼに注意をしていなかったのか。ヒューゴとエリーゼの関係を、無意識のうちに見ないようにしていたのか。

「こんな最期とは、締まらんね、どうも」

　ザウエルは前のめりに倒れ込んだ。

　墓にぶつかり、血ち溜だまりが一気に広がってザウエルと墓石を包み込んでいく。そこに刻まれていた名前を目にして、ザウエルは皮肉げに笑った。

　そこには、ワルサー・ザウエルの名前があった。飛行船の事故で死んだことになった、彼の墓標だった。

　咥くわえていた煙草たばこがザウエルの口から血溜まりに落ちて、じゅっという火が消える音を響かせる。それきりだった。それっきり、彼はなにも言わず、動きもしなかった。

「あなたに相応ふさわしい惨めな最期ですわね」

　エリーゼは虚うつろな表情で倒れたザウエルを睥へい睨げいしていた。

　そこには感慨もなければ、喜ぶ様子もない。こんなことをしたところで、ヒューゴが帰ってくるわけではない。ただ、これは忘れ物のようなものだ。これをすましてからでないと、おちおち寝てもいられない。

　ナイフを投げ捨てると、彼女はズボンに捻じ込んでいた自動拳けん銃じゆうを引き抜いた。

　表情一つ変えることなく自らのこめかみに銃口をぴたりとつける。

「ヒューゴ……心だけは一緒にいきますわ。いつまでも、どこにでも」

　エリーゼは躊ちゆう躇ちよなく引き金を絞った。

　銃声。

　ぱっと血煙が舞い、彼女は笑った。

　優雅に、美しく。



　　　◆◇◆◇◆



〈竜の箱庭〉では急ピッチで復旧作業が進み、瓦が礫れきや火災による残ざん骸がいは撤去され、すでに新しい建物の建築がはじまっていた。ただ、被害は大きく、ましてや地に落ちた名声を元に戻すには一〇〇年はかかるのではないかと言われていた。

　病室から見える復旧の様子からベッドへと視線を移し、ルッツは涼しい声で言った。

「体調はどうだい、シャルロッテ」

「もう平気です。ルッツこそ折れた骨は大丈夫なんですか」

「まあ、あまり大丈夫じゃないんだよ。くっつきにくいところでね」

　痛む肋ろつ骨こつを気にしつつ、彼は小さく嘆たん息そくした。

　シャルロッテは狼ろう狂きよう病びようの進行が原因だと思われる発熱に苛さいなまれていたが、ここにきて随分と落ち着いてはいる。枕まくら元もとの眼鏡めがねをかけると、彼女は獣耳をひこひこと動かして小首を傾かしげた。

「いっちゃったよ、あいつら」

　ぼそりと言ったルッツの言葉は、だが彼女にははっきりと聞こえた。

　寂しげにうつむき、小さくつぶやく。

「はい」

「見送りにいかなくて本当によかった？」

「いいんです。わたし、決めましたから」

「決めた？」

　怪け訝げんな表情になるルッツに、シャルロッテは今度は少し力強く言った。

「はい。知りたいですか？」

「はいはい」

　さらさらの金髪をかき上げて、ルッツは微苦笑を浮かべる。シグが舞踏会を本気で踊るのだと決めた時、シャルロッテの落ち込みようはひどいものだった。それが今は思った以上に元気なようで、彼は少し胸を撫なで下ろした。

「シーくんが、わたしのところに帰ってきてくれるのをまってるだけなんて、ダメなんです。もっと、自分から積極的にいかないと」

「まさか、追いかけるなんて言い出すんじゃないだろうね」

「はい。わたしから追いかけていって、横っ面を引ひっ叩ぱたいてでも分からせてあげます。わたしがシーくんのことを、どれだけ好きかってこと。どんな手段を使ってでも、必ず振り向かせてみせますから」

　シャルロッテは力強く宣言すると、胸の前で両手の拳こぶしを握って力を込めた。

　そこにはもう自分の気持ちへの迷いもなければ、シグへの遠慮もない。できることは全部やって、がんばれるだけがんばってみよう、というまっすぐな想いがあるだけだ。

「わたし、目的のためには手段を選ばない女になります」

「怖すぎるだろ、君、それは」

「なのでルッツ、相談なのですが」

「なんだかあまりいい予感はしないのはなんでだろうね」

　ルッツのうめきを、だがシャルロッテは無視した。

「お金を貸してください。ってか、わたしを殴り倒した慰謝料として払ってください」

「まてまてまて。先に殴りかかってきたのは君だろう。しかも魔術で」

「みーなーさーん。ここにいるルッツ・シュタイフはわたしを殴り倒して暴行を加えましたよー。暴行と優しく包んでますけど、ホントはごうか――むぐ！」

　ルッツに口を押さえられて、シャルロッテはむーむーと唸うなった。

　彼は引ひき攣つった笑みを浮かべて声を押し殺す。

「今、強ごう姦かんって言おうとしたな。強姦って。無む茶ちや苦く茶ちやだな、君は！」

「だって、お金をくれないからですよ。旅費にするんですから。それともあれですか、身体からだで払えとか言う気ですか？　いやですよ。わたしはシーくんにしか指一本触れさせませんから。あ、でもルッツは幼女好きだから、わたしなんて興味ないですよね」

「誰だれが幼女好きだ！」

　思わず声を張り上げてから痛いほどに突き刺さる視線を感じて、ルッツはわざとらしく咳せき払ばらいした。

「分かったよ。レニ先生が亡くなって、一帝への推薦もパーになったところでね。一度帰ろうと思ってたところさ。一帝までならつき合うよ。シグたちもどこにいくのか分からないし、それでもいいか？」

「ちっ、仕方ないですね。それでもいいですよ」

「うわー、すごい渋々感……」

　ルッツは嘆たん息そくして、ベッドから離れた。

　もう一度病室の窓から外を見やる。街並みではなく、無数の浮島が浮かぶ蒼そう天てん世界の紺こん碧ぺきの空だ。今いま頃ごろ、シグたちはこの空のどこにいるのだろうか。
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　どうやってあの爆発から助かったのか、シグは覚えていない。だが、恐らくはザウエルが助けてくれたのだろう。竜王女が死んでしまっては元も子もないし、自分まで助けたのは時計塔で殺さなかった借りをチャラにしたかったのかもしれない。

　レニ・ルクセンブルクが死んでも、〈竜の箱庭〉への反逆罪が帳消しになるわけではなかった。シグは一連の騒動の混乱が残っているうちに、国際郵便会社〈百ゆ合り鴎かもめ〉の郵便飛行船に密航して〈竜の箱庭〉を出しゆつ奔ぽんした。

「まさかあんたに助けてもらうことになるとはな」

　シグは船長席に座る長身の女に言った。〈百合鴎〉の制服の上から使い古したカーキ色の軍用コートを羽織っている。鮮烈な黄褐かつ色しよくの髪に橙だいだい色いろの鋭い眼光――ウーフーという名で知られる女だ。報酬次第でどんな仕事も引き受ける、思想信条クソ喰くらえの傭よう兵へい。

「これで三度目さね。まあ、感謝するならルッツ・シュタイフに感謝しな」

「そりゃそうだな」

　シグは遥はるか遠くに〈竜の箱庭〉があるであろう空を見てつぶやいた。

　ルッツはシグに言ったとおり、〈竜の箱庭〉を出る段取りをつけてくれていた。

　第四帝国でウーフーたちを視察していたベーリンガーが呼び戻されたことを受け、ウーフーに仕事を依頼したのだ。依頼書は第一帝国の妹宛あての手紙にもう一通の封筒を同封し、第一帝国経由で依頼の窓口となっている架空会社に速達された。依頼内容はシグ、ルノア、リラの三人を生きて〈竜の箱庭〉から出すこと。報酬は大図書館の希少本。

　その選択は正しかったのだろう。ベーリンガーがいなくなった途端、ウーフーはこうして特別高等分室の目をくらまして第四帝国の外に出ているのだから。

「目標は六帝でいいんだな？」

「ああ。俺おれの生まれ故郷があるんだよ」

「はん。故郷か。いいご身分じゃないか」

　ウーフーはわずかに笑うと、鬱うつ陶とうしそうに手を振ってブリッジから出ていくように促うながした。この女には生まれ故郷すらないというのだろうか。

　そんな話をするわけにもいかず、シグは素直に従って割り当てられた部屋に戻った。狭い部屋だが一人部屋で、密航をしているにしては破格の待遇だ。

　ドアを開けると、窮きゆう屈くつなベッドにルノアがちょこんと座っていた。怪け我がをした左腕を包帯で吊つるし、時計塔での一戦の傷跡が痛々しかった。

「よお。大丈夫か、それ」

「うむ。骨に異常はないし、安静にしておけば大丈夫だそうだ」

「そりゃよかった」

　シグは軽く笑うと、静かにドアを閉めた。なにせベッドでほぼ占領されているような部屋なので、気の利いたものを出すこともできない。ドアの前に突っ立ったままで、

「なにか用か？」

「用がないと、きたらダメなのか」

　ルノアの表情と声はなぜだか少し硬かった。

「いや、そんなことはないけどな」

　釣られてシグも硬くなる。

　奇妙な沈黙が流れ、ルノアがわざとらしく咳せき払ばらいをした。自分の隣をぱんぱんと叩たたき、

「お前の部屋なんだから、座ればいいだろう」

「そりゃそうなんだが……」

　ルノアの雰囲気がいつもと違うので、どうにも調子が狂う。

　シグはぎくしゃくと彼女の隣に座った。

　お互いの手の指が触れるか触れないか、といった距離。よくよく思えば日常の中ではこういう距離感でいることがないので、シグはなんとなく気恥ずかしい思いを味わった。

　それはルノアも同じようで、そっぽを向いてぼそぼそと言ってくる。

「お前と、その、話をしようと思って。これからのことというか――」

　彼女はどこか歯切れが悪く、柄にもなくもじもじしていた。

「私は七分の四の竜王女になったわけだが、これからはそう簡単にはいかないだろうから。この蒼そう天てん世界すべてを舞台に、エリーゼ・ヴァレンシュタインを探さなければならない。何年もかかるかもしれない」

「かもな」

　それはシグも分かっているつもりだ。

　七分割された〈血ち塗まみれの竜王女〉は、一人喰くっているエリーゼとリラの二人だけ。この広い世界で、まずはたった一人を見つけ出さなければならない。それがどれくらい途方もないことなのか、シグには想像もできなかった。

「今回のことで、わたしは――」

　ルノアが躊躇ためらいがちにシグの手に触れて、思いきってぎゅっと握った。逸そらしていた視線をシグへと向け、じっと見つめる。

「――お前がいないとダメだと思った」

　わずかに上目遣いになり、彼女は勢いで言いきった。

　頬ほおを赤くしながらも、金色の双そう眸ぼうは決してシグから逸らさない。

　シグは突然のことにどうしたらいいのか分からなくなり、しどろもどろになった。

「お前、いきなりなに言って――」

「その……だから……参ってるってことだ。これは、不本意じゃないぞ」

　ルノアがはにかみ、身体からだを寄せてくる。表情が、一つひとつの仕草が、びっくりするくらい可愛かわいくて、シグは本当にどうしようかと思った。

　彼女を抱き締めたい衝動に駆られていると、そのまま耳元で囁ささやかれる。

「何年でも、何十年でも、ずっと一緒にいてください」

　息がかかる距離に、照れ照れとしたルノアの顔がある。

「俺おれでよければ、お姫様」

　シグは空いている右手で彼女の頭をぽんぽんとやった。

　くすぐったそうにして、ルノアは目を閉じた。

「お前と二人なら、楽しいことや嬉うれしいことは二倍になって、辛いことや悲しいことは半分になるから」

　彼女の声は、甘くて柔らかい。

「嬉しいこと、二倍にする？」

　二人の距離はもうほとんどなかった。

　シグは離れられなかった。身体からだが動かない。ルノアのもらす小さな吐息や、わずかに濡ぬれた健康的な唇に、理性も本能も働かない。

　だが、今まで感じたこともないほどの殺気を浴びせかけられ、シグは反射的に部屋の入口を見た。

　瞬間、凄すさまじい音を立ててドアが蹴け破やぶられた。

　リラが半眼で仁王立ちしていた。

　絶対零度でもこうも寒くはないのではないかと思えるほどに冷たい目をしている。

「シィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィグッ！」

　内臓の隅々まで凍りつくような底冷えする声で名前を呼ばれ、シグは咄とつ嗟さに冷静になった。離れようとしたが、ルノアはお構いなしだった。

　そのまま唇を重ねられ、柔らかい感触を味わう間もなく押し倒される。

「ルノア、ちょっ、よせ！」

　距離が離れた瞬間に声を上げるが、

「うるさい……ん……！」

　その一言と彼女の唇によって遮られる。

　ルノアはシグを黙らせながら、ちらりとリラの方を窺うかがい、キスをやめなかった。

「な……！　な……！　な……！」

　二人の一部始終を瞳ひとみに焼きつけ、リラは握った拳こぶしを戦慄わななかせた。

　殺人犯でもかくやというほどに鋭い眼光を放ち、未いまだにシグから離れないルノアの首根っこを掴つかみ上げて力任せに引き剥はがす。

「みゅっ……！」

　妙な声を上げるルノアが猫のようにベッドに放ほうり出された。

　勢いよく上半身を起こしたシグは、だが凍こごえる視線に戦せん慄りつした。

　リラはほっそりとした腰に両手を当て、ただただ冷たい眼光でシグを睥へい睨げいしていた。

「リラ！　まて！　話せば分かる！」

「問答無用！」

（殺される！）

　シグは死を覚悟して目を閉じた。だが、痛みはこなかった。

　両りよう頬ほおに彼女の手が添えられて、恐る恐る目を開ける。

　リラの顔は怒ったままだった。

　彼女の金色の双そう眸ぼうに映り込んでいる自分の顔が見えるほどの距離から、シグは睨にらみつけられていた。そのまま額ひたいをごちん、と当てられて、

「あたし、あんたのためにひどい目に遭った時に決めたんだけど！」

「な、なにを……？」

「どうしてくれようかってことを！」

　シグがなにか言うよりも先に、リラは強引に彼の唇を奪った。

「ん……っ！」

　彼女の体温や鼓動が、手に取るようにしてシグに伝わる。

　ルノアよりも長い時間、彼女はそうしていた。

　自分がされたようにして、ちらりとルノアの方を窺うかがう。

　名残惜しそうに重ねていた唇を離して、リラは色っぽい吐息をもらした。

「一回くらいじゃ、許してやらないんだからね」

　表情にも声にも、もう険はない。

　彼女はなんの躊躇ためらいもなく、とびきりの笑顔で告げた。

「大好き」

　リラは言葉のとおりもう一回しようとして――

　髪をルノアに引っ張られた。

　首が不自然に後ろに曲がり、彼女は叫んだ。

「ちょっ！　痛い痛い！　なにすんのよ！」

「わたしの前でよくもそんなことができたものだな！」

「はあ？　なによその言い草は！　あんたは別に、シグのなんでもないでしょ！」

「な、なんでもないことあるか！　わたしはさっき、シグと将来の話を――」

「それはこれからどうするかって話でしょうが！　なにを不束ふつつか者ものですがよろしくみたいな言い方にしてんのよ！」

　ベッドの上で二人はたちまち言い争いをはじめた。

　恐ろしい眼光で睨み合い、取っ組み合いになってもおかしくない状況だ。

　シグはそっとベッドを降りて、奇跡的とも思える静かさでドアへと向かった。

　だが、それに気づいた二人が同時に射殺すような視線を向ける。

「大体だな、お前がはっきりしないからだぞ！」

「大体ねえ、あんたがはっきりしないからでしょうが！」

　二人は同じようなことを、同じように言った。

　シグは背中を壁につけて、ふるふると頭を振った。

　ルノアとリラはベッドから降りると、シグに詰め寄った。

「結局！」

「どっちを選ぶのよ！」

　これは舞踏会の決着にも関わってくる問題だった。ルノアとリラの二人のうち、いずれか一人を選ばなければならない。だが、正直なところそんなことができるとは思えなかった。自分がリンドブルムの叡えい智ちを手に入れたいからといって、どちらか一人を殺すなど。

　シグは大きく深呼吸をした。

　やおら真剣な表情になり、二人を順番に見つめた。

　少し違うシグの雰囲気に、ルノアとリラはぴたりと動きをとめた。

「いいか。よく聞いてくれ。もし、エリーゼを見つけることができれば残された竜王女はお前ら二人になる。最後にどちらかを選ばなきゃダメだっていうけどな――」

　シグは逡しゆん巡じゆんした末に、やはり今の率直な気持ちを伝えることにした。それを聞けば、二人は怒るかもしれない。舞踏会の勝者を目指すならば特にだ。

「――選べるかよ。舞踏会のルールだかなんだか知らないけどな、そんなもんで死なれてたまるか。俺おれがほしいものは世界中這はいずり回って、俺の力で、別の方法で手に入れてやる。だから、俺は、お前ら二人には生きていてほしいんだよ……！」

　それは舞踏会の勝者になることを諦あきらめるということ。

　つまりはシグのパートナーも当然、舞踏会の勝者にはなれない。

「そんなバカなことがあるか！」

「そうよ。あたしは別に後悔なんて――」

　二人が口々に言う言葉を一いつ蹴しゆうするかのように、シグは静かな、だがよくとおる声でぽつりと言った。

「だったらお前らは、お互いに殺し合えるってのか」

　ルノアとリラはそれを聞いた瞬間に口を噤つぐみ、お互いに顔を見合わせた。どれくらいの間そうしていたのか分からない。

「どうなんだよ？」

　シグの言葉に、

「わたしは――」

　なにかを言いかけて、ルノアはぴたりと言うのをやめた。

　殺せるわけがないではないか。リラとは一緒に危ないところを潜り抜けてきた戦友のようなもので、そして同じ男を好きになってしまった恋こい敵がたきでもある。でも、彼女には幸せになってもらいたいとも思うのだ。

　ルノアが口ごもっていると、リラが先に口を開いた。

「あたしは――正直言うと無理かも。ルノアを殺すなんて、できないよ」

　どこかさばさばした様子で嘆たん息そくする。

「だって、あたしはルノアのこと好きだし」

「リラ……それは、わたしも、そう」

　たどたどしく、ルノアもそう続けた。

　リラはそんな彼女を抱き締めた。

「バッカねえ。お人ひと好よしなんだから、ホント」

「それはお前だって、そうだろう」

　先ほどまでケンカしていたのが嘘うそのようだった。

　七人に分割された〈血ち塗まみれの竜王女〉はそれぞれがパートナーとともに舞踏会で勝利を目指す。それがルールだ。だが、あのマウザーだって二人の竜王女と契約する奴やつがいるなんて思ってもみなかったはずだ。そして、その二人の間に奇妙な友情が生まれるなど。

（ルールにないんだ。こんなことになってもいいよな、マウザーさんよ）

　シグはほっと胸を撫なで下ろし、そんなことを胸中で思って皮肉げに笑った。

　だが――『でも』という二人のハモりにびくりとする。

　ルノアとリラは再び半眼でシグを睨にらんでいた。

「舞踏会とか関係なく」

「一体、どっちがいいわけ？」

　シグはその圧力に耐えきれずに、部屋を飛び出した。

「あっ！」

「こらあ！」

　口々に叫び二人が追いかけてくる。

　シグは視線だけで背後に迫る影を確認しつつ全力で走った。

　今はまだ、本当に分からないのだ。どうせこの蒼そう天てん世界の果てまでだって一緒にいくことになるのだ。いつか答えを出さなければいけない時がくるのだろう。その時までは、もう少しこのままでいさせてほしい。

「この優柔不断男めっ！　死ね！　死んで詫わびろ！」

「あんたってホントにホントに情けないんだから！　バッカじゃないの！」

　背後からの声がどんどん物騒になっていく。そして、シグは追いかけてくる二人が〈タペストリー〉を幻視する気配を感じ、

「まてまてまて！　落ち着け！　お前らホントに俺おれを殺す気か!?　とりあえず魔術をやめろおっ！」

『問答無用！』

　シグの願いに、ルノアとリラはまったく同じことを叫んだ。

　そんな騒ぎなど関係なく、彼らを乗せた郵便飛行船はのんびりと紺こん碧ぺきの空を進んでいた。これからはどんな道でも進めるのだと教えてくれるかのように、澄みきっていて美しい。

　だというのに――

「ぎゃああああああああああっ！」

　シグの断末魔が船内に響き渡り、そこだけはまるで修しゆ羅ら場ばのようだった。
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　ラブコメという砂糖をまぶしていたりしますが、ＭＦっぽくなさで今週のベスト10に入るような気がしているこのシリーズ。５巻目でございます。

　どうも、北きた元もとです。前よりは間があかなかった。よかった。

　さて今回もラブコメ砂糖をつぎ込みつつ、なんだか泥どろ臭くさいバトルと物騒な暗闘が繰り広げられております。案の定、主人公も血に塗まみれております。

　いやー、これを手にとっている方はなかなかいい趣味をしていらっしゃる。

　まことにありがとうございます（平身低頭）。

　このお話の時間軸は４巻から間を置かずに続いていますので、近この衛え先生の表紙に惹かれてついつい手にしてしまったラッキー野郎な方は、どうぞ４巻もお取りください。

　ついでにさかのぼって全部買うといいんじゃないでしょうか。

　ってか、ここまできてそんな人いないんじゃないかという気もぷんぷんしますが。

　なにやら常連だけで成り立っているラーメン屋のような。そんな作品……？



　えー、この巻で物語には一区切りつくようなかたちになっています。主人公をはじめ、ヒロインたちも色々とあって次の一歩を踏み出したかな、と。

　最初はあれがもっとあんなことになってしまうプロットだったのですが、あまりにも殺伐としていたので今となってはこの方がよかったなあと思います。

　新人賞に投稿した時のことを考えると、よくぞここまできたものです。

　だもんで、広げた風呂敷の中で割と好き勝手にやっていた本シリーズ、この５巻で一応は完結ということになってます。

　ジ○ンプ風に言うと第一部【完】的な？

　北元先生の次回作にご期待ください的な？

　まあ、そんな感じでございます。

　シグをはじめとしたキャラクターたちは可愛かわいげはあるものの、なんとも気難しい連中で手を焼くこともあり。そうは言っても、もう少し付き合いたい気もしないではありませんが。しみじみ。



　さて、告白が終わってすっきりしたところでスムーズに謝辞に移ります。

　今回も素晴らしいイラストで華を添えていただいた近衛乙おと嗣つぐ先生。

　ゲラの表紙に走り書きされた「生きがえ（縞しまパン）」というメモに、「グッジョブ、担当さん」と思いましたが、思っただけで口には出していません。

　担当のＳ女じよ史しは新人のデビュー作に、よくオファーを出してくれたものです。キャラクターのデザインがぴったりで、執筆の際には表情やセリフがしっくりくる、こない、みたいなことを近この衛えさんの絵で割とイメージしてまして。

　この作品を支えていただき、ありがとうございました。

　そして、デビューする前から僕を叱咤しつつ、デビューしてからも叱咤していただいた担当のＳ女じよ史しにも最大限の感謝を。

　この本が出る頃ころには前担当になってしまっているのですが、さっぱりご恩を返せないままでおろおろします。とりあえず忠告を守って寝ようと思います。あと、ちゃんとご飯を食べようと思います。おろおろする僕を、こっそりと見守っていてください。

　５巻のためにＳ女史とともに尽力いただいたｓｓさんこと庄しよう司じさんをはじめ、このシリーズを世に出し、ここまで続けてくるにあたり尽力いただいた皆様にもこの場を借りてお礼申しあげます。

　最後に。一番の支えとなっているのは、この作品を手に取り、読んでいただいている読者の皆様であることは言うまでもありません。

　ここまでのお付き合い、本当にありがとうございました。



　謝辞が長いのはどうかと思うんですが、最終巻なので大目に見てください。

　それでは。次回作で再会できることを期待しつつ、こちらの片思いにならないように気を引き締めねば。

二〇一一年三月　北きた元もとあきの
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